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経済財政運営と改革の基本方針2024（令和６年６月21日閣議決定）

新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2024改訂版（令和６年６月21日閣議決定）

デンマーク 日本

【リ・スキリングの受講者】

雇用維持 成長分野

労働移動
円滑化

全世代を対象としたリ・スキリングの強化

●ジョブ型人事（職能給）の導入
●自ら職務やリ・スキリングの内容を選択していくジョ
ブ型人事に移行
●大学と業界が連携して、最先端の知識や戦略的
思考を身に付けるリ・スキリングプログラムを創設
●2025年度に、リ・スキリングのプログラムや施策内
容を含む各種情報を可視化するプラットフォームの整
備を開始
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○ 社会の情勢が目まぐるしく変化し、課題も複雑化
○ 産業・就業構造の変化
○ 少子･高齢化の進行による生産年齢人口の減少

○ 高等教育進学率の上昇（大学教育のユニバーサル化）
○ 産業界等ニーズとのミスマッチ
○ 産業競争力強化や地方創生への貢献を期待

経済社会の状況 高等教育をめぐる状況

質の高い実践的な職業教育を行うことを制度上、明確にした新たな大学を創設
情報、観光、農業、医療・保健、クールジャパン分野（マンガ、アニメ、ゲーム、ファッション、食など）

変化に対応して新たなモノやサービスを創造できる を備えた専門職業人
高度な 豊かな

 実践力 ＋ 創造力

今後の成長分野を見据え、新たに養成すべき専門職業人材

専門職大学等の制度化（平成31年4月施行）

教養教育

専門教育
（学術重視）

大学

専門教育
(職業/実際生活)

教養教育

短期大学

隣接他分野の教育

専門教育
（職業重視）

専門教育
（学術重視）

教養教育

大 学

学術重視 職業重視
実践的な教育に意欲・適性を

持つ学生、スペシャリスト志向の学生
アカデミックな教育に
意欲・ 適性を持つ学生

長期の企業内実習

実務家教員
（教員の4割以上）

新しいタイプの大学 専門職大学・専門職短期大学
産業界等と連携した高度で実践的な職業教育（かつ学術に基づく教育も重視）

※一般の大学・短大の一部における
「専門職学科」も制度化

連携協議会

産業界等

●授業の１/３以上は実習・実技
●理論（学術）と実践（職業）をバランスよく学ぶ
●他分野も学び創造力を身に付ける
●原則40人以下の少人数教育

さらに、

専門職大学・専門職短大

高度な

実践力
豊かな

創造力

専門職大学
専門職短期大学 4



専門職大学が養成する人材イメージ

例：医療（リハビリ）としての専門
性に加え、医療福祉分野の新技
術（IoT、ロボットなど）等の関連
知識を有し、新しい介護サービス
の提供、事業化等を主導できる
人材

専門技術・実務能力等を有した即戦力となる人材
時代の変化を捉えて、新サービスの企画・開発など業務の変革を担える人材

例：旅行、運輸、宿泊等観光業界の職種
としての専門性に加え、マーケティング、
経営等の関連知識を有し、新サービスの
事業化や地域の観光ブランド化等を先
導できる人材

医療
（リハビリ）

情報技術

観光

経営

隣接他分野の教育 隣接他分野の教育
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専門職大学に向いている生徒の例

◎やりたい仕事、なりたい職がすでに決まっている「スペシャリスト志向」 の生徒

◎専門高校で学んだ経験を活かして進学したい生徒
→実習等を重視したカリキュラムにより、実践的な職業教育を実施

◎高度な実践力を身に付け、成長分野や地域産業の変革の担い手 となりたい生徒
→特定の職種の専門性だけでなく、専門分野以外でのビジネス、イノベーション、
地域振興に関する幅広い知識を修得する教育課程を編成

地方公務員起業家

理学療法士

作業療法士

映像、
アニメ、ゲーム

AIエンジニア

ロボット開発 ファッション・
美容

観光・宿泊農業

6



目次

２

専門職大学制度の創設

３

専門職大学制度の概要

専門職大学の学生の状況

１



専門職大学の学びの特徴①

実習・実技の機会が充実
卒業に必要な単位のうち、約1/3以上は、
実習・実技。
豊富な実習・実技を通じて、高度な
「実践力」を身に付ける。

8

超・長期の企業内実習で現場を体験
学外の企業・診療所等での実習は、通算
600時間以上（4年制の場合。）。
実際の現場で知識と技術を学び、問題解決
できる思考力も養う。
長期の企業内実習の情報は、企業の採用
活動に利用できる。



専門職大学の学びの特徴②

9

理論と実践をバランスよく学ぶ

理論に精通した研究者と、各業界の現場経
験豊富な実務家（概ね４割以上）の両方の
教員から授業を受けられる。
しかも原則40人以下の少人数授業。

産業界の最新のトレンドを反映した授業
地域や産業界の最新のトレンド・活きた知識を
授業に反映。

長期の企業内実習

実務家教員
（教員の4割以上）

教 育 課 程
連携協議会

産業界等 専門職大学・専門職短大

高度な

実践力
豊かな

創造力

業界をリードする
有名企業とも連携！



専門職大学の学びの特徴③

大学卒（短大卒）の学位がとれる

卒業生には「学士（専門職）」「短期大学士
（専門職）」の学位が授与される。
大学卒（短期大学卒）の人材として就職や
大学院進学、留学ができる。

10

他分野も学べ、応用力が身に付く

専門分野での深い学びに加え、関連する他分
野の応用的な学びにより、新しいアイデアを生
み出せる人材、就職した業界・職業の変化を
リードする人材になれる。

A B

＝ 専門職業人

（例）

情報・工学  × 経営

  観光  ×  マーケティング
      （旅行・運輸・宿泊など）



専門職大学の学びの特徴④

多様性に配慮した入学者選抜を実施

学生の学びの意欲を重視する「総合型選抜
（旧AO入試）」を22の専門職大学で実施。
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第三者機関による評価を実施
評価は、文部科学大臣の認証を受けた第三
者機関が実施。
通常の大学が行う大学全体の総合的な評価
に加え、専門分野の特性に応じた評価が行わ
れる。

機関別評価
（７年以内ごと）

文部科学大臣
認証

第三者機関 専門職大学・専門職短大

機関別評価
（７年以内ごと）

分野別評価
（５年以内ごと）



企業内実習（臨地実務実習）について
４年制の場合、卒業に必要な124単位中20単位以上（600時間以上）を
占めるなど、専門職大学の教育課程の中でもメインとなる授業科目の一つ。

学修効果の向上、学生の取組状況の把握のため、実習を通して事前指導、
実習中の巡回指導、事後指導を行う。

専門職大学・
専門職短期大学

実習開始まで 実習の実施 事後評価

協
議

事前
指導
（オリエン
テーション
など）

実習計画案の作成

実習指導者の指定、
具体的な実習プログラ

ムの作成

実習先向け研修・
説明会の開催

実習先の選定
（学生の希望に応じて、マッチング）

学生の受入れ準備

参
加

事後指導
（成果報告会

など）

報
告

実習先
（企業・病院）

成績評価

成績評価を共有

（※）巡回指導

担当教員が実習先を訪問し、学生の学修状
況の把握や、実習中の悩み等の相談を行う。
多くの場合、2週に1回のペースで実施。
また、実習先の従業員とも面談を行い、学生
の様子や成長についての報告も受ける。

（※）
巡
回
指
導

実習指導の実施

実習状況の
把握
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■ 実施期間別体験学生数（令和３年度）

（出典）文部科学省「令和３年度大学・短期大学・高等専門学校におけるインターンシップ実施状況調査」

〈単位認定あり〉

〈単位認定なし〉

※調査対象は、大学（803校（学部778校・大学院652校））、短期大学（315校）、高等専門学校（57校）。調査時期：令和４年６月～９月。回答率：94.3％。学生数は延べ数。
※本データにおける「インターンシップ」とは、「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した職業体験を行うこと」としている。ただし、特定の資格取得に関係するもの

（教育実習、看護実習、臨床実習等）は含まない。

●算出方法●
1カ月以上のインターンシップへの学生参加率
＝（大学生のうち「1カ月以上」のインターンシップに参加
した者の数（赤枠）／令和３年度学校基本調査における
大学生数）×100

 インターンシップの実施期間は、２週間未満であること
が多い。

 長期間（1ヶ月以上）のインターンシップへ参加した学
生は、1ヶ月未満のものに比べ、かなり少ない。

1ヶ月以上のインターンシップへの
学生参加率

■ キャリア形成活動の内容別 参加学生数（令和4年度）

0.30%

（出典）マイナビ「マイナビ 2025年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（8月）」

※調査対象は、マイナビ2025会員のうち2025年3月卒業見込みの前項の大学３年生、大学院１年生
※調査期間：令和４年８月20日～８月31日、有効回答数：2,288人

（参考）大学等におけるインターンシップの実施状況
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採用と大学教育の未来に
関する産学協議会

【学生用リーフレット抜粋】

14



大学のうち、深く専門
の学芸を教授研究し、
専門性が求められる
職業を担うための
実践的かつ応用的な
能力を展開させること

専門職大学

短期大学のうち、深く
専門の学芸を教授研
究し、専門性が求め
られる職業を担うため
の実践的かつ応用的
な能力を育成すること

専門職短期大学

深く専門の学芸 を
教授研究し、職業
又は実際生活に必要
な能力を育成すること

短期大学

学術の中心として、
広く知識を授けるとと
もに、深く専門の学芸
を教授研究し、知的、
道徳的及び応用的
能力を展開させること

大学

職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、または教養
の向上を図ること

参考

専門学校
（専修学校専門課程）

その他の教育施設（大学とは異なる位置付け）

専門職大学は、大学制度に位置付けられているため、一般の大学と同様に、「学術の
中心として、広く知識を授け、深く専門の学芸を教授研究」する必要があり、それに加えて、
「専門性が求められる職業を担うための実践的な能力を展開」する必要がある。すなわち、
専門職大学は、実践だけでなく学術に基づく教育も行い、理論に裏打ちされた実践力を
備えた人材を養成する。

大学とは？専門職大学とは？



大学・短大と専門職大学・専門職短大と専門学校の比較①
大学・短期大学 専門職大学・専門職短期大学 専門学校

（専修学校専門課程）

目的 ●学術の中心として、広く知識を授けるとともに、
深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳
的及び応用的能力を展開させる 【学校教育法
第83条】
～短大は、深く専門の学芸を教授研究し、職業及び実
際生活に必要な能力を育成することを主な目的とする
【学校教育法第108条】

●深く専門の学芸を教授研究し、専門性を求められる職業を担う
ために必要な実践的かつ応用的な能力を育成･展開させる

   ※ 大学･短大のうち、上記を目的とするものは、専門職大学・専門職短期
大学とする

【学校教育法第83条の2、第108条第4項】

●職業に必要な能力を育成
する  ほか
【学校教育法第124条】

教育
(職業教育)の
特色

●幅広い教養の教育と学術研究の成果
に基づく専門教育
～ 職業人養成もその中で行われる

→ 大学教育における職業教育は、
教養教育の基礎に立ち、理論的
背景を持った分析的・批判的な
見地からのものとして行われる点
に特色

●理論と実践を架橋する教育
●産業界及び地域社会との連携による教育課程の編成・実施の
ため「教育課程連携協議会」の設置
【大学との違い】
・実習等の重視 
※  卒業単位の概ね１/３以上は実習等

  (長期の臨地実務実習を含む）
・同時に授業を行う学生数については、原則として40人以下
【専門学校との違い】
・理論にも裏付けられた実践力の育成
・特定職種の専門性に止まらない、幅広い知識等の修得
 ※ 分野全般への精通、関連他分野への展開、生涯にわたる資質向上のための
基礎の涵養

●特定職種の実務に直接必
要となる知識

 ・技能の教育
※ 豊富な実習等による即戦力の
育成に強み

教員組
織

研究者教員が中心 ●実務の経験等を有する教員を積極的に任用
※ 基幹教員数の４割以上は実務家教員（研究能力を併せ有する教員
を含む）

●理論と実践を架橋する教育課程の提供に必要な研究者教員・
実務家教員を適切に配置

●実務に関する知識・技能を
有する教員が中心
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●  学力の３要素を踏まえつつ、 入学志願者の能力・意欲・適性等を
多面的･総合的に判定

大学・短大と専門職大学・専門職短大と専門学校の比較②

大学・短期大学 専門職大学・専門職短期大学 専門学校
（専修学校専門課程）

修業
年限

大学： ４年
短大： ２年又は３年

専門職大学：４年（前期・後期の区分制も可）
専門職短大：２年又は３年

１年以上
※２年制・３年制が中心

学位 学位を授与
【学士、短期大学士】

学位を授与
【学士(専門職)、短期大学士(専門職)】

称号を付与
【高度専門士、専門士】

質の
保証

●学位授与機関としての国際
 通用性を確保する設置基準

 （学問重視）
●国による設置認可
●大学等による自己点検評価、教育研究活
動等の状況に関する情報公表

●認証評価機関による第三者評価（機関別
評価）

●学位授与機関としての国際通用性を確保する設置基準（実践
的な職業教育重視）

●国による設置認可
●大学等による自己点検評価、教育研究活動等の状況、教育課
程連携協議会の審議状況等に関する情報公表

●認証評価機関による第三者評価
（機関別評価及び分野別評価）

●より自由度の高い設置基準
●都道府県による設置認可
●学校による自己評価(義務）、
学校関係者評価(努力義務)、
学校運営の状況に関する
情報提供

入学者
選  抜

●入学者の多様性に配慮した入学者選抜を努力義務化
●多様な学生像の類型に応じたアドミッション・ ポリシーを明確化
※  実践的な職業教育推進の観点から、実務経験や保有資格、技能検定での

成績等を積極的に考慮するなど、多様な背景を持つ志願者の意欲・能力・適性
等を多面的に評価

●個々の専門学校において、
それぞれの目的に応じて選
抜実施

●  学力の３要素を踏まえつつ、 入学志願者の能力・意欲・適性等を多面的･総合的に判定
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国際ファッション専門職大学（名古屋キャンパス）
名古屋国際工科専門職大学

静岡県立農林環境専門職大学

びわこリハビリテーション専門職大学

ヤマザキ動物看護専門職短期大学

国際ファッション専門職大学（東京キャンパス）
情報経営イノベーション専門職大学
東京国際工科専門職大学
東京保健医療専門職大学
東京情報デザイン専門職大学

開志専門職大学

令和６年４月現在

芸術文化観光専門職大学岡山医療専門職大学

かなざわ食マネジメント専門職大学

せとうち観光専門職短期大学

静岡県立農林環境専門職大学短期大学部

高知リハビリテーション
専門職大学

和歌山リハビリテーション専門職大学

名古屋産業大学現代ビジネス学部経営専門職学科

国際ファッション専門職大学（大阪キャンパス）
大阪国際工科専門職大学

アール医療専門職大学

※青字は公立の専門職大学・専門職短期大学

電動モビリティシステム専門職大学

グローバルBiz専門職大学
ビューティ＆ウェルネス専門職大学

東北農林専門職大学

専門職短期大学
校数 入学定員

公立 １ 100

私立 2 120

計 3 220

専門職大学 専門職学科を
持つ大学

校数 入学定員 校数 入学定員

公立 3 144 ー ー

私立 17 2,386 1 40(注1)

計 20 2,530 1 40(注1)

※編入学定員を除く

（注1）大学の定員は、
 専門職学科のみ計上

【専門職大学等・専門職短期大学数 24校】

専門職大学等 一覧

18



■ 専門職大学：２０校
区分 所在地 大学名 学部･学科等名 学位の分野
公立 山形県 東北農林専門職大学 農林業経営学部 農業経営学科

 森林業経営学科
農学関係

静岡県 静岡県立農林環境専門職大学 生産環境経営学部  生産環境経営学科 農学関係

兵庫県 芸術文化観光専門職大学 芸術文化・観光学部 芸術文化・観光学科 美術関係、社会学・社会福祉学関係

私立 山形県 電動モビリティシステム専門職大学 電気自動車システム工学部 電気自動車システム工学科 工学関係

茨城県 アール医療専門職大学 リハビリテーション学部 理学療法学科
                        作業療法学科

保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

東京都
愛知県
大阪府

国際ファッション専門職大学 国際ファッション学部 ファッションクリエイション学科
   ファッションビジネス学科
   大阪ファッションクリエイション・ビジネス学科
   名古屋ファッションクリエイション・ビジネス学科

家政関係

東京都 情報経営イノベーション専門職大学 情報経営イノベーション学部  情報経営イノベーション学科 経済学関係

東京都 東京国際工科専門職大学 工科学部  情報工学科
 デジタルエンタテインメント学科

工学関係

東京都 東京保健医療専門職大学 リハビリテーション学部  理学療法学科
  作業療法学科

保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

東京都 東京情報デザイン専門職大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科 工学関係

神奈川県 グローバルBiz専門職大学 グローバルビジネス学部 グローバルビジネス学科 経済学関係

神奈川県 ビューティ＆ウェルネス専門職大学 ビューティ＆ウェルネス学部 ビューティ＆ウェルネス学科 保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く。）

新潟県 開志専門職大学 事業創造学部  事業創造学科
情報学部  情報学科
アニメ・マンガ学部 アニメ・マンガ学科

経済学関係
工学関係
美術関係

石川県 かなざわ食マネジメント専門職大学 フードサービスマネジメント学部 フードサービスマネジメント学科 経済学関係

愛知県 名古屋国際工科専門職大学 工科学部  情報工学科
 デジタルエンタテインメント学科

工学関係

滋賀県 びわこリハビリテーション専門職大学 リハビリテーション学部  理学療法学科
  作業療法学科
言語聴覚療法学科

保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

大阪府 大阪国際工科専門職大学 工科学部  情報工学科
   デジタルエンタテインメント学科

工学関係

和歌山県 和歌山リハビリテーション専門職大学 健康科学部 リハビリテーション学科 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

岡山県 岡山医療専門職大学 健康科学部  理学療法学科
  作業療法学科

保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

高知県 高知リハビリテーション専門職大学 リハビリテーション学部  リハビリテーション学科 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

専門職大学等 一覧（令和６年4月現在）
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■ 専門職短期大学：３校

■ 専門職学科を持つ大学：１校（１学科）
区分 所在地 大学名 学部･学科名 学位の分野
私立 愛知県 名古屋産業大学 現代ビジネス学部 経営専門職学科 経済学関係

区分 所在地 短期大学名 学科名 修業年限 学位の分野

公立 静岡県 静岡県立農林環境専門職大学短期大学部 生産科学科 ２年制 農学関係

私立 東京都 ヤマザキ動物看護専門職短期大学 動物トータルケア学科 ３年制 農学関係

香川県 せとうち観光専門職短期大学 観光振興学科 ３年制 社会学・社会福祉学関係

＜分野別大学数＞

リハビリ

工学

経済学

社会学

美術

家政

保健衛生

６大学

（注）複数の学位分野を授与している
大学があるため、分野別大学数
と実際の大学数は一致しない

（電気自動車、 AI・IT・ロボット、
 ゲーム・CGなど）

６大学
（理学療法、 作業療法、 言語聴覚）

農学
（農業・林業・畜産業、 動物看護）

４大学

（ビジネス、 商品開発、 広報戦略、
貿易、 フードビジネスなど ）

５大学

２大学
（観光事業、 地域創生など）

（舞台芸術、 演劇、 アニメ・マンガ、 
映像音響など）

２大学

１大学

１大学

（ファッションクリエイション、 ファッションビジネス）

（美容、基礎医学、運動学など）

専門職大学は全国に24校
（注）令和6年4月1日現在
（注）専門職短期大学、専門職学科を

 持つ大学を含む
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単位数 時間数（時間）

静岡県立農林環境専門職大学 20 900

芸術文化観光専門職大学 20 800

電動モビリティシステム専門職大学 20 663

アール医療専門職大学 20 900

国際ファッション専門職大学 20 600

情報経営イノベーション専門職大学 24 720

東京国際工科専門職大学 20 600

東京保健医療専門職大学 リハビリテーション学部 理学療法学科 20 900

リハビリテーション学部 作業療法学科 27 1215

東京情報デザイン専門職大学 22 660

グローバルBiz専門職大学 20 600

ビューティ＆ウェルネス専門職大学 20 600

開志専門職大学 事業創造学部 事業創造学科 22 660

情報学部　情報学科 20 600

アニメ・マンガ学部　アニメ・マンガ学科 20 600

かなざわ食マネジメント専門職大学 20 600

名古屋国際工科専門職大学 20 600

びわこリハビリテーション専門職大学 リハビリテーション学部 理学療法学科 20 900

リハビリテーション学部 作業療法学科 22 990

大阪国際工科専門職大学 20 600

和歌山リハビリテーション専門職大学 23 1035

岡山医療専門職大学 20 900

高知リハビリテーション専門職大学 リハビリテーション学部 リハビリテーション学科【理学療法学専攻】 23 1035

リハビリテーション学部 リハビリテーション学科【作業療法学専攻】 24 1080

リハビリテーション学部 リハビリテーション学科【言語聴覚学専攻】 20 900

名古屋産業大学 20 600

静岡県立農林環境専門職大学短期大学部 10 450

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 15 450

せとうち観光専門職短期大学 20 600

臨地実務実習
大学等名 学部学科

専門職大学・専門職学科は20単位、600時間以上、専門職短期大学は10単位、450時間以上の臨地実務実習を行っている。

専門職大学等における臨地実習実施状況（令和5年4月1日現在）

（出典）各専門職大学等への調査に基づき作成 21


集計データ（2.入学定員充足率）＋学位の分野

		令和５年度専門職大学等の入学状況について レイワ ネンド センモンショクダイガク トウ ニュウガク ジョウキョウ

		【専門職大学・専門職学科】 センモンショクダイガク センモンショク ガッカ

		大学名 ダイガクメイ		公･私 コウ シ		学部名 ガクブメイ		学科等名 ガッカ トウ メイ		学位の分野 ガクイ ブンヤ		開設
年度 カイセツ ネンド		入学定員 ニュウガク テイイン		収容定員 シュウヨウ テイイン		志願者数 シガンシャ スウ						受験者数						合格者数						入学者数						入学定員
充足率 ニュウガク テイイン ジュウソクリツ		受験
倍率



																		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ

		静岡県立農林環境専門職大学 シズオカケンリツノウリンカンキョウセンモンショクダイガク		公 コウ		生産環境経営学部 セイサン カンキョウ ケイエイ ガクブ		生産環境経営学科 セイサン カンキョウ ケイエイ ガッカ		農学関係 ノウガク カンケイ		R2		24		96		58		43		101		55		42		97		12		18		30		12		18		30		1.25		3.23

		芸術文化観光専門職大学 ゲイジュツブンカカンコウセンモンショクダイガク		公 コウ		芸術文化・観光学部 ゲイジュツブンカカンコウガクブ		芸術文化・観光学科 ゲイジュツブンカカンコウガッカ		美術関係、社会学・社会福祉学関係 ビジュツ カンケイ シャカイ ガク シャカイ フクシガク カンケイ		R3		80		320		71		299		370		68		291		359		15		83		98		14		72		86		1.07		3.66

		電動モビリティシステム専門職大学 デンドウ センモンショク ダイガク		私 シ		電気自動車システム工学部 デンキ ジドウシャ コウガクブ		電位自動車システム工学科 デンイジドウシャ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R5		40		160		4		1		5		4		1		5		4		1		5		2		1		3		0.07		1.00

		アール医療専門職大学 イリョウセンモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		R4		40		320		31		17		48		24		22		46		22		21		43		21		18		39		0.97		1.07

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ				40				14		16		32		14		18		32		14		18		32		13		15		28		0.70		1.00

		国際ファッション専門職大学 コクサイ センモンショクダイガク		私 シ		国際ファッション学部 コクサイ ガクブ		ファションクリエイション学科 ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ		H31		80		794		39		43		82		39		42		81		25		37		62		24		34		58		0.72		1.31

								ファッションビジネス学科 ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ				38				45		31		76		44		31		75		23		19		42		23		19		42		1.10		1.79

								大阪ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲｼｮﾝ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 オオサカ ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ				38				18		28		46		17		28		45		15		28		43		14		28		42		1.10		1.05

								名古屋ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲｼｮﾝ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 ナゴヤ ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ				38				14		19		33		13		19		32		11		19		30		11		19		30		0.78		1.07

		情報経営イノベーション専門職大学 ジョウホウ ケイエイ センモンショクダイガク		私 シ		情報経営イノベーション学部 ジョウホウケイエイ ガクブ		情報経営イノベーション学科 ジョウホウケイエイ ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R2		200		800		217		36		253		207		34		241		195		34		229		151		27		178		0.89		1.05

		東京国際工科専門職大学 トウキョウコクサイコウカセンモンショクダイガク		私 シ		工科学部 コウカ ガクブ		情報工学科 ジョウホウ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R2		120		800		262		26		288		253		23		276		139		12		151		130		11		141		1.17		1.83

								デジタルエンタテイメント学科 ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				80				331		40		371		323		37		360		82		19		101		75		18		93		1.16		3.56

		東京保健医療専門職大学 トウキョウ ホケン イリョウ センモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		R2		80		640		69		41		110		64		40		104		50		35		85		46		33		79		0.98		1.22

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ				80				26		45		71		25		44		69		22		38		60		20		35		55		0.68		1.15

		東京情報デザイン専門職大学 トウキョウ ジョウホウ センモンショク ダイガク		私 シ		情報デザイン学部 ジョウホウ ガクブ		情報デザイン学科 ジョウホウ ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R5		160		640		122		24		146		113		20		133		108		20		128		97		18		115		0.71		1.04

		グローバルBiz専門職大学 センモンショク ダイガク		私 シ		グローバルビジネス学部 ガクブ		グローバルビジネス学科 ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R5		98		392		5		1		6		3		1		4		3		1		4		3		0		3		0.03		1.00

		ビューティー＆ウェルネス専門職大学 センモンショク ダイガク		私 シ		ビューティー＆ウェルネス学部 ガクブ		ビューティー＆ウェルネス学科 ガッカ		保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く。）		R5		234		948		15		158		173		15		157		172		13		154		167		11		138		149		0.63		1.03

		開志専門職大学 カイシ センモンショクダイガク		私 シ		事業創造学部 ジギョウ ソウゾウ ガクブ		事業創造学科 ジギョウ ソウゾウ ガッカ		経済学関係 ケイザイガクカンケイ		R2		80		320		54		9		63		53		9		62		52		8		60		45		8		53		0.66		1.03

						情報学部 ジョウホウ ガクブ		情報学科 ジョウホウ ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				80		320		69		7		76		66		7		73		53		7		60		42		5		47		0.58		1.22

						アニメ・マンガ学部 ガクブ		アニメ・マンガ学科 ガッカ		美術関係 ビジュツ カンケイ		R3		80		320		23		51		74		23		51		74		21		48		68		18		40		58		0.72		1.09

		かなざわ食マネジメント専門職大学 ショク センモンショクダイガク		私 シ		フードサービスマネジメント学部 ガクブ		フードサービスマネジメント学科 ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R3		40		160		10		2		12		10		2		12		9		2		11		8		1		9		0.22		1.09

		名古屋国際工科専門職大学 ナゴヤ コクサイ コウカ センモン ショク ダイガク		私 シ		工科学部 コウカ ガクブ		情報工学科 ジョウホウ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R3		80		480		153		19		172		147		17		164		85		13		98		80		13		93		1.16		1.67

								デジタルエンタテイメント学科 ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				40				183		17		200		176		15		191		43		7		50		39		7		46		1.15		3.82

		びわこリハビリテーション専門職大学 センモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		R2		80		480		75		44		119		71		41		112		63		38		101		55		32		87		1.08		1.11

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ				40				19		20		38		17		19		36		13		18		31		6		12		18		0.45		1.16

		大阪国際工科専門職大学 オオサカ コクサイ コウカ センモン ショク ダイガク		私 シ		工科学部 コウカ ガクブ		情報工学科 ジョウホウ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R3		120		640		129		18		147		124		17		141		104		10		114		93		10		103		0.85		1.24

								デジタルエンタテイメント学科 ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				40				140		26		166		137		25		162		35		16		51		35		14		49		1.22		3.18

		和歌山リハビリテーション専門職大学 ワカヤマ センモンショクダイガク		私 シ		健康科学部 ケンコウ カガクブ		リハビリテーション学科 ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		R3		80		320		41		12		53		40		12		52		38		11		49		36		10		46		0.57		1.06

								【理学療法学専攻】 リガクリョウホウ ガク センコウ						40				27		4		31		27		4		31		26		3		29		25		2		27		0.67		1.07

								【作業療法学専攻】 サギョウリョウホウ ガク センコウ						40				14		8		22		13		8		21		12		8		20		11		8		19		0.47		1.05

		岡山医療専門職大学 オカヤマイリョウセンモンショクダイガク		私 シ		健康科学部 ケンコウ カガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ				R2		80		480		70		41		111		70		41		111		35		23		58		32		21		53		0.66		1.91

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ						40				3		26		29		3		26		29		3		26		29		1		10		11		0.27		1.00

		高知リハビリテーション専門職大学 コウチ センモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		リハビリテーション学科 ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		H31		150		600		68		55		123		68		55		123		63		55		118		61		49		110		0.73		1.04

								【理学療法学専攻】 リガクリョウホウ ガク センコウ						70				51		26		77		51		26		77		49		26		75		48		22		70		1.00		1.03																										取扱注意 トリアツカイチュウイ

								【作業療法学専攻】 サギョウリョウホウ ガク センコウ						40				15		9		24		15		9		24		12		9		21		11		9		20		0.50		1.14																										取扱注意 トリアツカイチュウイ

								【言語聴覚学専攻】						40				2		20		22		2		20		22		2		20		22		2		18		20		0.50		1.00

		名古屋産業大学 ナゴヤ サンギョウ ダイガク		私 シ		現代ビジネス学部 ゲンダイ ガクブ		経営専門職学科 ※専門職学科 ケイエイ センモンショク ガッカ センモンショク ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R3		40		160		20		1		21		19		1		20		18		1		19		15		0		15		0.37		1.05



		【専門職短期大学】 センモン ショク タンキ ダイガク

		短期大学名 タンキ ダイガクメイ		公･私 コウ シ		学科名 ガッカメイ		修業年限 シュウギョウ ネンゲン		学位の分野 ガクイ ブンヤ		開設
年度 カイセツ ネンド		入学定員 ニュウガク テイイン		収容定員 シュウヨウ テイイン		志願者数 シガンシャ スウ						受験者数						合格者数						入学者数						入学定員
充足率 ニュウガク テイイン ジュウソクリツ		受験
倍率



																		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ		男 オトコ		女 オンナ		計 ケイ

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部 シズオカ ケンリツ ノウリン カンキョウ センモン ショク タンキ ダイガクブ		公 コウ		生産科学科 セイサン カガッカ		2年制 ネンセイ		農学関係 ノウガク カンケイ		R2		100		200		87		62		149		86		62		148		54		52		106		52		49		101		1.01		1.40

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学 ドウブツカンゴセンモンショクタンキダイガク		私 シ		動物トータルケア学科 ドウブツ ガッカ		3年制 ネンセイ		農学関係 ノウガク カンケイ		H31		80		103		9		144		153		8		141		153		4		115		119		3		100		103		1.28		1.29

						動物トータルケア看護学専攻科 ドウブツ カンゴガクセンコウカ		1年制 ネンセイ				R4		10																												0.00		0.00

		せとうち観光専門職短期大学 カンコウセンモンショクタンキダイガク		私 シ		観光振興学科 カンコウ シンコウ ガッカ		3年制 ネンセイ		社会学・社会福祉学関係		R3		80		240		3		17		20		3		17		20		3		17		20		3		17		20		0.25		1.00







私学事業団の集計表との比較



		【専門職大学・専門職学科】 センモンショクダイガク センモンショク ガッカ

		大学名 ダイガクメイ		公･私 コウ シ		学部名 ガクブメイ		学科等名 ガッカ トウ メイ		学位の分野 ガクイ ブンヤ		開設
年度 カイセツ ネンド		入学定員 ニュウガク テイイン		志願者数 シガンシャ スウ		受験者数 ジュケンシャ スウ		合格者数 ゴウカクシャ スウ		入学者数 ニュウガクシャ スウ





		静岡県立農林環境専門職大学 シズオカケンリツノウリンカンキョウセンモンショクダイガク		公 コウ		生産環境経営学部 セイサン カンキョウ ケイエイ ガクブ		生産環境経営学科 セイサン カンキョウ ケイエイ ガッカ		農学関係 ノウガク カンケイ		R2														入学定員
区分 ニュウガク テイイン クブン		年度 ネンド		集計
学校数 シュウケイ ガッコウ スウ		入学定員
A ニュウガク テイイン		志願者数
B シガンシャ スウ		受験者数
C ジュケンシャ スウ		合格者数
D ゴウカクシャ スウ		入学者数
E ニュウガクシャ スウ		志願倍率
B/A シガン バイリツ		合格率
D/C(％) ゴウカクリツ		歩留率
E/D(％) ブド リツ		入学定員
充足率
E/A(％) ニュウガク テイイン ジュウソクリツ

		芸術文化観光専門職大学 ゲイジュツブンカカンコウセンモンショクダイガク		公 コウ		芸術文化・観光学部 ゲイジュツブンカカンコウガクブ		芸術文化・観光学科 ゲイジュツブンカカンコウガッカ		美術関係、社会学・社会福祉学関係 ビジュツ カンケイ シャカイ ガク シャカイ フクシガク カンケイ		R3														100人未満 ニン ミマン		R5		6		378		177		171		163		143		0.47		95.32		87.73		37.83

		電動モビリティシステム専門職大学 デンドウ センモンショク ダイガク		私 シ		電気自動車システム工学部 デンキ ジドウシャ コウガクブ		電位自動車システム工学科 デンイジドウシャ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R5		40		5		5		5		3				100人以上
200人未満 ニン イジョウ ニン ミマン				8		1,184		1,669		1,608		1,100		991		1.41		68.41		90.09		83.70

		アール医療専門職大学 イリョウセンモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		R4		40		48		46		43		39				200人以上
300人未満 ニン イジョウ ニン ミマン				4		874		1,298		1,258		836		719		1.49		66.45		86.00		82.27

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ				40		32		32		32		28										2436		3144		3037		2099		1853

		グローバルBiz専門職大学 センモンショク ダイガク		私 シ		グローバルビジネス学部 ガクブ		グローバルビジネス学科 ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R5		98		6		4		4		3

		かなざわ食マネジメント専門職大学 ショク センモンショクダイガク		私 シ		フードサービスマネジメント学部 ガクブ		フードサービスマネジメント学科 ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R3		40		12		12		11		9

		和歌山リハビリテーション専門職大学 ワカヤマ センモンショクダイガク		私 シ		健康科学部 ケンコウ カガクブ		リハビリテーション学科 ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ				80		53		52		49		46

		名古屋産業大学 ナゴヤ サンギョウ ダイガク		私 シ		現代ビジネス学部 ゲンダイ ガクブ		経営専門職学科 ※専門職学科 ケイエイ センモンショク ガッカ センモンショク ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R3		40		21		20		19		15

		大学名 ダイガクメイ		公･私 コウ シ		学部名 ガクブメイ		学科等名 ガッカ トウ メイ		学位の分野 ガクイ ブンヤ		開設
年度 カイセツ ネンド		入学定員 ニュウガク テイイン		志願者数 シガンシャ スウ		受験者数 ジュケンシャ スウ		合格者数 ゴウカクシャ スウ		入学者数 ニュウガクシャ スウ





		国際ファッション専門職大学 コクサイ センモンショクダイガク		私 シ		国際ファッション学部 コクサイ ガクブ		ファションクリエイション学科 ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ		H31		80		82		81		62		58

								ファッションビジネス学科 ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ				38		76		75		42		42

								大阪ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲｼｮﾝ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 オオサカ ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ				38		46		45		43		42

								名古屋ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲｼｮﾝ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 ナゴヤ ガッカ		家政関係 カセイ カンケイ				38		33		32		30		30

		東京保健医療専門職大学 トウキョウ ホケン イリョウ センモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		R2		80		110		104		85		79

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ				80		71		69		60		55

		東京情報デザイン専門職大学 トウキョウ ジョウホウ センモンショク ダイガク		私 シ		情報デザイン学部 ジョウホウ ガクブ		情報デザイン学科 ジョウホウ ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R5		160		146		133		128		115

		名古屋国際工科専門職大学 ナゴヤ コクサイ コウカ センモン ショク ダイガク		私 シ		工科学部 コウカ ガクブ		情報工学科 ジョウホウ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R3		80		172		164		98		93

								デジタルエンタテイメント学科 ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				40		200		191		50		46

		びわこリハビリテーション専門職大学 センモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		R2		80		119		112		101		87

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ				40		38		36		31		18

		大阪国際工科専門職大学 オオサカ コクサイ コウカ センモン ショク ダイガク		私 シ		工科学部 コウカ ガクブ		情報工学科 ジョウホウ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R3		120		147		141		114		103

								デジタルエンタテイメント学科 ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				40		166		162		51		49

		岡山医療専門職大学 オカヤマイリョウセンモンショクダイガク		私 シ		健康科学部 ケンコウ カガクブ		理学療法学科 リガクリョウホウ ガッカ				R2		80		111		111		58		53

								作業療法学科 サギョウリョウホウ ガッカ						40		29		29		29		11

		高知リハビリテーション専門職大学 コウチ センモンショクダイガク		私 シ		リハビリテーション学部 ガクブ		リハビリテーション学科 ガッカ		保健衛生学関係（リハビリテーション関係） ホケンエイセイガクカンケイ カンケイ		H31		150		123		123		118		110





		大学名 ダイガクメイ		公･私 コウ シ		学部名 ガクブメイ		学科等名 ガッカ トウ メイ		学位の分野 ガクイ ブンヤ		開設
年度 カイセツ ネンド		入学定員 ニュウガク テイイン		志願者数 シガンシャ スウ		受験者数 ジュケンシャ スウ		合格者数 ゴウカクシャ スウ		入学者数 ニュウガクシャ スウ





		情報経営イノベーション専門職大学 ジョウホウ ケイエイ センモンショクダイガク		私 シ		情報経営イノベーション学部 ジョウホウケイエイ ガクブ		情報経営イノベーション学科 ジョウホウケイエイ ガッカ		経済学関係 ケイザイガク カンケイ		R2		200		253		241		229		178

		東京国際工科専門職大学 トウキョウコクサイコウカセンモンショクダイガク		私 シ		工科学部 コウカ ガクブ		情報工学科 ジョウホウ コウガッカ		工学関係 コウガク カンケイ		R2		120		288		276		151		141

								デジタルエンタテイメント学科 ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				80		371		360		101		93

		ビューティー＆ウェルネス専門職大学 センモンショク ダイガク		私 シ		ビューティー＆ウェルネス学部 ガクブ		ビューティー＆ウェルネス学科 ガッカ		保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く。）		R5		234		173		172		167		149

		開志専門職大学 カイシ センモンショクダイガク		私 シ		事業創造学部 ジギョウ ソウゾウ ガクブ		事業創造学科 ジギョウ ソウゾウ ガッカ		経済学関係 ケイザイガクカンケイ		R2		80		63		62		60		53

						情報学部 ジョウホウ ガクブ		情報学科 ジョウホウ ガッカ		工学関係 コウガク カンケイ				80		76		73		60		47

						アニメ・マンガ学部 ガクブ		アニメ・マンガ学科 ガッカ		美術関係 ビジュツ カンケイ		R3		80		74		74		68		58

														2436





集計データ（2③出身高校の学科別入学者数）

				大学等名 ダイガク ナド メイ		普通 フツウ		学際領域 ガクサイ リョウイキ		地域社会 チイキシャカイ		普通（その他） フツウ ホカ		普通科 フツウカ		農業 ノウギョウ		工業 コウギョウ		商業 ショウギョウ		水産 スイサン		家庭 カテイ		看護 カンゴ		情報 ジョウホウ		福祉 フクシ		専門（その他） センモン ホカ		専門学科 センモンガッカ		総合学科 ソウゴウガッカ		その他 ホカ		その他内訳 ホカ ウチワケ

		1		静岡県立農林環境専門職大学		22		0		0		2		24		5		0		0		0		0		0		0		0		0		5		1		0

		2		芸術文化観光専門職大学		63		0		0		15		78		1		1		2		0		0		0		0		0		1		5		3		0

		3		電動モビリティシステム専門職大学		3		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		4		アール医療専門職大学		58		0		0		0		58		2		2		5		0		0		0		0		0		0		9		0		0

		5		国際ファッション専門職大学		123		0		0		0		123		0		0		1		0		6		0		0		0		12		19		9		21		大学卒業5名（男0名、女5名）、短期大学卒1名（男1）、専門学校卒1名（女1）、海外の高校14名（男10、女4） ダイガク ソツギョウ メイ オトコ メイ オンナ メイ タンキ ダイガク ソツ メイ オトコ センモンガッコウ ソツ メイ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ

		6		情報経営イノベーション専門職大学		152		0		0		0		152		1		6		7		0		0		0		0		0		8		22		4		0

		7		東京国際工科専門職大学		183		0		0		0		183		0		19		2		0		1		0		6		0		12		40		4		7		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）3名（男1、女2）、海外の高校4名（男3、女1） コウトウガッコウ ソツギョウテイド ニンテイ シケン キュウ ダイガク ニュウガク シカク ケンテイ メイ オトコ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ

		8		東京保健医療専門職大学		120		1		0		0		121		0		0		2		0		1		0		0		0		2		5		6		0

		9		東京情報デザイン専門職大学		93		0		0		0		93		1		4		2		0		0		1		2		0		4		14		6		2		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）1名（男1）、海外の高校1名（男1）

		10		グローバルBiz専門職大学		1		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		1		0		0		2		0		0

		11		ビューティ＆ウェルネス専門職大学		127		0		0		9		136		0		1		2		0		0		0		0		0		4		7		6		0

		12		開志専門職大学		122		0		0		3		125		3		12		8		0		0		0		2		0		2		27		6		0

		13		かなざわ食マネジメント専門職大学		6		0		0		0		6		0		0		1		1		0		0		0		0		0		2		1		0

		14		名古屋国際工科専門職大学		99		0		0		0		99		0		20		0		0		0		0		10		0		3		33		5		0

		15		びわこリハビリテーション専門職大学		85		0		0		1		86		2		2		5		0		0		0		0		0		0		9		10		0

		16		大阪国際工科専門職大学		119		0		1		5		125		0		10		3		0		0		0		2		0		1		16		8		3		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）2名（男2、女0）、海外の高校1名（男1、女0） コウトウガッコウ ソツギョウテイド ニンテイ シケン キュウ ダイガク ニュウガク シカク ケンテイ メイ オトコ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ

		17		和歌山リハビリテーション専門職大学		33		0		0		1		34		0		4		0		0		0		0		1		0		6		11		1		0

		18		岡山医療専門職大学		45		0		0		3		48		0		2		6		0		0		0		1		1		2		12		4		0

		19		高知リハビリテーション専門職大学		80		0		1		1		82		3		3		14		0		0		0		0		0		0		20		8		0

		20		名古屋産業大学		5		0		0		1		6		0		1		0		0		0		0		8		0		0		9		0		2		海外の高校2名（男2）？ カイガイ コウコウ メイ オトコ

		21		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部		27		0		0		0		27		54		2		2		0		0		0		0		0		3		61		13		0

		22		ヤマザキ動物看護専門職短期大学		90		0		0		0		90		0		0		0		0		0		0		0		0		2		2		8		3		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）1名（女1）、海外の高校2名（男0、女2） コウトウガッコウ ソツギョウテイド ニンテイ シケン キュウ ダイガク ニュウガク シカク ケンテイ メイ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ

		23		せとうち観光専門職短期大学		15		0		0		0		15		1		0		0		0		1		0		1		0		0		3		2		0

				大学等名 ダイガク ナド メイ		普通科 フツウカ		専門学科 センモンガッカ		総合学科 ソウゴウガッカ		その他 ホカ

				静岡県立農林環境		24		5		1		0

				芸術文化観光		78		5		3		0

				電動モビリティシステム		3		0		0		0

				アール医療		58		9		0		0

				国際ファッション		123		19		9		21

				情報経営イノベーション		152		22		4		0

				東京国際工科		183		40		4		7

				東京保健医療		121		5		6		0

				東京情報デザイン		93		14		6		2

				グローバルBiz		1		2		0		0

				ビューティ＆ウェルネス		136		7		6		0

				開志		125		27		6		0

				かなざわ食マネジメント		6		2		1		0

				名古屋国際工科		99		33		5		0

				びわこリハビリテーション		86		9		10		0

				大阪国際工科		125		16		8		3

				和歌山リハビリテーション		34		11		1		0

				岡山医療		48		12		4		0

				高知リハビリテーション		82		20		8		0

				名古屋産業		6		9		0		2

				大学等名 ダイガク ナド メイ		普通科 フツウカ		専門学科 センモンガッカ		総合学科 ソウゴウガッカ		その他 ホカ

				静岡県立農林環境専門職大学短期大学部		27		61		13		0

				ヤマザキ動物看護専門職短期大学		90		2		8		3

				せとうち観光専門職短期大学		15		3		2		0



【機密性○（取扱制限）】		


普通科	静岡県立農林環境	芸術文化観光	電動モビリティシステム	アール医療	国際ファッション	情報経営イノベーション	東京国際工科	東京保健医療	東京情報デザイン	グローバルBiz	ビューティ＆ウェルネス	開志	かなざわ食マネジメント	名古屋国際工科	びわこリハビリテーション	大阪国際工科	和歌山リハビリテーション	岡山医療	高知リハビリテーション	名古屋産業	24	78	3	58	123	152	183	121	93	1	136	125	6	99	86	125	34	48	82	6	専門学科	静岡県立農林環境	芸術文化観光	電動モビリティシステム	アール医療	国際ファッション	情報経営イノベーション	東京国際工科	東京保健医療	東京情報デザイン	グローバルBiz	ビューティ＆ウェルネス	開志	かなざわ食マネジメント	名古屋国際工科	びわこリハビリテーション	大阪国際工科	和歌山リハビリテーション	岡山医療	高知リハビリテーション	名古屋産業	5	5	0	9	19	22	40	5	14	2	7	27	2	33	9	16	11	12	20	9	総合学科	静岡県立農林環境	芸術文化観光	電動モビリティシステム	アール医療	国際ファッション	情報経営イノベーション	東京国際工科	東京保健医療	東京情報デザイン	グローバルBiz	ビューティ＆ウェルネス	開志	かなざわ食マネジメント	名古屋国際工科	びわこリハビリテーション	大阪国際工科	和歌山リハビリテーション	岡山医療	高知リハビリテーション	名古屋産業	1	3	0	0	9	4	4	6	6	0	6	6	1	5	10	8	1	4	8	0	その他	静岡県立農林環境	芸術文化観光	電動モビリティシステム	アール医療	国際ファッション	情報経営イノベーション	東京国際工科	東京保健医療	東京情報デザイン	グローバルBiz	ビューティ＆ウェルネス	開志	かなざわ食マネジメント	名古屋国際工科	びわこリハビリテーション	大阪国際工科	和歌山リハビリテーション	岡山医療	高知リハビリテーション	名古屋産業	0	0	0	0	21	0	7	0	2	0	0	0	0	0	0	3	0	0	0	2	







普通科	静岡県立農林環境専門職大学短期大学部	ヤマザキ動物看護専門職短期大学	せとうち観光専門職短期大学	27	90	15	専門学科	静岡県立農林環境専門職大学短期大学部	ヤマザキ動物看護専門職短期大学	せとうち観光専門職短期大学	61	2	3	総合学科	静岡県立農林環境専門職大学短期大学部	ヤマザキ動物看護専門職短期大学	せとうち観光専門職短期大学	13	8	2	その他	静岡県立農林環境専門職大学短期大学部	ヤマザキ動物看護専門職短期大学	せとうち観光専門職短期大学	0	3	0	









集計データ（3.教育課程連携協議会）

		令和４年度専門職大学等の教育課程連携協議会の状況について レイワ ネンド センモンショクダイガク トウ キョウイク カテイ レンケイ キョウギカイ ジョウキョウ

				大学等名 ダイガク ナド メイ		開催頻度 カイサイ ヒンド		教育課程の編成に関する基本的な事項						教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項

								審議・報告内容の概要		学長への意見の概要		意見を踏まえた対応状況		審議・報告内容の概要		学長への意見の概要		意見を踏まえた対応状況

		1		静岡県立農林環境専門職大学		年２回程度		（審議事項）
・本学のビジョンと戦略に対する審議
教育、研究、学生支援、社会貢献・地域連携・国際化、大学運営の柱を立てることとし、本協議会ではこのうち教育ビジョンの骨子案を報告し、意見を求めた。

（報告事項）
なし		・大学ビジョンについては、SDG'ｓやダイバーシティーの項目が必要である。また、併設する短期大学部と方向性の違いを今後明らかにしてもらいたい。		・大学ビジョンについては、SDG'ｓやダイバーシティーの項目を付け加えるか検討する。また、大学としての教育ビジョンを明確に示す。		（審議事項）
なし

（報告事項）
・アンケートに基づく授業の改善と学修効果について

・企業実習の実際と学修効果について		・授業内容のレベルを下げず、わかりやすい授業を行うことが肝要である。また、理論を学んでからの実践ではなく、逆の方が身につくのではないか。

・企業実習は目的を持って行くべき。大学の隣地実務実習は、併設する短期大学部と異なりテーマを持って行うため、実習の受け入れ先にその趣旨を認識してもらうことが必要である。
		・授業の改善について、各教員へ周知した。


		2		芸術文化観光専門職大学		年２回程度		（審議事項）
①本学における臨地実務実習の今後の在り方及び受入施設の選定方法について

（報告事項）
②臨地実務実習の実習体制及び概要について		①実習内容が似通った科目体系・位置づけを整理してもらいたい。

②臨地実習等を通じて、但馬地域にある企業等に興味を持ってもらいたい。
		①実習先との調整にあたっては、丁寧にコミュニケーションを図るとともに、カリキュラムを検討する際にはご意見を踏まえ、整理・検討していく。

②授業等を通じた企業との連携強化策を引き続き検討していく。		（審議事項）
①事前学習及び事後学習の現状及び改善事項の整理について

（報告事項）
①令和５年度第２Q臨地実務実習の実施報告		①学生や教員との事前やりとりが不足していたため、更なる体制強化をしてもらいたい。

②より質の高い経験を積んでいただける場として、引き続き活用してもらいたい。

③会場施設使用料などの予算措置を検討してもらいたい。

➃様々な臨地実習を経験することで、業界全体を俯瞰できるようなプロデューサーを育成してもらいたい。		①必要な手続きの見える化を行うなど、学内での体制強化に努めている。

②引き続き専門職業人の育成に努めている。

③現状を整理・検討している。

➃ご意見を踏まえ、学生指導等へ反映させている。

		3		電動モビリティシステム専門職大学		年１回程度		（審議事項）
・電動モビリティシステム専門職大学の教育課程について、学部長から、設置認可を受けた内容に沿って、大学の目的、人材養成像、三つのポリシー、教育課程等について説明の後、概ね以下のような協議を行った。
○　1年次から研究ゼミナールが設定されているのは非常に良いと思う。
○　企業における人材育成に費やす時間確保が難しい。リカレント教育に対応していく予定はあるか。

・　開学後にリカレント教育やリスキニング教育を設定することを考えている。学生には企業に就職後直ぐに専門的な会話ができる実践的な力を持った学生を育成していく。
○　ニーズを定義する力を養うカリキュラムがあればよい。
・　ニーズ解析やプレゼンテーション能力を養う専門科目を設定している。当該科目や研究ゼミナール等で教育内容にニーズ定義を取り入れて教育していく。

（報告事項）
なし		ニーズの定義について、教育課程に組み込むことを検討すること。		ニーズ定義について、「ニーズ理解入門」担当教員がシラバスの内容を検討し、定義を盛り込んだ内容とした。		（審議事項）
該当なし

（報告事項）
該当なし		該当なし		該当なし

		4		アール医療専門職大学		年２回程度		（審議事項）
産業界及び地域社会との連携による授業科目の開設、その他の教育課程の編成に関する基本的な事項

（報告事項）
児童支援関係の教育課程の充実及び医療提供施設外でのキャリアアップ教育課程の提案。		特になし。		将来的に「教育学」に関連した科目を見直していく。		（審議事項）
産業界及び地域社会との連携による授業の実施、その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項

（報告事項）
正課外教育課程に対する提案		特になし。		正課外教育の充実に関して内容を検討していく。

		5		国際ファッション専門職大学		年１回程度		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
デジタル教育につき、ＥＣ概論、ＥＣ構築の授業を導入した事が報告された。		ＥＣ概論、ＥＣ構築の授業を導入した事は評価できる。加えて活躍している業界の方との取り組みを
考えたり、ツールへの習熟よりも原理を押さえ目的に適した手段として選択・判断する力をはぐくむ内容
を取り入れるべき。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。
よって現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
英語教育につき、学生の語学力を向上させるため「実習科目」中で英語を使う時間を設ける事が報告された。具体的にはこれまで日本語で行っていたプレゼンテーションを英語で行っている。		授業の中で英語でプレゼンテーションを行うことは良い取り組みであるが、一方的な発表だけでなくコミュニ
ケーションツールとしての話せる英語を身に着けるべきである。プレゼンテーションと合わせてリスニング、
ディクテーション等も活用すべきである。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。
よって現時点では教育課程への反映はない。

		6		情報経営イノベーション専門職大学		年２回程度		（審議事項）
本学の教育分野である経営分野・情報通信技術分野における世の中でﾆｰｽﾞのある資格について		ICT系の資格では、「基本情報技術者試験」や「応用情報技術者試験」に合格していれば、ある程度評価される。また、ﾋﾞｼﾞﾈｽ系の資格では、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞｬｰ検定やﾋﾞｼﾞﾈｽ実務法務検定、eco検定などの需要が高い。ただ、採用側の企業としては、資格そのものよりも、自ら目標を立て、その達成に向けて努力した過程や資格を取得したという成功体験を評価している。資格を取得していることに越したことはなく、経営学と情報科学を学ぶ教育課程であることを踏まえれば、卒業までに全員「ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験」に合格させられると大学の売りになると考えられるが、その一方で学生が自ら目標設定し、成功体験を積むことができる教育課程の編成や授業科目の開設も重要である。		設置計画履行期間であることから、完成年度以降の教育課程改正に向け、教授会において全教員に対し教育課程連携協議会における議論の内容を共有した。		（審議事項）
・臨地実務実習の課題（企業の人事評価を臨地実務実習の成績評価にどこまで適用すべきか、実習先企業においてどこまで指導すべきか、採用活動のインターンシップと臨地実務実習の違いを明確化できるか等）と方向性について
・授業科目「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの構想・策定、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行う授業）の授業内容・方法について		・企業の人事評価において、業務の一部を評価することは難しいため、「○○する」など、臨地実務実習の目的・目標をより具体化することで、企業側として評価基準を持てるよう工夫すべき。また、「積極性」など評価者によって捉え方が異なるものについては、ｱﾝｹｰﾄを実施し標準化を図ることも一つの方策である。
・学生に臨地実務実習で何を学びたいのかを提示させ、それに応じた実習計画を策定するなど、学生の主体性を促す工夫も必要である。
・「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」では、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの策定だけでなく、それを実装する力も養成すべき。		・臨地実務実習については、特に成績評価について、教育課程連携協議会における議論を踏まえつつ、標準化に向けた検討を進めている。
・「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」については、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの構想・策定、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝだけでなく、実装する過程まで授業に織り込むこととした。

		7		東京国際工科専門職大学		年１回程度		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
本学の特徴と、それを生かした学生輩出		・情報工学科：Python科目の受講を前提にしたほうが良い。
・デジタルエンタテインメント学科：他科目とさらに連動できると良い。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。よって現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
本学の特徴と、それを生かした学生輩出		・概論科目は総花的であり、深堀が少ない。
・VUCAの概念を入れてはどうか。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。よって現時点では教育課程への反映はない。		

		8		東京保健医療専門職大学		年２回程度		（審議事項）
理学療法学科の教員4名に担当授業科目を追加するため、文部科学省へAC教員審査を申請することを説明し、承認された。作業療法学科の展開科目「美容ケアによるQOLの維持向上」担当講師の都合により講師を変更することを説明し、了承された。

（報告事項）
本学では、開学よりクラスに担任と副担任と配置し、学生個人に学修アドバイザーを配置している。担任と副担任はクラス運営を通して学校行事、授業、健康管理等の学生生活全般の支援を行う。学修アドバイザーは、履修計画や学習内容に関する支援を実施する。なお、月に１回、担任・副担任・学修アドバイザー会議を実施し、教員間で連携し指導していることを報告した。		意見①東京都作業療法士会では、eスポーツに積極的に取り組んでいるが、状況や可能性を伺った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意見②最適なデバイスを使用することで、重症者が社会参加している。特にeスポーツは障がいが重くても自己実現の機会になるので、作業療法として協力していきたい。作業療法学科の教育で取り入れていただけたら、東京都作業療法会が協力できるのではないか。
意見③民間企業の協力を得たスイッチデバイスの工夫や、ソフトを活用した画面タッチの簡便なゲームで、障がいのある方が楽しんでいる。多様な障がい者がサッカーの醍醐味を味わえる。		構成員の皆様の意見を踏まえ、新カリキュラムにeスポーツ科目を追加することを検討する。		（審議事項）
新型コロナウィルスの対応として、令和3年度は対面授業と遠隔授業を併用して実施したが、令和4年度は授業の効果的実施と学習機会の確保を両立するにあたり、基本的な感染防止策の他、不織布マスクの着用と黙食、学外活動の注意換気を行い、本年度は全面的な対面授業を実施し、了承された。

（報告事項）
地域貢献活動①江東区認知症カフェ、②江東区アダプトプログラム、③江東区体力測定会、④江東区インターンシップ、⑤夏休み子ども科学教室、⑥出前授業、の報告を行った。		意見①日本全体で理学療法士と作業療法士の受験生が減少している。出前講義は素晴らしい取り組みであるが、どのような希望があるか参考にしたい。
意見②令和5年度はボランティア活動の広がりとして、学生が授業で地域との繋がりを持ってはどうか。		意見①「リハビリテーション概論」では、認知症サポーター養成講座を実施している。「障害者スポーツ」では、東京都障害者スポーツ協会のイベントに参加しレポート提出している。今後も授業とボランティア活動を繋げ、活動範囲が広がるよう継続して検討する。
意見②江東区校長会で出前講義のリーフレットを配布した。その結果、高校ではリハビリテーション、小学校は総合学習の時間でスポーツ、PTAは健康寿命の延伸等の希望があり、出前講義を行った。将来的には地元の理学療法士会、作業療法士会との連携を検討する。

		9		東京情報デザイン専門職大学		年２回程度		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし

		10		グローバルBiz専門職大学		年２回程度		（審議事項）
・文部科学省からのご指導を受けて追加した科目『情報セキュリティ技術』について
・担当教員の拡充について

（報告事項）
・文部科学省のAC審査も経て、新科目『情報セキュリティ技術』を武藤教授が担当すること、また『臨地実務実習Ⅰ』に津村講師、『IT概論』及び『メディア戦略Ⅰ』に風間講師が追加されたことを報告		・新設科目が実践に則した内容か再検証
・追認された教員と既認可教員との授業が、効果的に行われているか検証		・新設科目について、武藤教授との再協議
・学長は担当教員との協議を実施、より効果の高い授業を模索		（審議事項）
・開学後の授業展開について
・臨地実務実習の進展状況について

（報告事項）
・開学より授業は滞りなく実施されている
・インターンシップ前のマッチング面接、受入企業との打合せを既に実施。●月インターンシップ実施予定
		・来年度の授業展開の準備
・インターンシップを通し、社会人・企業人として求められる基本的能力や姿勢が得られる実習内容となっているかの再検証
・臨地実務実習先の拡充		・来年度に向けて、各教員との打ち合わせを実施
・インターンシップでの学びをより深めるため、学生への指導を重層的・多角的に実施
・既にインターンシップ先は、申請時に比べ●社拡充

		11		ビューティ＆ウェルネス専門職大学		年１回程度		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし

		12		開志専門職大学		年２回程度		（審議事項）
なし

（報告事項）
【2022年12月開催】【2023年3月開催】
●完成年度以降のカリキュラム改定進捗状況報告と質疑応答		【2022年12月開催】
①科目名を、企業内起業ができる勉強をしていることが分かるようなもの（例：企業内ベンチャー・イントレプレナーなど）にすると、社内ベンチャーを興せる人材であると企業に対する大学のアピールにもなると思う。
②実習を集中型に変更することは効果が期待できる改善策だと感じる。
③イントレプレナーを学ぶ場が多いと思われるが、アントレプレナーへの意識づけや学ぶ科目はどのようにしていくのか。
【2023年3月開催】
①学年ごとのディプロマポリシーを設定することはより具体的に最終的な達成目標を確認することができ、良い設定だと思う。また、学生自身が進捗状況・到達目標を確認できるシステムを導入するのはどうか。
		【2022年12月開催】
①コース名・科目名については今後、柔軟に対応をしていく。
②実習は３科目になるように編成を進めている。実習前の１・２学期に基礎を学ぶ事前学習（ビジネスマナーなど）を行い、３・４学期に臨地実務実習を行うように変更を予定している。
③アントレプレナーを意識して学ぶのは学内実習、意識づけは事前指導やフォローの中で行っていく。
【2023年3月開催】
①学生自身が進捗確認ができるシステムについては様々なところから提案を頂いている状況もあるが、準備が必要になることでもあるため、今後慎重に検討をしていきたい。		（審議事項）
なし

（報告事項）
【2022年12月開催】
●2021年度　教育課程に関する報告と質疑応答
●2022年度　第１・２学期　教育課程に関する報告と質疑応答
【2023年3月開催】
●2022年度　教育課程に関する報告と質疑応答		【2022年12月開催】
①今後、実習を受け入れる企業にむけて、大学から意識づけをする講演などの場を
設けることはどうか。
②実習において、主体性がある学生とそうでない学生によって差が出るので、
大学からあらかじめテーマを提示してもらってそれに沿って実習を進めることはどうか。
【2023年3月開催】
①トップランナー研究での質疑応答の実施方法・タイミングを変更した方が学生が
主体性を持って取り組むことができるのではないか。
②トップランナー研究は１年次開講ではなく、３年次開講にした方がいいのではないか。
③実習は専門職大学において非常に重要なポイントとなるため、それを円滑に
効果的に運用していくためには受け入れ企業にとって有意義であるものにし、
具体的にそれを示していくことが重要になると考える。
④ビジネスプランコンテストに非常に期待をしており、内容をさらに充実させて
いくことで大学の発展に向けての一つの方法であると考える。		【2022年12月開催】
①受け入れ企業にむけて、実習のビジョンや受け入れメリットなどを伝える機会を設けることを検討していく。
②実習自体のコーディネート機能が必要だとも感じているため、どのようにしていくか今後検討をしていく。
【2023年3月開催】
①トップランナー研究内のプログラムについては今後、担当教員と検討をしていく予定。
②2024年度以降のカリキュラムではトップランナー研究は３年次開講科目とすることとなった。
③受け入れ企業との連携・調整は今後の課題として取組んでいく。
④ビジネスプランコンテストの重要性もとても感じており、そこへむけてのバックヤードでの教育にも
さらにを入れて取り組んでいく。

		13		かなざわ食マネジメント専門職大学		年２回程度		（審議事項）
・リカレント教育の拡充について

（報告事項）
該当なし ガイトウ		・科目履修制度について、既存科目を履修するのか　新たに企業向けに科目が開設されるのかについて質問があった。
・デザイン科目があるが、パッケージデザインは学べるかとの質問があった
・ビジネスの世界でグローバルな環境変化や、その対応などを踏まえた海外戦略等も視座にいれた教育が重要ではないかという問題提起があった
・広告マーケティングの世界でSNSの急速な広がりとユーザーの変化が激しい組織内では対人関係に悩む従業員も増えてきた。新しいコミュニケーションスキル。新しい時代のマネジメント論を教授してほしいとの意見が出た		完成年度後のカリキュラムの刷新、改善などを通じて、委員から意見や要望を具体的に実現する
教育課程編成を計画準備していきたい。
臨地実務実習については実習に臨む学生の社会人としてのリテラシーの向上について、事前の
オリエンテーションや担当教員による個別指導を強化していきたい		（審議事項）
・臨地実務実習マニュアルの改訂について
・臨地実務実習の内容改善事項について
・マニュアル及びガイドライン、評価制度の見直し等について

（報告事項）
・2022年8月に実施した「臨地実務実習Ⅰ」における実施報告		・担当教員の明確化及び実習先指導者との密なコミュニケーションを図る体制作りについて
・臨地実務実習の事前学習の内容として、社会人基礎力及びマナーやビジネススキルの指導の強化要請
・臨地実務実習後の体験報告会等を通して企業側への情報共有の場づくりの提案があった		臨地実務実習科目においては、教育効果向上のため企業側と教学が共同して指導できるよう、
担当教員を固定化し、事前学習から事後学習までを一貫して指導し、評価できるような体制に
変更した。

		14		名古屋国際工科専門職大学		年１回程度		（審議事項）
「臨地実務実習Ⅰ」の今後の実施予定について審議した。

（報告事項）
引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを報告した。		「臨地実務実習Ⅰ」を通して、新しいデジタル技術やそれらを研究する領域、それらを活用してビジネスをプロデュースする領域の人材の育成やチームビルディングを進める力を伸ばすような教育に力点を置いて、専門学校との違いを出していってほしいとの意見が出された。		引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを確認した。よって、現時点での教育課程への反映はない。		（審議事項）
各種実習（コース別実習、地域共創デザイン実習）の実施状況、今後の実施予定について審議した。

（報告事項）
「地域共創デザイン実習」及び各コースで実施している実習の進捗状況について報告した。		今はデジタルを通して人と交流して、いかに大きな人数を集めることができるか、その先のマネタイズをどうするのか、ということまで考えることができる人材が求められているため、そういった時代の一歩先をいくことを考える力を養う授業を用意してもらいたいとの意見が出された。
		引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを確認した。よって、現時点での教育課程への反映はない。

		15		びわこリハビリテーション専門職大学		年２回程度		（審議事項）
将来構想について
　　　・新キャンパスの開設について（八日市キャンパスについて）
　　　・言語聴覚療法学科の設置について
　　　・大学院構想について

（報告事項）
2022年度　前期　教育活動実施状況　報告		・言語聴覚療法学科の設置に関しては、県で初の設置となり期待している。しかし主な入学対象者となる高校生が十分言語聴覚士という仕事のイメージができていない。そのため高校生にも理解してもらえるような広報活動を実施してほしい。
・大学院に関しては、公衆衛生や多職種連携を高度に学んでいただき、地域包括ケアシステムの進化を担える人材の育成を期待している。		・言語聴覚療法学科については、高校訪問だけでなく、高校教員を対象とした説明会も実施する予定である。
・大学院については、現在構想中であるが、リハビリテーションだけでなく、公衆衛生、多職種連携も含めた地域包括ケアシステムの進化に貢献できる人材を養成する研究科を検討している。		（審議事項）
2024年度　新規カリキュラムについて(理学療法学科、作業療法学科の教育課程改正）

（報告事項）
2022年度　教育活動実施状況　報告		・理学療法学科、作業療法学科の教育課程の改正について、以下の点を考慮して編成をして欲しい。
入試科目に生物がなく、また、生物を学ばずに入学してくる学生もいると聞く。入学後に身体に関する基礎知識を学ぶ科目についてはどのようにしているのか。
・地域を見据えた学習についてはどのように対応する予定なのか。		・生物学などの基礎的な科目については、生命科学など新たな科目を開設し対応する。また、チューター制により基礎医学系の科目で綱ずく学生へのフォローを強化していく。
・現行のカリキュラムでも正規科目の中で、学外に出て実際に地域住民を対象とした体力測定などを実施する科目を配置している。新カリキュラムにおいても同様に学内や病院等での臨床実習だけでない実習についても取り入れていく予定である。

		16		大阪国際工科専門職大学		年１回程度		（審議事項）
・教育課程の見直しについて

（報告事項）
本学の特徴である実習科目を中心とした教育課程全般について		・学生時代の早い時期に『共創』という概念を学ぶのは非常に良い。		各学科・各科目での学生指導の中で活用していく。現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
・教育課程の見直しについて

（報告事項）
本学の特徴である実習科目を中心とした教育課程全般について		・学生にとって企業の現場社員とできる限り多くのコミュニケーションをとれる環境であれば、成長速度が跳ね上がり非常に有益な結果となるのではないか。
・臨地実務実習において、参加学生同士がもっと事前に交流できていると更に良い。		各学科・各科目での学生指導の中で活用していく。現時点では教育課程への反映はない。

		17		和歌山リハビリテーション専門職大学		年１回程度		（審議事項）
議長の選出、構成員の紹介、学生数の報告及び状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明、意見交換

（報告事項）
なし		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		（審議事項）
議長の選出、構成員の紹介、学生数の報告及び状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明、意見交換

（報告事項）
なし		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。

		18		岡山医療専門職大学		年２回程度		（審議事項）
・医療業界との連携に関する職業の観点から教育課程に対する提案内容
・実習施設との連携に関する協力の観点から教育課程に対する提案内容
・実習施設との連携に関する協力の観点から講義開講時期及び登録単位数の上限、進級要件の変更に対する提案内容

（報告事項）
・理論と実践を架橋するように開講時期を変更する。
・応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を現場のニーズに沿って変更する。
・理学療法セミナーⅡ・作業療法セミナーⅡを選択科目から必修科目に変更すると共に、卒業単位数の変更を行う。		現在、講義より先に実習を行っている科目があり、理論と実践を架橋するために開講時期を変更することで教育効果が高まると考えられる。理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡを必修化し、卒業試験を行うことで国家試験に向けた学習の促しがスムーズになると考えられる。応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を現場のニーズに沿って変更することが望ましい。依って、教育課程の見直し（開講時期の変更）、授業科目の内容の変更を検討していただきたい。		協議会で検討した結果、応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を見直した。
令和6年度入学生より理論と実践を架橋するための学修が困難な科目があるため、教育課程を見直し、教育効果を上げるために配当時期を変更した。
理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡを選択科目から必修科目に変更し、卒業試験を導入すべく、選択・必修の別、卒業単位数の変更について、変更承認申請中となっている。		（審議事項）
・医療業界や地域との連携に関する職業ならびに地域の観点から臨地実務実習見学実習の形態および実習時間、実習の適正化に対する提案内容
・卒業試験の導入

（報告事項）
・臨地実務実習（見学実習）の形態は、代替講義だけで無く、現場での体験が必要である。
・国家試験の意識付けとなり、国家試験に向けた学習の促しがスムーズになるため、卒業試験を導入する。		臨地実務実習（見学実習）の形態は、代替講義だけで無く、現場での体験が必要という意見があり、現場実習を含めた実施を検討していただきたい。国家試験の意識付けとなるため、卒業試験の導入を検討していただきたい。		・臨地実務実習（見学実習）については、令和5年度は現場での体験実習を計画している。
・理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡで卒業試験を導入した。


		19		高知リハビリテーション専門職大学		年２回程度		（審議事項）
令和７年度カリキュラム改定（案）の審議を実施した。
各委員には書面にて後日意見を提出してもらうことになった

（報告事項）
各委員からの意見をとりまとめたものを報告した。		各委員からの意見の中で、意見が多かったものを以下のとおり報告した。
全体の単位数を減らすこと。
言語聴覚士の指定規則の改正がされた後原案の見直しを行う。		全体の単位数を減らすことは盛り込むことで再度原案の見直しを行うこと。
言語聴覚士の指定規則の改正を反映したカリキュラムにする。		（審議事項）
　現行のカリキュラムの問題点について

（報告事項）		学事日程が過密である。
科目数が多く学生への負担が大きい		上記の点を踏まえて次回のカリキュラムに反映させる。

		20		名古屋産業大学		年１回程度		（審議事項）
地域及び産業界との連携に関する近隣の中小企業等の視点から教育課程に対する提案内容


（報告事項）
教育課程の進捗状況		教育プログラムに関しては、協議会の委員からは評価を受け、今後の臨地実務実習で、実際に連携できる
状態を期待している声が多くあった。2023年度に長期臨地実務実習が開始することから、開始後に再び審議を行い教育課程の見直しが必要であれば反映する。		今年度の審議内容での大学での教育課程への変更内容はなし		（審議事項）
地域及び産業界との連携に関する近隣の中小企業等の視点から教育課程に対する提案内容


（報告事項）
教育課程の進捗状況		特になし		今年度の審議内容での大学での教育課程への変更内容はなし

		21		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部		年２回程度		（審議事項）
・カリキュラム検証ワーキングチームで検討したカリキュラムの変更案に対する審議
前回協議会で報告したカリキュラム変更案を一部修正した内容で、意見を求めた。
①短大は２年間という時間的制約があり、学生の意向に配慮したカリキュラム改善する姿勢は、非常に良い。②実践力を重視したカリキュラムへ変更されている点が良い。特に実践マーケティングが加えられたことは評価できる。③人気ある講義について、授業回数を増やすことは良いが、カリキュラムの偏りに注意が必要。④短大が併設大学のように講義が多くなることは問題である。

・本学のビジョンと戦略に対する審議
教育、研究、学生支援、社会貢献・地域連携・国際化、大学運営　の柱を立てることとし、本協議会ではこのうち教育ビジョンの骨子案を報告し、意見を求めた。
①教育ビジョンについては、併設する４大との違いを明確に示すべきである。②短大は、現場目線で学生を育てないと、静岡県の農家たちから信頼が低下する。

（報告事項）
・カリキュラム検証ワーキングチームで検討したカリキュラムの変更案の報告
　授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項での課題抽出を踏まえ、学修者本位のカリキュラムにしていく必要があることから、カリキュラム検討委員会において検討してきた下記のカリキュラム改善策を報告した。
①「効率的に単位を取得するため」及び「受講可能科目を増やすため」に通年科目を前・後期に分割。②卒業後即戦力となる実践的な内容が学べる授業を自由科目として新規に開講。③受講希望者の多い選択科目の授業回数を２回開講。④農業の基礎知識がない新入生に対する導入科目の内容改善。⑤基礎知識が少ない時期（1年夏期）の学生に対する授業内容の改善。⑥授業間の内容の重なりへの対応として、教員同士の授業内容の共有化。⑦卒業間近に実施している必修科目の開講時期の前進化。		・カリキュラムの改善について、上記の意見を踏まえ、原案どおり変更してもらいたい。
・ビジョンと戦略については、併設大学との教育ビジョンを明確に示してもらいたい。		・連携協議会の委員の提言を踏まえ、教務委員会、教授会において、より良い学びになるよう、令和５年度からカリキュラムの一部を変更して運営していくこととした。
・教育ビジョンについては、大学との違いを明確にして具体的に策定することとした。		（審議事項）
・授業評価アンケート及び学生アンケートによる課題の抽出と検討状況について
下記報告事項において、学生視点からの様々な課題があった。②抽出された課題について委員からの意見を求めた。
①短大はカリキュラム期間が限られているが、学びの順番等の課題を改善されたい。②授業の内容について講師間の連携をしっかりとってもらいたい。③農業系高校出身者でなくても農林業の学びに速やかについてこれるような配慮された授業が必要。④FD・SD委員会による、これらの学生評価への取り組み対応が、非常に丁寧にやられている。

（報告事項）
・授業終了時の全教科毎の学生によるアンケート評価について(授業評価)
・授業及び学生生活に関する年度末の学生の意識調査について(大学評価)
①各教科において「満足度を高めた」、「身につけた実感を高めた」という評価が多くの授業科目で見受けられた。②1期生よりも2期生において満足度や身につけた実感が高まっている科目が多くなった。③「授業の内容や方法について、総合的にみてこの授業に満足しましたか」という問いでは、「非常にこの授業に満足している」との回答をしている学生が多かった。④「学生アンケート」の結果では、満足度や学修成果に関する評価は1期生よりも2期生の方が高まっていた。⑤上記のとおり、教員の授業改善によって、成果が着実に出ていることを報告した。		・短大は２年間という限られた中で、カリキュラムを構成する必要があるので、十分吟味すること。
・授業の内容について講師間の連携をしっかりとること。
・学生の学びの順番を再考すること。		・何を学ばせて何を身に付けさせたかという教学マネジメントの観点から、学修者本位のカリキュラムにしていく必要がある。
・連携協議会の委員の提言を踏まえ、教務委員会、教授会において、より良い学びになるよう、カリキュラムを再考した。

		22		ヤマザキ動物看護専門職短期大学		年２回程度		（審議事項）
令和5年度カリキュラムについて

（報告事項）
新旧カリキュラムとの比較で専門職短大の国試対策の充実を図る変更等の状況が説明された。
		委員から、国家試験の今回の合格率、難易度等の質問があった。
委員から、国家試験に対するカリキュラムは理解したが、心の教育についての取り組みについて質問があった。		17日の発表で確認できることの説明があった。
１年次から精神面フォローを養成する取り組みをカリキュラムに入れている旨の説明があった。		（審議事項）
令和4年度臨地実務実習の実施状況について
（報告事項）
臨地実習１～6の全体の説明後、出席する担当教員から個別の実習の概要の説明を行い、担当教員からは、追加の臨地実務実習資料に基づき、コロナウィルスに留意しながら、クラスターの予防措置を取り実習にあたっていること、また、事前授業でのマナー、礼節についても教育し、事後授業では実習体験から振り返りの時間を持ち、次のステップに進めるための自覚を持てるように取り組んでいる旨の説明があった。		委員から、臨地実習5、6を病院と関連企業の半分半分というのは出来ないかとの意見があった。		現在実習中の臨地実習4の2年生は、動物関連企業様（ペットショップ、ホテル、同伴宿泊施設、シェルター等）への実習に取り組んで必要な業務を学んでいるとの説明があった。
　また、臨地実習5、6については、就職先を意識した実習の取組になる旨の説明もあった。
臨地実習3、4を踏まえてのステップになるため、また学生の混乱を招かないための配置となっており、インターンという選択も別途認めて、就活の一つの手段として選択の幅をもたせている旨の説明があった。

		23		せとうち観光専門職短期大学		年２回程度		（審議事項）
観光業界における資格取得の推奨について協議した。

（報告事項）
なし		観光業界の各分野において、資格は有用ではあるが必須ではない。それよりも所属している部門だけでなく、組織全体を俯瞰できる人材を養成してほしいとの意見があった。
また観光業界では人材不足が大きな問題となっている。地元エリアでの人材輩出を期待している。		委員からの意見を踏まえ、完成年度以降の教育課程改正に反映していく予定である。		（審議事項）
新型コロナ感染症に対する対応策、受け入れ施設側の負荷への対応策、コロナ禍における受け入れ施設の確保等について協議した。

（報告事項）
主に「臨地実務実習Ⅱ」および「臨地実務実習Ⅲ」について、実施状況を報告した。		コロナ禍により観光業界の現場では受け入れ体制として厳しい状況がある。例えば来客数の減少に伴うスタッフの人員整理や、施設によっては稼働していないケースもある。施設側の状況に応じ、臨地実務実習実施施設の調整の必要である旨の意見があった。		本学で受け入れの承諾を受けている臨地実務実習施設の多くが、新型コロナ感染症の影響を大きく受けている。その状況から、現場の負担をできる限り軽減するため、実習担当教員と実習施設指導者との連携を密にし、学生の希望を考慮しつつ1施設における受け入れ人数や日程等を協議調整した上で実施する。



【機密性○（取扱制限）】		




集計データ（4.臨地実務実習の単位数）

		専門職大学等の臨地実務実習の状況について（令和5年4月1日現在） センモンショクダイガク トウ リンチ ジツム ジッシュウ ジョウキョウ レイワ ネン ガツ ニチ ゲンザイ



				大学等名 ダイガク ナド メイ		学部学科 ガクブ ガッカ		臨地実務実習 リンチ ジツムジッシュウ

								単位数		時間数（時間） ジカン スウ ジカン

		1		静岡県立農林環境専門職大学				20		900

		2		芸術文化観光専門職大学				20		800

		3		電動モビリティシステム専門職大学				20		663

		4		アール医療専門職大学				20		900

		5		国際ファッション専門職大学				20		600

		6		情報経営イノベーション専門職大学				24		720

		7		東京国際工科専門職大学				20		600

		8		東京保健医療専門職大学		リハビリテーション学部 理学療法学科		20		900

						リハビリテーション学部 作業療法学科		27		1215

		9		東京情報デザイン専門職大学				22		660

		10		グローバルBiz専門職大学				20		600

		11		ビューティ＆ウェルネス専門職大学				20		600

		12		開志専門職大学		事業創造学部 事業創造学科 ブ ジギョウ ソウゾウ ガッカ		22		660

						情報学部　情報学科 ジョウホウ ガクブ ジョウホウ ガッカ		20		600

						アニメ・マンガ学部　アニメ・マンガ学科 ガクブ ガッカ		20		600

		13		かなざわ食マネジメント専門職大学				20		600

		14		名古屋国際工科専門職大学				20		600

		15		びわこリハビリテーション専門職大学		リハビリテーション学部 理学療法学科		20		900

						リハビリテーション学部 作業療法学科		22		990

		16		大阪国際工科専門職大学				20		600

		17		和歌山リハビリテーション専門職大学				23		1035

		18		岡山医療専門職大学				20		900

		19		高知リハビリテーション専門職大学		リハビリテーション学部 リハビリテーション学科【理学療法学専攻】 ガッカ リガクリョウホウ ガク センコウ		23		1035

						リハビリテーション学部 リハビリテーション学科【作業療法学専攻】 サギョウリョウホウ ガク センコウ		24		1080

						リハビリテーション学部 リハビリテーション学科【言語聴覚学専攻】		20		900

		20		名古屋産業大学				20		600

		21		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部				10		450

		22		ヤマザキ動物看護専門職短期大学				15		450

		23		せとうち観光専門職短期大学				20		600











【機密性○（取扱制限）】		




集計データ（6.進路状況）

		令和４年度卒業生の進路状況について レイワ ネンド ソツギョウセイ シンロ ジョウキョウ

												※（）内の数字は、各学科等の卒業者に占める割合 ナイ スウジ カク ガッカ ナド ソツギョウシャ シ ワリアイ



				■ 国際ファッション専門職大学（開設年度：平成31年度） コクサイ センモン ショク ダイガク

				学部名 ガクブ メイ				国際ファッション学部 コクサイ ガクブ																		卒業者の主な就職先 ソツギョウシャ オモ シュウショク サキ

				学科名 ガッカメイ				ファッションクリエイション学科 ガッカ				ファッションビジネス学科 ガッカ				大阪ファッションクリエイション・ビジネス学科				名古屋ファッションクリエイション・ビジネス学科 ナゴヤ						伊藤忠ロジスティックス株式会社、株式会社オンワードデジタルラボ、イオンリテール株式会社、スタイレム瀧定大阪株式会社、株式会社CFCL、株式会社ジムキャッスルゆきざき、ウィッツ株式会社、日本ＩＣＳ株式会社、株式会社関西コレクション、株式会社アクタス、株式会社ＴＳＩ、株式会社ジュン、株式会社アダストリア、株式会社コム・デ・ギャルソン、株式会社からくさ、瀧定名古屋株式会社、クロスプラス株式会社、株式会社コム・デ・ギャルソン、株式会社ファイブフォックス、ＭＡＲＫ　ＳＴＹＬＥＲ　株式会社、株式会社水甚、美濃屋株式会社。

				入学定員 ニュウガク テイイン				80名				38名				38名				38名

				入学者数 ニュウガクシャ スウ				81名				42名				43名				38名

				卒業者数 ソツギョウシャ スウ				53名				33名				34名				35名

				就職者数 シュウショクシャ スウ				40名		(75%)		25名		(76%)		30名		(88%)		33名		(94%)

						うちアパレル関係 カンケイ		19名		(36%)		8名		(24%)		23名		(68%)		20名		(57%)

						うちＩＴ関係 カンケイ		6名		(11%)		6名		(18%)		1名		(3%)		1名		(3%)

						うちインテリア関係 カンケイ		－		－		－		－		1名		(3%)		－		－

						うちイベント関係 カンケイ		3名		(6%)		1名		(3%)		5名		(15%)		3名		(9%)

						うちサービス関係 カンケイ		10名		(19%)		6名		(18%)		－		－		6名		(17%)

						うち飲食関係 インショク カンケイ		－		－		－		－		－		－		1名		(3%)

						うち起業者 キギョウシャ		2名		(4%)		4名		(12%)		－		－		2名		(6%)

				進学者数 シンガクシャ スウ				2名		(4%)		3名		(9%)		－		－		－		－

						自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		－		－		－		－		－		－		－		－

						上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		1名		(2%)		－		－		－		－		－		－		※武蔵野美術大学大学院 ムサシノ ビジュツ ダイガク ダイガクイン

						上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		1名		(2%)		3名		(9%)		－		－		－		－		※セントラルセントマーチンズ（ロンドン芸術大学の中のカレッジの一つで、著名なデザイナーを輩出している大学）

				上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				11名		(21%)		5名		(15%)		4名		(12%)		2名		(6%)

						就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		1名		(2%)		2名		(6%)		－		－		－		－

						進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		－		－		－		－		1名		(3%)		1名		(3%)

						その他 ホカ		10名		(19%)		3名		(9%)		3名		(9%)		1名		(3%)



				■ 高知リハビリテーション専門職大学（開設年度：平成31年度） コウチ センモン ショク ダイガク

				学部名 ガクブ メイ				リハビリテーション学部 ガクブ																		卒業者の主な就職先 ソツギョウシャ オモ シュウショク サキ

				学科名 ガッカメイ				リハビリテーション学科 ガッカ				【理学療法学専攻】 リガクリョウホウガクセンコウ				【作業療法学専攻】 サギョウリョウホウガクセンコウ				【言語聴覚学専攻】 ゲンゴチョウカクガク センコウ						聖マリアンナ医科大学病院　　初台リハビリテーション病院　高知医療センター　広島大学病院　日本赤十字社松山赤十字病院

				入学定員 ニュウガク テイイン				150名				70名				40名				40名

				入学者数 ニュウガクシャ スウ				132名				67名				34名				31名

				卒業者数 ソツギョウシャ スウ				90名				43名				25名				22名

				就職者数 シュウショクシャ スウ				85名		(94%)		42名		(98%)		23名		(92%)		20名		(91%)

						うち医療関係 イリョウ カンケイ		84名		(93%)		41名		(95%)		23名		(92%)		20名		(91%)

						うち電力関係 デンリョク カンケイ		1名		(1%)		1名		(2%)		－		－		－		－

				進学者数 シンガクシャ スウ				－		－		－		－		－		－		－		－

						自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		－		－		－		－		－		－		－		－

						上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		－		－		－		－		－		－		－		－

						上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		－		－		－		－		－		－		－		－

				上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				5名		(6%)		1名		(2%)		2名		(8%)		2名		(9%)

						就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		1名		(1%)		1名		(2%)		－		－		－		－

						進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		4名		(4%)		－		－		2名		(8%)		2名		(9%)

						その他 ホカ		－		－		－		－		－		－		－		－



				■ 静岡県立農林環境専門職大学短期大学部（開設年度：令和２年度　修業年限：２年制） シズオカ ケンリツ ノウリン カンキョウ センモン ショク ダイガク タンキダイ ガクブ カイセツ ネンド レイワ ネンド シュウギョウネンゲン ネン セイ

				学科名 ガッカメイ				生産科学科 セイサン カガクカ																		卒業者の主な就職先 ソツギョウシャ オモ シュウショク サキ

				入学定員 ニュウガク テイイン				100名																		サンファーム中山(株)、足立柿園、ジュンサンベリーファーム、富士丸西牧場、（株）はんぺん農園、武甲農場合同会社、満咲牧場(株)、(有)アイエーエフ石塚、森静畜産、(株)日下農園、(有)佐野ファーム、(有)山蔵農園、木本牧場、TEN Green Factory(株)、はままつフルーツパーク時之栖、(株)カクトロコ、増井農園、マルワ農園、お陽様農園、西ケ谷蜜柑農園、石川ライスセンター、㈱フジイチ、㈱兵庫親林開発、ＪＡ静岡市、ＪＡ遠州中央、ＪＡ大井川、ＪＡ清水、ＪＡふじ伊豆、ＪＡ上伊那、静岡県農業共済組合、浜松市花みどり振興財団フラワーパーク、掛川森林組合、清水森林組合、春野森林組合、豊根森林組合、東京多摩青果(株)、静岡ＶＦ(株)、豊田肥料(株)、(株)東京シティ青果、浜松青果(株)、(株)コメリ、(株)ミヨシグループ、(株)岩倉種苗店、(株）関東甲信クボタ、(株)渥美フーズ、平林物産(株)、サカタのタネ(株)、(株)タカラ・エム・シー、(株)ビック富士、(株)寺田製作所、(株)静鉄ストア、(株)シーアイシー、トヨタネ(株)、農林技術研究所技能労務員、諏訪ガス(株)、(株)アスティー

				入学者数 ニュウガクシャ スウ				92名

				卒業者数 ソツギョウシャ スウ				86名

				就職者数 シュウショクシャ スウ				73名		(85%)

						うち農林業自営 ノウリンギョウ ジエイ		10名		(12%)

						うち農林業法人 ノウリン ギョウ ホウジン		24名		(28%)

						うち農林業関係団体 ダンタイ		12名		(14%)

						うち農林業関係企業 ノウリン ギョウ カンケイ キギョウ		23名		(27%)

						うち公務員 コウムイン		2名		(2%)

						うちその他一般企業 ホカ イッパン キギョウ		2名		(2%)

				進学者数 シンガクシャ スウ				2名		－

						自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		－		－

						上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		2名		(2%)		※要確認 ヨウカクニン

						上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		－		－

				上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				11名		(13%)

						就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		7名		(8%)

						進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		－		－

						その他 ホカ		4名		(5%)		※海外農業研修4名（国際農友会主催の研修。アメリカ2名、オーストラリア2名）



				■ ヤマザキ動物看護専門職短期大学（開設年度：平成31年度　修業年限：３年制） ドウブツ カンゴ センモン ショク タンキ ダイガク ヘイセイ ネンド

				学科名 ガッカメイ				動物トータルケア学科 ドウブツ ガッカ																		卒業者の主な就職先 ソツギョウシャ オモ シュウショク サキ

				入学定員 ニュウガク テイイン				80名																		イオンペット株式会社、株式会社コジマ、東京建物リゾート株式会社、ZOO JAPAN CO;LTD.、株式会社フロムパピー、株式会社クリエイティブヨーコ、株式会社エモーショナル・イノベーション、日本動物医療センターグループWellness Salon cocoe、Anier、プリモ動物病院グループ、久米川みどり動物病院、ふく動物病院、宮動物病院、安田獣医科医院、岡部獣医科病院、石田ようこ犬と猫の歯科クリニックなど

				入学者数 ニュウガクシャ スウ				95名

				卒業者数 ソツギョウシャ スウ				84名

				就職者数 シュウショクシャ スウ				72名		(86%)

						うち動物病院関係 ドウブツ ビョウイン カンケイ		54名		(64%)

						うち動物関連企業関係 ドウブツ カンレン キギョウ カンケイ		15名		(18%)

						うち一般企業関係 イッパン キギョウ カンケイ		3名		(4%)

				進学者数 シンガクシャ スウ				3名		(4%)

						自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		3名		(4%)		※専攻科へ進学 センコウ カ シンガク

						上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		－		－

						上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		－		－

				上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				9名		(11%)

						就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		1名		(1%)

						進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		－		－

						その他 ホカ		8名		(10%)







円グラフデータ

		大学 ダイガク

		国際ファッション専門職大学（家政） コクサイ センモンショク ダイガク カセイ

																国際ファッション コクサイ

		進学者 シンガクシャ		5												就職者数 シュウショクシャ スウ				40名		ERROR:#DIV/0!		25名		ERROR:#DIV/0!		30名		ERROR:#DIV/0!		33名		(330%)

		求職者（専門的・技術的職業） キュウショクシャ センモンテキ ギジュツ テキ ショクギョウ		85														うちアパレル関係 カンケイ		19名		ERROR:#DIV/0!		8名		ERROR:#DIV/0!		23名		ERROR:#DIV/0!		20名		(200%)

		求職者（その他） キュウショクシャ ホカ		43														うちＩＴ関係 カンケイ		6名		ERROR:#DIV/0!		6名		ERROR:#DIV/0!		1名		ERROR:#DIV/0!		1名		(10%)

		その他 ホカ		22														うちインテリア関係 カンケイ		－		－		－		－		1名		ERROR:#DIV/0!		－		－

		死亡・不詳 シボウ フショウ		0														うちイベント関係 カンケイ		3名		ERROR:#DIV/0!		1名		ERROR:#DIV/0!		5名		ERROR:#DIV/0!		3名		(30%)

																		うちサービス関係 カンケイ		10名		ERROR:#DIV/0!		6名		ERROR:#DIV/0!		－		－		6名		(60%)

																		うち飲食関係 インショク カンケイ		－		－		－		－		－		－		1名		(10%)

		高知リハ（保健） コウチ ホケン																うち起業者 キギョウシャ		2名		ERROR:#DIV/0!		4名		ERROR:#DIV/0!		－		－		2名		(20%)

																進学者数 シンガクシャ スウ				2名		ERROR:#DIV/0!		3名		ERROR:#DIV/0!		－		－		－		－

		進学者 シンガクシャ		0														自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		－		－		－		－		－		－		－		－

		求職者（専門的・技術的職業） キュウショクシャ センモンテキ ギジュツ テキ ショクギョウ		84														上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		1名		ERROR:#DIV/0!		－		－		－		－		－		－

		求職者（その他） キュウショクシャ ホカ		1														上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		1名		ERROR:#DIV/0!		3名		ERROR:#DIV/0!		－		－		－		－

		その他 ホカ		5												上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				11名		ERROR:#DIV/0!		5名		ERROR:#DIV/0!		4名		ERROR:#DIV/0!		2名		(20%)

		死亡・不詳 シボウ フショウ		0														就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		1名		ERROR:#DIV/0!		2名		ERROR:#DIV/0!		－		－		－		－

																		進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		－		－		－		－		1名		ERROR:#DIV/0!		1名		(10%)

																		その他 ホカ		10名		ERROR:#DIV/0!		3名		ERROR:#DIV/0!		3名		ERROR:#DIV/0!		1名		(10%)

		短期大学 タンキ ダイガク														高知リハ コウチ

		静岡県立農林環境専門職大学(農業） シズオカ ケンリツ ノウリン カンキョウセンモンショク ダイガク ノウギョウ														就職者数 シュウショクシャ スウ				ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		42名		ERROR:#DIV/0!		23名		ERROR:#DIV/0!		20名		ERROR:#DIV/0!

																		うち医療関係 イリョウ カンケイ		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		41名		ERROR:#DIV/0!		23名		ERROR:#DIV/0!		20名		ERROR:#DIV/0!

		進学者 シンガクシャ		2														うち電力関係 デンリョク カンケイ		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		1名		ERROR:#DIV/0!		－		－		－		－

		求職者（専門的・技術的職業） キュウショクシャ センモンテキ ギジュツ テキ ショクギョウ		59												進学者数 シンガクシャ スウ				－		－		－		－		－		－		－		－

		求職者（その他） キュウショクシャ ホカ		14														自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		－		－		－		－		－		－		－		－

		その他 ホカ		11														上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		－		－		－		－		－		－		－		－

		死亡・不詳 シボウ フショウ		0														上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		－		－		－		－		－		－		－		－

																上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				5名		ERROR:#DIV/0!		1名		ERROR:#DIV/0!		2名		ERROR:#DIV/0!		2名		ERROR:#DIV/0!

																		就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		1名		ERROR:#DIV/0!		1名		ERROR:#DIV/0!		－		－		－		－

		ヤマザキ動物看護専門職大学（農業） ドウブツカンゴ センモンショク ダイガク ノウギョウ																進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		4名		ERROR:#DIV/0!		－		－		2名		ERROR:#DIV/0!		2名		ERROR:#DIV/0!

																		その他 ホカ		－		－		－		－		－		－		－		－

		進学者 シンガクシャ		3

		求職者（専門的・技術的職業） キュウショクシャ センモンテキ ギジュツ テキ ショクギョウ		69												卒業者数 ソツギョウシャ スウ				86名						就職者数 シュウショクシャ スウ				72名		ERROR:#DIV/0!

		求職者（その他） キュウショクシャ ホカ		3												就職者数 シュウショクシャ スウ				73名		ERROR:#DIV/0!						うち動物病院関係 ドウブツ ビョウイン カンケイ		54名		ERROR:#DIV/0!

		その他 ホカ		9														うち農林業自営 ノウリンギョウ ジエイ		10名		ERROR:#DIV/0!						うち動物関連企業関係 ドウブツ カンレン キギョウ カンケイ		15名		ERROR:#DIV/0!

		死亡・不詳 シボウ フショウ		0														うち農林業法人 ノウリン ギョウ ホウジン		24名		ERROR:#DIV/0!						うち一般企業関係 イッパン キギョウ カンケイ		3名		ERROR:#DIV/0!

																		うち農林業関係団体 ダンタイ		12名		ERROR:#DIV/0!				進学者数 シンガクシャ スウ				3名		ERROR:#DIV/0!

																		うち農林業関係企業 ノウリン ギョウ カンケイ キギョウ		23名		ERROR:#DIV/0!						自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		3名		ERROR:#DIV/0!

		大学（全体） ダイガク ゼンタイ																うち公務員 コウムイン		2名		ERROR:#DIV/0!						上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		－		－

																		うちその他一般企業 ホカ イッパン キギョウ		2名		ERROR:#DIV/0!						上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		－		－

		進学者 シンガクシャ		5												進学者数 シンガクシャ スウ				2名		－				上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				9名		ERROR:#DIV/0!

		求職者（専門的・技術的職業） キュウショクシャ センモンテキ ギジュツ テキ ショクギョウ		169														自大学の修士課程・専攻科 ジダイガク シュウシ カテイ センコウカ		－		－						就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		1名		ERROR:#DIV/0!

		求職者（その他） キュウショクシャ ホカ		44														上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		2名		ERROR:#DIV/0!						進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		－		－

		その他 ホカ		27														上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		－		－						その他 ホカ		8名		ERROR:#DIV/0!

		死亡・不詳 シボウ フショウ		0												上記以外の者の数 ジョウキ イガイ モノ カズ				11名		ERROR:#DIV/0!

																		就職準備中の者 シュウショク ジュンビ チュウ モノ		7名		ERROR:#DIV/0!

																		進学準備中の者 シンガク ジュンビ チュウ モノ		－		－

																		その他 ホカ		4名		ERROR:#DIV/0!

		短期大学（全体） タンキ ダイガク ゼンタイ

		進学者 シンガクシャ		5

		求職者（専門的・技術的職業） キュウショクシャ センモンテキ ギジュツ テキ ショクギョウ		128

		求職者（その他） キュウショクシャ ホカ		17

		その他 ホカ		20

		死亡・不詳 シボウ フショウ		0



【機密性○（取扱制限）】		


国際ファッション専門職大学（家政）





進学者	求職者（専門的・技術的職業）	求職者（その他）	その他	死亡・不詳	5	85	43	22	0	

高知リハビリテーション専門職大学





進学者	求職者（専門的・技術的職業）	求職者（その他）	その他	死亡・不詳	0	84	1	5	0	

静岡県立農林環境専門職大学





進学者	求職者（専門的・技術的職業）	求職者（その他）	その他	死亡・不詳	2	59	14	11	0	

ヤマザキ動物看護専門職大学





進学者	求職者（専門的・技術的職業）	求職者（その他）	その他	死亡・不詳	3	69	3	9	0	



集計データ（8.大学独自の修学金・学費免除制度）

				大学独自の奨学金・学費免除制度について ダイガク ドクジ ショウガクキン ガクヒ メンジョ セイド



				大学等名 ダイガク ナド メイ		貸与奨学金 タイヨ ショウガクキン								給付型奨学金 キュウフガタ ショウガクキン								学費免除 ガクヒメンジョ

						有無 ウム		金額 キンガク		適用条件 テキヨウジョウケン		適用人数
（延べ数） テキヨウ ニンズウ ノ スウ		有無 ウム		金額 キンガク		適用条件 テキヨウジョウケン		適用人数
（延べ数） テキヨウ ニンズウ ノ スウ		有無 ウム		金額 キンガク		適用条件 テキヨウジョウケン		適用人数
（延べ数） テキヨウ ニンズウ ノ スウ

		1		静岡県立農林環境専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		全額
半額
１／３		・入学前年の家計状況。
・入学前１年以内又は入学後に本人の属する世帯の主たる家計支援者が天災その他の災害により著しい損害を受け、授業料の納付が困難な者で、かつ、知事が認めた者		1

		2		芸術文化観光専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		267,900円		ア 生活保護法（昭和25年法律第144号）第12条に規定する生活扶助を受ける者と同一世帯内にある者。
イ 経済的理由により授業料の納付が困難な者。
ウ 学資を主として負担している者が天災その他の災害により授業料の納付が困難な者。
※学業成績、就学態度が不良な者を除く		29

		3		電動モビリティシステム専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		✕		－		－		－		支援なし シエン

		4		アール医療専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		30万円～45万円		入学者の中から入学試験の成績が優秀な学生に
対して、初年度の後期分授業料に対する減免を行う。		6

		5		国際ファッション専門職大学		✕		－		－		－		○		30万円 マンエン		強い向学心を持ち、かつ経済的に学費を補う必要があると認められた学生。		1		○		134万円 マンエン		経済的事情にり学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況・卒業後の抱負などにより判断。		0

		6		情報経営イノベーション専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		✕		－		－		－		支援なし シエン

		7		東京国際工科専門職大学		✕		－		－		－		○		30万円 マンエン		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		1		○		1,704,200円 エン		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		1

		8		東京保健医療専門職大学		○		年間納付金を上限		納付金負担者が不慮の事故に伴い、家計が急変した世帯の学生を対象		0		○		授業料の50％を上限		本学における成績優秀者を対象とした特待生的制度である。本学のGPA制度等による前年度の成績が各学科・各学年でトップの学生に給付する。給付金は当該年度の授業料に振り替える。		6		✕		-		-		-

		9		東京情報デザイン専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		✕		－		－		－		支援なし シエン

		10		グローバルBiz専門職大学		✕		-		-		-		○		10～100万円		開学記念深堀特別奨学金：本学入学を強く希望する者で、経済的事由により高等教育機関への修学が困難な学生
＜新入生向け奨学金＞
・深堀学園優秀新入生奨学金：選抜試験の成績
・入学前資格奨学金：対象資格保有者
・地方新入生奨学金：関東以外の出身者
・新入留学生奨学金：選抜試験の成績
＜在学生向け奨学金＞
・深堀学園優秀者奨学金：前年度の出席率が95％以上で、対象年度の成績が極めて優秀または著しい成果を上げた学生
・資格奨学金：在学中に対象資格を取得した、学業成績、人物共に優れた学生
・経済支援奨学金：経済支援を必要とする、学業成績、人物共に優れた学生
・海外活動奨学金：対象年度に海外活動(インターンシップ)を終え、学業成績、人物共に優れた学生		1人		✕		-		-		-

		11		ビューティ＆ウェルネス専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		A特待895,000円
B特待447,500円
C特待200,000円		・入学試験特待生
入学試験において、特待生希望の申し出が
あり、優秀な成績を収めた者。		8

		12		開志専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		➀78万円～96万円/年間
②A級：25万円、
B級：7万円		➀４年間給付（減免）奨学生：入学決定者のうち
高校での評定平均値が4.0以上の者
②進級時奨学金（減免）：GPA上位者
授業料減免		➀7名
②A級：24名、B級：49名

		13		かなざわ食マネジメント専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		20万円 マンエン		本学が特別に指定する高等学校出身者		2

		14		名古屋国際工科専門職大学		✕		－		－		－		○		30万円 マンエン		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		○		160万円 マンエン		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0

		15		びわこリハビリテーション専門職大学		✕		－		－		－		○		①10万円
②90万円
③45万円 エン エン マン		①指定校推薦スカラシップ：指定校推薦入試での入学生に対して給付
②一般選抜スカラシップA：スカラシップ入試を受験し、成績上位の者
③一般選抜スカラシップB：スカラシップ入試を受験し、成績上位の者		①49名
②1名
③3名		✕		－		－		－

		16		大阪国際工科専門職大学		✕		－		－		－		○		30万円 マンエン		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		○		166万円 マンエン		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0

		17		和歌山リハビリテーション専門職大学		✕		－		－		－		○		20万円 マンエン		各年度において審査を行い、前年度の成績がGPA3.5以上、かつ、各学年において上位10％以内の基準を満たした各専攻上位1名		0		○		125,000円 エン		学校推薦型選抜指定校入学奨学金。学校推薦型選抜指定校において入学手続きをした全ての者。入学金の半額125000円を奨学金として給付		24

		18		岡山医療専門職大学		✕		-		-		-		○		本山学園特待生制度
ランクS（146万円）
ランクA（73万円）
ランクB（30万円）　

成績優秀者奨学金
ランクA（100万円）
ランクB（50万円）
ランクC（30万円）

親族割引奨学金（20万円）		本山学園特待生制度（一般選抜1次と共通で課せられる特待生チャレンジ試験において優秀な成績を修めた者）成績優秀者奨学金（前年度の成績優秀者（年間成績上位者）に対し支給）親族割引奨学金（親族が、本山学園グループに在籍、卒業または同時入学（2人目から）の者		11		✕		-		-		-

		19		高知リハビリテーション専門職大学		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		126万円 マンエン		本学指定科目の総得点が各専攻各学年1位かつ
全体のＧＰＡが3.5以上		8

		20		名古屋産業大学		✕		－		－		－		○		0		1年次から3年次のうち、自宅からの通学に合理的な経路による公共交通機関で片道2時間以上を要する者を遠隔地補助の対象とする。
なお原則として特待生（授業料等の免除者）及び私費外国人留学生には適用しない。
		0		○		7,943,750円 エン		（１） 初年度経済支援制度
（２） 学業特待生制度　（３） スポーツ特待生制度
（４） その他本学が指定する特待奨学金制度
		47		要確認 ヨウカクニン

		21		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部		✕		－		－		－		✕		－		－		－		○		全額、
半額、１／３		・入学前年の家計状況。
・入学前１年以内又は入学後に本人の属する世帯の主たる家計支援者が天災その他の災害により著しい損害を受け、授業料の納付が困難な者で、かつ、知事が認めた者		0

		22		ヤマザキ動物看護専門職短期大学		✕		－		－		－		○		60万円 エン		入学後の学業成績優秀で将来の指導者を目指す
学生に対して山﨑良寿記念奨学金年間30万円を
支給。
		2		○		145万円 マンエン		①総合型選抜試験Ａ日程・学校推薦型選抜試験Ⅰ期・一般選抜試Ⅰ期において優秀な成績で合格し入学する学生に、学費10万円を減免。
②兄弟姉妹または父母がヤマザキ学園関連校の在籍生または卒業生である者に対し、入学手続時に入学金25万円を減免。		13

		23		せとうち観光専門職短期大学		✕		－		－		－		○		10万円		2年次の臨地実務実習Ⅱ・Ⅲにおいて航空クラスを選択する学生で以下の基準を満たす者。
・1年次の通算GPAが2.5以上
・概ね出席率が良好である		1		○		90万円		・入学生保有資格特待生制度：入学までに実用英語検定試験2級以上に合格（20万円免除）
・入学生特待生制度：総合型選抜入試の合格者で「特待生トライアル試験」を受験し、試験結果が80点以上の上位成績優秀者（1位：70万円免除）		2



【機密性○（取扱制限）】		




集計データ（9.学生募集活動の実施状況)

		令和４年度学生募集活動の実施状況について レイワ ネンド



				大学等名 ダイガク ナド メイ		高校訪問 コウコウホウモン				オープンキャンパス				入試説明会（高校生向け） ニュウシ セツメイカイ コウコウセイ ム				大学説明会（高校教員向け） ダイガク セツメイカイ コウコウ キョウイン ム				入試説明会（高校教員向け） ニュウシ セツメイカイ コウコウ キョウイン ム

						回数 カイスウ		高校数 コウコウ スウ		回数 カイスウ		参加人数
（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		回数 カイスウ		参加人数
（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		回数 カイスウ		参加人数
（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		回数 カイスウ		参加人数
（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ

		1		静岡県立農林環境専門職大学		283		166		6		453		-		-		-		-		-		-

		2		芸術文化観光専門職大学		-		-		5		417		-		-		-		-		-		-

		3		電動モビリティシステム専門職大学		3		238		3		134		2		43		1		35		-		-		要確認 ヨウカクニン

		4		アール医療専門職大学		県内3回、県外2回		県内315校、県外400校		9		237		-		-		1		8		-		-		要確認 ヨウカクニン

		5		国際ファッション専門職大学		124		62		36		589		41		407		-		-		-		-

		6		情報経営イノベーション専門職大学		788		587		21		500		58		149		-		-		1		21

		7		東京国際工科専門職大学		27		27		4		392		20		516		-		-		-		-

		8		東京保健医療専門職大学		428		415		14		538		-		-		14		78		-		-

		9		東京情報デザイン専門職大学		20		20		-		-		80		426		1		13		-		-

		10		グローバルBiz専門職大学		950		500		5		25		5		25		-		-		-		-

		11		ビューティ＆ウェルネス専門職大学		1507		815		32		1028		14		317		2		27		-		-

		12		開志専門職大学		162		100		10		443		10		443		-		-		-		-

		13		かなざわ食マネジメント専門職大学		年４回		１４２校		46		40		2		9		-		-		-		-		要確認 ヨウカクニン

		14		名古屋国際工科専門職大学		20		20		20		514		8		81		左記と区別せず サキ		0		左記と区別せず サキ		0

		15		びわこリハビリテーション専門職大学		1～2回		延187		8		229		0		0		-		-		-		-		要確認 ヨウカクニン

		16		大阪国際工科専門職大学		23		23		6		407		18		302		1		10		-		-

		17		和歌山リハビリテーション専門職大学		183		68		20		149		2		31		1		10		1		10

		18		岡山医療専門職大学		108		680		15		286		-		-		1		7		1		7

		19		高知リハビリテーション専門職大学		910		189		7		316		-		-		2		29		-		-

		20		名古屋産業大学		2204		581		18		498		18		498		3		30		3		30

		21		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部		283		166		6		453		-		-		-		-		-		-

		22		ヤマザキ動物看護専門職短期大学		40		40		14		545		6		84		2		48		-		-

		23		せとうち観光専門職短期大学		181		56		9		47		2		10		1		38		-		-





【機密性○（取扱制限）】		




集計データ（全体）

				１．基本情報 キホンジョウホウ																																								２．③出身高校の学科別入学者数 シュッシン コウコウ ガッカ ベツ ニュウガクシャ スウ																														３．教育課程連携協議会 キョウイク カテイ レンケイ キョウギカイ																		４．教育課程等の状況 キョウイク カテイ ナド ジョウキョウ																				８．①大学独自の奨学金・学費免除制度 ダイガク ドクジ ショウガクキン ガクヒ メンジョ セイド																								８．②教育訓練給付制度								９．学生募集活動の実施状況（令和４年度）																						10．専門職大学制度に関する御意見・御要望（任意）

				大学等名 ダイガク ナド メイ		設置者の名称 セッチシャ メイショウ		完成年度 カンセイ ネンド		理事長名（ふりがな） リジチョウ メイ		学長名（ふりがな） ガクチョウメイ		教育研究活動等に関する情報の公表 ヒョウ		履修証明プログラムの有無 ウム		履修証明プログラムの数 カズ		①名称 メイショウ		①URL		①単位授与の有無 タンイ ジュヨ ウム		①授与単位数 ジュヨ タンイ スウ		②名称 メイショウ		②URL		②単位授与の有無 タンイ ジュヨ ウム		②授与単位数 ジュヨ タンイ スウ		③名称 メイショウ		③URL		③単位授与の有無 タンイ ジュヨ ウム		③授与単位数 ジュヨ タンイ スウ		普通 フツウ		学際領域 ガクサイ リョウイキ		地域社会 チイキシャカイ		普通（その他） フツウ ホカ		農業 ノウギョウ		工業 コウギョウ		商業 ショウギョウ		水産 スイサン		家庭 カテイ		看護 カンゴ		情報 ジョウホウ		福祉 フクシ		専門（その他） センモン ホカ		総合学科 ソウゴウガッカ		その他 ホカ		名称 メイショウ		開催頻度 カイサイ ヒンド		審議情報等に関する情報の公表先 シンギ ジョウホウ ナド カン ジョウホウ コウヒョウサキ		教育課程の編成に関する基本的な事項　審議・報告内容の概要 シンギ ホウコク ナイヨウ ガイヨウ		教育課程の編成に関する基本的な事項　学長への意見の概要 ガクチョウ イケン ガイヨウ		教育課程の編成に関する基本的な事項　意見を踏まえた対応状況 イケン フ タイオウ ジョウキョウ		教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項　審議・報告内容の概要		教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項　学長への意見の概要		教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項　意見を踏まえた対応状況		授業科目一覧 ジュギョウ カモク イチラン		シラバス		卒業要件単位数 ソツギョウ ヨウケン タンイスウ		履修方法 リシュウホウホウ		臨地実務実習　単位数 リンチ ジツムジッシュウ タンイスウ		時間数 ジカン スウ		実習先等企業数（令和４年度） ジッシュウサキ ナド キギョウスウ レイワ ネンド		40人を超える科目　有無 ウム		40人を超える科目数 スウ		十分な教育効果を上げるための配慮、学生への周知方法		貸与奨学金　有無 タイヨ ショウガクキン ウム		貸与奨学金　金額 タイヨ ショウガクキン キンガク		貸与奨学金　適用条件 タイヨ ショウガクキン テキヨウ ジョウケン		貸与奨学金　適用実績（延べ人数） タイヨ ショウガクキン テキヨウ ジッセキ ノ ニンズウ		給付型奨学金　有無 キュウフガタ ショウガクキン ウム		給付型奨学金　金額 キュウフ ガタ ショウガクキン キンガク		給付型奨学金　適用条件 キュウフ ガタ ショウガクキン テキヨウ ジョウケン		給付型奨学金　適用実績（延べ人数） ショウガクキン テキヨウ ジッセキ ノ ニンズウ		学費免除　有無 ガクヒメンジョ ウム		学費免除　金額 ガクヒ メンジョ キンガク		学費免除　適用条件 ガクヒ メンジョ テキヨウ ジョウケン		学費免除　適用実績（延べ人数） ガクヒ メンジョ テキヨウ ジッセキ ノ ニンズウ		適用状況 テキヨウジョウキョウ		今後の申請予定 コンゴ シンセイ ヨテイ		就職支援の取組 シュウショク シエン ト ク		学生支援の取組 ガクセイシエン ト ク		高校訪問回数 コウコウホウモン カイスウ		訪問高校数 ホウモン コウコウスウ		オープンキャンパス　実施回数 ジッシ カイスウ		オープンキャンパス　参加人数（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		入試説明会（高校生向け）　実施回数 ニュウシ セツメイカイ コウコウセイ ム ジッシ カイスウ		入試説明会（高校生向け）　参加人数（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		大学説明会（高校教員向け）　実施回数 ダイガク セツメイカイ コウコウ キョウイン ム ジッシ カイスウ		大学説明会（高校教員向け）　参加人数（延べ人数） ダイガク コウコウ キョウイン サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		入試説明会（高校教員向け）　実施回数 ニュウシ セツメイカイ コウコウ キョウイン ム ジッシ カイスウ		入試説明会（高校教員向け）　参加人数（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		その他取組（任意）		専門職大学制度に関する御意見・御要望（任意）

		1		静岡県立農林環境専門職大学		静岡県		令和２年度		0		鈴木　滋彦（すずき　しげひこ）		本学ウェブページ【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/】
静岡県立農林環境専門職大学リポジトリ「アグリフォーレ・レポート」【https://spua.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_snippet&index_id=9&pn=1&count=20&order=7&lang=japanese&page_id=13&block_id=21】
自己点検評価報告書【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/】		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		22		0		0		2		5		0		0		0		0		0		0		0		0		1				静岡県立農林環境専門職大学教育課程連携協議会		年２回程度		大学ホームページ（https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/）		（審議事項）
・本学のビジョンと戦略に対する審議
教育、研究、学生支援、社会貢献・地域連携・国際化、大学運営　の柱を立てることとし、本協議会ではこのうち教育ビジョンの骨子案を報告し、意見を求めた。

（報告事項）		・大学ビジョンについては、SDG'ｓやダイバーシティーの項目が必要である。また、併設する短期
大学部と方向性の違いを今後明らかにしてもらいたい。		・大学ビジョンについては、SDG'ｓやダイバーシティーの項目を付け加えるか検討する。また、
大学としての教育ビジョンを明確に示す。		（審議事項）


（報告事項）
・アンケートに基づく授業の改善と学修効果について
・企業実習の実際と学修効果について		・授業内容のレベルを下げず、わかりやすい授業を行うことが肝要である。また、理論を学んでからの実践ではなく、逆の方が身につくのではないか。
・企業実習は目的を持って行くべき。大学の隣地実務実習は、併設する短期大学部と異なりテーマを持って行うため、実習の受け入れ先にその趣旨を認識してもらうことが必要である。
		・授業の改善について、各教員へ周知した。
		https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/document/curriculum_map_2020.pdf		https://www.spua.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		129単位		
卒業に必要な単位数は、基礎科目2０単位、職業専門科目85単位、展開科目20単位、総合科目４単位以上。		2０単位		900時間		23		あり		1		「静岡学」（短期大学部と合同で実施）について、本県ゆかりのトップランナーによる講話の聴講や、
多様な意見に触れることを目的に行う発表は全員で行うが、講話後に行うグループワークは少人数で
行うなど、十分な教育水準が担保されるよう配慮して実施している。
学生への周知は、シラバス、学生便覧及び初回授業で行っている。		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		全額、半額、１／３		・入学前年の家計状況。
・入学前１年以内又は入学後に本人の属する世帯の主たる家計支援者が天災その他の災害により著しい損害を受け、授業料の納付が困難な者で、かつ、知事が認めた者		1		未実施		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、学生のキャリア形成支援のための以下の取組を行っている。
①２、３年次を中心に活動時期に応じた進路セミナーの実施、②就職情報の収集・提供、就職の斡旋、③担任教員と連携した進路相談、履歴書、面接指導、④無料職業紹介事業を活用した県内農業法人等からの求人の受付、⑤本学学生と農業法人等の企業・雇用者が直接対話する合同説明会開催、⑥3日～5日程度のインターンシップの実施、⑦資格取得支援（希望者を対象にフォークリフト、農業用ドローン、農業技術検定等の資格講習を学内を会場に実施）等		令和５年度より静岡県立農林環境専門職大学障害学生支援委員会を設置し、学生の修学に必要とされる配慮を実施している。
学生からの事前相談や大学生活全般における相談対応として、カウンセラー、保健師等の専門家による相談を行っている。
		283		166		6		453		-		-		-		-		-		-		日本学校農業クラブ全国大会においてブースを出展（年１回、全体参加者約4,000人）

（記載例）
大学見学ツアー（高校2年生、3回、30人）、都道府県勉強会（進路指導担当教員、４回、20人）		　認証評価制度において、本学のような規模の小さい単科の大学では、機関別認証評価と分野別認証評価において多くの重複が想定される。加えて、大学と短期大学部を併設していることから、施設・教員・事務局等、共通事項が多い中、それぞれで評価を受けることとなり、短期間で計４回の認証評価を受けることとなる。これにより、事務作業と受審費用の過大な負担が生じることとなる。
　令和４年３月18日にまとめられた中央教育審議会大学分科会質保証システム部会の「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について（審議まとめ）」において、「評価認証制度の改善・充実の方向性」の【先導性・先進性の確保（柔軟性の向上）】の項目において、「分野別評価と機関別評価のサイクルが異なること等に伴う大学の受審負担を軽減する仕組みや分野別評価の合理化の在り方について、認証評価の実施状況や受審大学の状況も踏まえ引き続き検討する。」とある。
　今後、機関別認証評価及び分野別認証評価の実施方法の簡素化及び合理化、並びに受審大学の特性に合わせた作業負担及び費用負担の軽減を要望する。

		2		芸術文化観光専門職大学		兵庫県公立大学法人		令和３年度		國井　総一郎（こくい　そういちろう）		平田　オリザ（ひらた　おりざ）		https://www.at-hyogo.jp/about/kohyo.html
【大学HP：教育情報の公表】		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		63		0		0		15		1		1		2		0		0		0		0		0		1		3				芸術文化観光専門職大学教育課程連携協議会		年２回程度		なし		（審議事項）
本学における臨地実務実習の今後の在り方及び受入施設の選定方法について

（報告事項）
臨地実務実習の実習体制及び概要について		①実習内容が似通った科目体系・位置づけを整理してもらいたい。
②臨地実習等を通じて、但馬地域にある企業等に興味を持ってもらいたい。
		①実習先との調整にあたっては、丁寧にコミュニケーションを図るとともに、カリキュラムを検討する際にはご意見を踏まえ、整理・検討していく。
②授業等を通じた企業との連携強化策を引き続き検討していく。		（審議事項）
①事前学習及び事後学習の現状及び改善事項の整理について

（報告事項）
①令和５年度第２Q臨地実務実習の実施報告		①学生や教員との事前やりとりが不足していたため、更なる体制強化をしてもらいたい。
②より質の高い経験を積んでいただける場として、引き続き活用してもらいたい。
③会場施設使用料などの予算措置を検討してもらいたい。
➃様々な臨地実習を経験することで、業界全体を俯瞰できるようなプロデューサーを育成してもらいたい。		①必要な手続きの見える化を行うなど、学内での体制強化に努めている。
②引き続き専門職業人の育成に努めている。
③現状を整理・検討している。
➃ご意見を踏まえ、学生指導等へ反映させている。		https://www.at-hyogo.jp/academics/syllabus.html		https://www.at-hyogo.jp/academics/syllabus.html		134単位		卒業要件単位数は、必修科目46単位、選択科目88単位以上、合計134単位以上。

【基礎科目】
　必修科目及び選択科目について合計20単位以上を修得する｡

【職業専門科目】
　必修科目のほか選択科目について一定の要件を満たした上で、90単位以上を修得する。
　また、必修科目、選択必修科目の必修単位数を除く39単位のうち、
　30単位以上は「コア科目群」「共通」「芸術文化系科目群」の科目から履修すること。

【展開科目】選択科目について一定の要件を満たした上で20単位以上を修得する。

【総合科目】必修科目として4単位を修得する。

その他要件
・実習による授業科目に係る40単位以上を修得すること。
・上記40単位のうち、臨地実務実習に係る20単位
　（5単位を超えない範囲で連携実務演習等をもって代えることができる。）が含まれること。		33単位		1,320時間		68施設		あり		２科目		学生数が40人を超える科目は、遠隔地から招聘した著名な客員教授が必修科目の同じ内容を複数開講しなければならなくなる場合に限る。
学生には、年度当初に時間割・年間計画を公開することで周知している。		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		267,900円
（前期・後期毎）		ア 生活保護法（昭和25年法律第144号）第12条に規定する生活扶助を受ける者と同一世帯内にある者。
イ 経済的理由により授業料の納付が困難な者。
ウ 学資を主として負担している者が天災その他の災害により授業料の納付が困難な者。
※学業成績、就学態度が不良な者を除く		２９人
（R5実績）		予定なし		0		キャリアサポートセンターを設置し、就職やキャリア形成に関する必要な情報を適時提供している。
また、教職員や就職支援会社等と連携により、就職ガイダンス（主に、３年生向け）やキャリア形成セミナー（主に、低学年向け）の開催及びキャリアコンサルタントによるキャリア相談窓口の開設等、就職支援体制を構築している。
その他、商工会議所や自治体等が主催する「企業等との意見交換会」にも積極的に参加し、企業との関係構築も並行し、行っている。		毎週1回程度、外部のカウンセラーによるカウンセリングを実施している。
担任制により、学生が相談しやすい体制を整えている。		-		-		５回		４１７名		-		-		-		-		-		-		0		0

		3		電動モビリティシステム専門職大学		学校法人赤門学院		令和5年度		國分　活妙 （コクブン　カツミョウ）		清水　　浩 （シミズ　ヒロシ）		ホームページ（https://www.mobility-ac.com/）及び大学パンフレットで公表している。		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				電動モビリティシステム専門職大学教育課程連携協議会		年１回程度		ホームページ（https://www.mobility-ac.com/）で公表している。		（審議事項）
電動モビリティシステム専門職大学の教育課程について、学部長から、設置認可を受けた内容に沿って、大学の目的、人材養成像、三つのポリシー、教育課程等について説明の後、概ね以下のような協議を行った。
○　1年次から研究ゼミナールが設定されているのは非常に良いと思う。
○　企業における人材育成に費やす時間確保が難しい。リカレント教育に対応していく予定はあるか。
・　開学後にリカレント教育やリスキニング教育を設定することを考えている。学生には企業に就職後直ぐに専門的な会話ができる実践的な力を持った学生を育成していく。
○　ニーズを定義する力を養うカリキュラムがあればよい。
・　ニーズ解析やプレゼンテーション能力を養う専門科目を設定している。当該科目や研究ゼミナール等で教育内容にニーズ定義を取り入れて教育していく。
（報告事項）
なし		ニーズの定義について、教育課程に組み込むことを検討すること。		ニーズ定義について、「ニーズ理解入門」担当教員がシラバスの内容を検討し、定義を盛り込んだ内容とした。		（審議事項）
該当なし

（報告事項）		街燈暗視		0		https://www.mobility-ac.com/_files/ugd/4ee14f_7651a1a09f38446ab33ba6e784318907.pdf		https://www.mobility-ac.com/_files/ugd/4ee14f_7b91ebbbda2c4dab844dcec152589342.pdf		128		
卒業に必要な単位数は、次により必修科目92単位、選択必修科目8単位以上を含め合計128単位以上
1.基礎科目 20 単位以上
－必修科目18単位を含む、合計20単位以上
2.職業専門科目 80単位以上(臨地実務実習科目 20単位を含む。)
－必修科目56単位、選択必修科目8単位以上を含む、合計80単位以上
3.展開科目 20 単位以上
－必修科目 10単位を含む、合計20単位以上
4.総合科目 8単位（必修）
5.実験・実習科目から40単位以上(臨地実務実習科目 20単位を含む。)
この他に、他大学で修得した科目を30単位まで、卒業要件単位に含めることができる。		20		663		43(令和5年度）		なし		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		検討中		（記載例）
R7.4月の制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、４年次に就職ガイダンス、企業説明会などの就職イベントへの参加を周知している。
また、1年次から研究室に配属する研究ゼミナール指導教員や学年担任及び学年副担任が、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行っている。		学年担任及び学年副担任が、学生一人ひとりへの細やかな相談対応を行っている。また、必要に応じて心理カウンセラーなどの専門家による相談も実施している。
また、苦手科目の復習については、教務委員会が中心となって課外に補習授業を個別に実施している。		3		238		3		134		2		43		1		35		0		0		大学見学ツアー（高校2年生、1回、12人）、（高校1年生、1回、23人）		0

		4		アール医療専門職大学		学校法人筑波学園		令和４年度		戸谷　聰子 （とや　としこ）		柳　久子 （やなぎ　ひさこ）		https://a-ru.ac.jp/university/guidance/disclosure/index.html		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		58		0		0		0		2		2		5		0		0		0		0		0		0		0				教育課程連携協議会		年２回程度		https://a-ru.ac.jp/university/guidance/disclosure/images/pdf/minutes2022.pdf		（審議事項）
産業界及び地域社会との連携による授業科目の開設、その他の教育課程の編成に関する基本的な事項

（報告事項）
児童支援関係の教育課程の充実及び医療提供施設外でのキャリアアップ教育課程の提案。		特になし。		将来的に「教育学」に関連した科目を見直していく。		（審議事項）
産業界及び地域社会との連携による授業の実施、その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項

（報告事項）
正課外教育課程に対する提案		特になし。		正課外教育の充実に関して内容を検討していく。		https://a-ru.ac.jp/university/guidance/disclosure/images/pdf/approva/2023.pdf		https://drive.google.com/drive/folders/1F_LjpfY6_ouNvQ2VuQ1AVg9gw92p2Pe-		134単位以上		卒業に必要な単位数は、必修科目116単位、選択科目18単位以上を修得すること。
1.基礎科目20単位以上
（1）必修科目12単位、（2）選択科目8単位以上
2.職業専門科目90単位以上
（1）必修科目88単位、（2）選択科目2単位以上
3.展開科目20単位以上
（1）必修科目12単位、（2）選択科目8単位以上
4.総合科目4単位
（1）必修科目4単位		通所・訪問リハビリテーション実習（1単位）
臨床実習Ⅰ（1単位）
臨床実習Ⅱ（4単位）
臨床実習Ⅲ（7単位）
臨床実習Ⅳ（7単位）		45時間
45時間
180時間
315時間
315時間		理学療法学科：7施設
作業療法学科：9施設		なし		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		30万円～45万円		入学者の中から入学試験の成績が優秀な学生に
対して、初年度の後期分授業料に対する減免を行う。		6人		予定なし		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、３年次から４年次に就職ガイダンス、就職合同説明会、卒業生との交流会などの就職イベントを開催することで、１年次から４年次まで体系的な就職支援プログラムを構築している。
また、業界が求める人材を熟知した就職支援担当者が、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、精神保健福祉士などの専門家による相談を行っている。
また、苦手科目や補講等について、助教が個別に対応している。		県内3回、県外2回		県内315校、県外400校		9回		237人		0回		0		1回		8人		0回		0		進学ガイダンス40回（高校3年生：44人、高校2年生：80人、高校1年生：58人）
バス見学会1回（高校2年生、2人）		0

		5		国際ファッション専門職大学		学校法人　日本教育財団		令和元年度		粕谷 俊彦（かすや　としひこ）		近藤　誠一（こんどう　せいいち）		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		123		0		0		0		0		0		1		0		6		0		0		0		12		9		大学卒業5名（男0名、女5名）、短期大学卒1名（男1）、専門学校卒1名（女1）、海外の高校14名（男10、女4） ダイガク ソツギョウ メイ オトコ メイ オンナ メイ タンキ ダイガク ソツ メイ オトコ センモンガッコウ ソツ メイ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ		国際ファッション専門職大学　教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/
https://www.piif.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/curriculumcooperation.pdf		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
デジタル教育につき、ＥＣ概論、ＥＣ構築の授業を導入した事が報告された。		ＥＣ概論、ＥＣ構築の授業を導入した事は評価できる。加えて活躍している業界の方との取り組みを
考えたり、ツールへの習熟よりも原理を押さえ目的に適した手段として選択・判断する力をはぐくむ内容
を取り入れるべき。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。
よって現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
英語教育につき、学生の語学力を向上させるため「実習科目」中で英語を使う時間を設ける事が報告された。具体的にはこれまで日本語で行っていたプレゼンテーションを英語で行っている。		授業の中で英語でプレゼンテーションを行うことは良い取り組みであるが、一方的な発表だけでなくコミュニ
ケーションツールとしての話せる英語を身に着けるべきである。プレゼンテーションと合わせてリスニング、
ディクテーション等も活用すべきである。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。
よって現時点では教育課程への反映はない。		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/
https://www.piif.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/public_curriculum.pdf		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/		126単位		〈国際ファッション学部共通〉
基礎科目　　　　必修 18単位　選択　　2単位以上
職業専門科目　必修 72単位　選択　　2単位以上
展開科目　　　　必修 10単位　選択　10単位以上
総合科目　　　　必修 12単位		20単位		600時間		217社		あり		23科目		同時に授業を行う学生数が40人を超える科目については補助教員を配置するか、共同科目とし2名以上の担当教員で講義を実施している。
共同科目の場合にはシラバスにて及び講義時に学生に周知しており、補助教員設置科目については講義時に学生に周知している。		✕		0		0		0		○		300000		強い向学心を持ち、かつ経済的に学費を補う必要が
あると認められた学生。		1		○		1340000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる
学生。勉学状況・卒業後の抱負などにより判断。		0		未実施		0		専門職大学の根幹である専門性と実践力を身に付けるために、１年次から４年次まで体系的にキャリアカリキュラムを構築している。
１・２年次には先輩スピーカーから臨地実習体験談と専門職大学の学びを活かした就活の講義を実施している。３年次前半には臨地実習に向けた社会人マナーや履歴書の書き方のガイダンス・作成指導を行い、後半には就職内定に向けた業界理解を深めるための複数の企業から講義や先輩スピーカーの講義、就職面接等のガイダンスを実施している。また３キャンパス合同でのオンライン企業説明会も学内で実施している。入学から卒業まで業界に熟知したキャリア担当が都度全員面談をし、手厚い就職支援をしている。		奨学金関係、一人暮らし、留学など学生生活全般を支援する担当職員、健康面においては臨床心理士の資格を有するスクールカウンセラーを配置している。また、本学は担任制を取っており、個々の学生に対して学修指導、履修相談を行っている。		124		62		36		589		41		407		0		0		0		0		（ファッションクリエイション学科・ビジネス学科）
キャンパス見学ツアー（高校2年生、２3回、65人）、専門職大学コンソーシアムフォラム（フォーラム参加者、１回、１人）
（大阪ファッションクリエイションビジネス学科）
毎日の個別相談での対応（13名）、専門職大学コンソーシアムフォラム（フォーラム参加者、１回、０人）
（名古屋ファッションクリエイション・ビジネス学科）
進学媒体社主催進学ガイダンス（５会場に参加、２６名参加）、高校内ガイダンス（１２校に参加、３２名参加）、専門職大学コンソーシアムフォラム（フォーラム参加者、１回、０人）
		特になし。

		6		情報経営イノベーション専門職大学		学校法人電子学園		2020年度		多　忠貴（おおの　ただたか）		中村　伊知哉（なかむら　いちや）		https://www.i-u.ac.jp/information/facts/education/
https://www.i-u.ac.jp/information/facts/academic/
https://www.acoffice.jp/dsghp/KgApp		なし		-		-		-		選択してください		-		-		-		選択してください		-		-		-		選択してください		-		152		0		0		0		1		6		7		0		0		0		0		0		8		4				教育課程連携協議会		年２回程度		https://www.i-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/06/setti_houkoku.pdf		（審議事項）
本学の教育分野である経営分野・情報通信技術分野における世の中でﾆｰｽﾞのある資格について		ICT系の資格では、「基本情報技術者試験」や「応用情報技術者試験」に合格していれば、ある程度評価される。また、ﾋﾞｼﾞﾈｽ系の資格では、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞｬｰ検定やﾋﾞｼﾞﾈｽ実務法務検定、eco検定などの需要が高い。ただ、採用側の企業としては、資格そのものよりも、自ら目標を立て、その達成に向けて努力した過程や資格を取得したという成功体験を評価している。資格を取得していることに越したことはなく、経営学と情報科学を学ぶ教育課程であることを踏まえれば、卒業までに全員「ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験」に合格させられると大学の売りになると考えられるが、その一方で学生が自ら目標設定し、成功体験を積むことができる教育課程の編成や授業科目の開設も重要である。		設置計画履行期間であることから、完成年度以降の教育課程改正に向け、教授会において全教員に対し教育課程連携協議会における議論の内容を共有した。		（審議事項）
・臨地実務実習の課題（企業の人事評価を臨地実務実習の成績評価にどこまで適用すべきか、実習先企業においてどこまで指導すべきか、採用活動のインターンシップと臨地実務実習の違いを明確化できるか等）と方向性について
・授業科目「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの構想・策定、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行う授業）の授業内容・方法について		・企業の人事評価において、業務の一部を評価することは難しいため、「○○する」など、臨地実務実習の目的・目標をより具体化することで、企業側として評価基準を持てるよう工夫すべき。また、「積極性」など評価者によって捉え方が異なるものについては、ｱﾝｹｰﾄを実施し標準化を図ることも一つの方策である。
・学生に臨地実務実習で何を学びたいのかを提示させ、それに応じた実習計画を策定するなど、学生の主体性を促す工夫も必要である。
・「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」では、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの策定だけでなく、それを実装する力も養成すべき。		・臨地実務実習については、特に成績評価について、教育課程連携協議会における議論を踏まえつつ、標準化に向けた検討を進めている。
・「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」については、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの構想・策定、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝだけでなく、実装する過程まで授業に織り込むこととした。		https://www.i-u.ac.jp/academic/curriculum/		https://www.i-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/07/syllabus_2023.pdf		128単位		卒業に必要な単位数は、必修科目94単位、選択必修科目26単位、選択科目8単位、合計128単位以上。		24		720		118社		なし		-		-		✕		0		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		予定なし		0		1年次から4年次まで、各年次に応じたキャリアガイダンスを実施している。4年次には、本学教職員が行う就職希望者向けガイダンスに加え、業界に精通した客員教員による就職活動準備講義や、面接対策講座等を実施している。また、様々な業界の経験者からなる就職支援の担当が、担任である教員やアイマネジャーと連携し、学生一人ひとりに丁寧なキャリア支援を行っている。		本学はクラス編成をしている性質上、各クラスに担任を配置している。
クラス担任においては、各担当クラスの学生の大学生活の管理、正課外活動の充実に重点をおき、普段の学生相談のみならず半期ごとの定期面談を実施している。
学生一人ひとりに合わせた対応が可能な仕組みを創り、必要に応じて学生相談室を活用し、修学支援、学生相談、健康支援、メンタルヘルス支援、留学支援、学生生活の支援、障害のある学生への支援なども学生支援の一環として取り組んでいる。		788		587		21		500		58		149		0		0		1		21		・エリア説明会（梅田・宇都宮・高崎・長野・名古屋・甲府・沼津・札幌・福岡・広島・愛媛・水戸・沖縄・横浜・立川・千葉）２５名
・授業見学会　１５回　３７名
・オンライン説明会　１１４回　１７６名		0

		7		東京国際工科専門職大学		学校法人日本教育財団		令和2年度		粕谷　俊彦 （かすや　としひこ）		吉川　弘之 （よしかわ　ひろゆき）		https://www.iput.ac.jp/tokyo/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		183		0		0		0		0		19		2		0		1		0		6		0		12		4		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）3名（男1、女2）、海外の高校4名（男3、女1） コウトウガッコウ ソツギョウテイド ニンテイ シケン キュウ ダイガク ニュウガク シカク ケンテイ メイ オトコ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ		東京国際工科専門職大学　教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.iput.ac.jp/tokyo/about/public_publication/
https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/TK_curriculumcooperation.pdf		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
本学の特徴と、それを生かした学生輩出		・情報工学科：Python科目の受講を前提にしたほうが良い。
・デジタルエンタテインメント学科：他科目とさらに連動できると良い。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。よって現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
本学の特徴と、それを生かした学生輩出		・概論科目は総花的であり、深堀が少ない。
・VUCAの概念を入れてはどうか。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。よって現時点では教育課程への反映はない。				https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/04-TK-kamoku.pdf		https://portal.iput.ac.jp/campusweb_TK/slbssrch.do?clearAccessData=true&contenam=slbssrch&kjnmnNo=4		(情報工学科)124単位以上、(デジタルエンタテインメント学科)124単位以上		(情報工学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（必修科目:62.5単位、選択必修科目:17単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)
(デジタルエンタテインメント学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（必修科目:68単位、選択必修科目:11.5単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)		20単位		600時間		(情報工学科)118社
(デジタルエンタテインメント学科)69社		なし		0		0		✕		0		0		0		○		300000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		1		○		1704200		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		1		未実施		0		1年生より実施するキャリアガイダンスを通じてキャリア全般に関する指導を行っている。また、学内で企業説明会や企業担当者との交流会イベント等を実施するとともに、コース・クラス毎に配置するキャリアアドバイザーが個々の学生の就職活動を全面的にサポートし、就職内定・進路決定まで支援を行っている。		奨学金関係、一人暮らし、留学など学生生活全般を支援する担当職員、健康面においては臨床心理士の資格を有するスクールカウンセラーを配置している。また、本学は担任制を取っており、個々の学生に対して学修指導、履修相談を行っている。		27		27		4		392		20		516		0		0		0		0		高校1・2年向け説明会（高校1・2年生、30回、147人）
外部ガイダンス（入学検討者・保護者、16会場、62人）
オンライン説明会（入学検討者・保護者、随時、593人）		特になし

		8		東京保健医療専門職大学		学校法人敬心学園		2020年度		小林　光俊 （こばやし　みつとし）		陶山　哲夫 （すやま　てつお）		教育に関する情報公開　https://www.tpu.ac.jp/release/education/
研究に関する情報公開　https://www.tpu.ac.jp/release/investigation/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		120		1		0		0		0		0		2		0		1		0		0		0		2		6				教育課程連携協議会 キョウイクカテイ レンケイ キョウギカイ		年２回程度		https://www.tpu.ac.jp/release/education/		（審議事項）理学療法学科の教員4名に担当授業科目を追加するため、文部科学省へAC教員審査を申請することを説明し、承認された。作業療法学科の展開科目「美容ケアによるQOLの維持向上」担当講師の都合により講師を変更することを説明し、了承された。
（報告事項）本学では、開学よりクラスに担任と副担任と配置し、学生個人に学修アドバイザーを配置している。担任と副担任はクラス運営を通して学校行事、授業、健康管理等の学生生活全般の支援を行う。学修アドバイザーは、履修計画や学習内容に関する支援を実施する。なお、月に１回、担任・副担任・学修アドバイザー会議を実施し、教員間で連携し指導していることを報告した。		意見①東京都作業療法士会では、eスポーツに積極的に取り組んでいるが、状況や可能性を伺った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意見②最適なデバイスを使用することで、重症者が社会参加している。特にeスポーツは障がいが重くても自己実現の機会になるので、作業療法として協力していきたい。作業療法学科の教育で取り入れていただけたら、東京都作業療法会が協力できるのではないか。
意見③民間企業の協力を得たスイッチデバイスの工夫や、ソフトを活用した画面タッチの簡便なゲームで、障がいのある方が楽しんでいる。多様な障がい者がサッカーの醍醐味を味わえる。		構成員の皆様の意見を踏まえ、新カリキュラムにeスポーツ科目を追加することを検討する。		（審議事項）新型コロナウィルスの対応として、令和3年度は対面授業と遠隔授業を併用して実施したが、令和4年度は授業の効果的実施と学習機会の確保を両立するにあたり、基本的な感染防止策の他、不織布マスクの着用と黙食、学外活動の注意換気を行い、本年度は全面的な対面授業を実施し、了承された。
（報告事項）地域貢献活動①江東区認知症カフェ、②江東区アダプトプログラム、③江東区体力測定会、④江東区インターンシップ、⑤夏休み子ども科学教室、⑥出前授業、の報告を行った。		意見①日本全体で理学療法士と作業療法士の受験生が減少している。出前講義は素晴らしい取り組みであるが、どのような希望があるか参考にしたい。
意見②令和5年度はボランティア活動の広がりとして、学生が授業で地域との繋がりを持ってはどうか。		意見①「リハビリテーション概論」では、認知症サポーター養成講座を実施している。「障害者スポーツ」では、東京都障害者スポーツ協会のイベントに参加しレポート提出している。今後も授業とボランティア活動を繋げ、活動範囲が広がるよう継続して検討する。
意見②江東区校長会で出前講義のリーフレットを配布した。その結果、高校ではリハビリテーション、小学校は総合学習の時間でスポーツ、PTAは健康寿命の延伸等の希望があり、出前講義を行った。将来的には地元の理学療法士会、作業療法士会との連携を検討する。		https://www.tpu.ac.jp/release/education/		https://www.tpu.ac.jp/release/education/		145		基礎科目20単位、職業専門科目101単位、展開科目20単位、総合科目４単位、合計145単位以上の単位修得をもって卒業要件を満たす。
本学入学前に他の大学、短期大学、高等専門学校又は専門職大学設置基準第26条第１項の規定により履修した授業科目の単位を、60単位を超えない範囲で、本学における授業科目の履修により修得したものとみなし、卒業要件単位に算入することができる。、履修単位数の上限を設けるＣＡＰ制により、１年間に登録できる履修科目の上限は48単位としている。ただし、所定の単位を優れた成績をもって修得した学生（直前の年度のＧＰＡ値が3.00以上の場合）については、事務局窓口に「履修単位数上限変更願」を提出し、本学が認めた場合、履修単位数の上限を52単位とすることができる。		（理学療法学科）20単位
（作業療法学科）27単位		臨地実務実習については、それぞれ45時間をもって1位としている。
（理学療法学科）900時間
（作業療法学科）1215時間		（理学療法学科）268施設
（作業療法学科）174施設		あり		（理学療法学科）3科目
（作業療法学科）2科目		通常の科目担当者の他に学科の専任教員から補助教員を配置し、十分な教育効果を上げらるよう配慮している。　学生へは授業時間割に合同で実施の旨を記載し、周知している。		○		年間納付金を上限		納付金負担者が不慮の事故に伴い、家計が急変した世帯の学生を対象とした制度である。		0		○		授業料の50％を上限		本学における成績優秀者を対象とした特待生的制度である。本学のGPA制度等による前年度の成績が各学科・各学年でトップの学生に給付する。給付金は当該年度の授業料に振り替える。		6		✕		0		0		0		検討中		社会人の受け入れを視野に学内で検討を開始した。		キャリア支援部会ではキャリア支援のスキームを策定し、所管部署としてのキャリア支援室に3名配置して学生のキャリア支援に当たった。具体的な支援の取り組みとして、専門的な職業的自立に直結するカリキュラムをベースに、1年次にビジネスマナー研修、3年次に医療の接遇マナー研修、キャリアガイダンス、就職ガイダンスを実施し、就職支援プログラムを体系的に構築した。3年生に就職ハンドブックを配付し、キャリタスUC（学内名称：TPUキャリアナビ）を導入して就職支援ツールを整備した。系列校の卒業生にリモートインタビューした動画を配信して3年生のモチベーション向上に活用した。		共生社会の実現と発展に貢献する実務リーダーとなる専門職人材の養成にあたり、学生が学修に専念し、充実した学生生活を送ることができるよう、適切な修学支援、生活支援、キャリア形成支援、障がい学生支援を行うため、学生支援方針を定めている。学生支援・厚生補導のための組織として、学生部に学生課・保健室・学生相談室・キャリア支援室、国家試験対策室を設置し、「学生支援方針」の実現に向け様々な取り組みを行っている。また、学修アドバイザーの教員を配置し、担当学生に対し履修指導や各定期試験開始前に面談を行い、授業理解度や自己学習の状況等を確認している。		428		415		14		538		0		0		14		78		0		0		オンライン模擬授業（高校生対象、12回、37人参加）
オンライン説明会（高校生対象、27回、91人参加）
在学生との交流会（高校生対象、4回、19人参加）		0

		9		東京情報デザイン専門職大学		学校法人滋慶学園		2023年度		浮舟　邦彦　 （うきふね　くにひこ）		中鉢　良治　 （ちゅうばち　りょうじ）		URL： https://www.tid.ac.jp/about/public-information/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		93		0		0		0		1		4		2		0		0		1		2		0		4		6		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）1名（男1）、海外の高校1名（男1）		教育課程連携協議会		年２回程度		https://www.tid.ac.jp/about/public-information/
本年開学のため情報公開は2024年予定		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし		https://www.tid.ac.jp/assets/docs/public-information/rules.pdf
学則P13に記載/また学則以外に便覧にも掲載、さらに「実務経験のある教員による授業科目の一覧」も別途公開済。これらその他の資料はいずれも以下のURLに集約している。
https://www.tid.ac.jp/about/public-information/		https://curric.tid.ac.jp/cgi-bin/curric/curricbase.cgi		130		1．基礎科目
　必修科目10単位及び選択科目10単位以上、合計20単位以上修得すること。かつ、<数理基礎>より6単位以上、<現代社会>より2単位以上、<キャリア>より6単位以上、<アート>より2単位以上、<語学>より2単位以上修得すること。
2．職業専門科目
　必修科目55単位修得、選択科目から29単位以上、合計84単位以上修得すること。
3．展開科目
　必修科目16単位修得、及び選択科目から4単位以上、合計20単位以上修得すること。
4．総合科目
　必修科目6単位修得すること。
・上記の要件を満たし、本学に4年間以上在学し、必修科目87単位（うち、実習科目37単位）、選択科目43単位以上（うち、実習科目3単位以上）、計130単位以上（うち、実習科目40単位以上）を修得し、ビジネスデザインⅠ・Ⅱに合格した者に対し学位を授与する。
 ・履修モデルごとに必ず単位を取得すべき科目として「コア科目」を設定する。「コア科目」については、履修要綱などで別途定める。なお、「コア科目」が未履修の場合、卒業要件を満たさない。		22		660		令和７年度より実施		あり		7		いずれも教員を２名以上配置し、教員１名あたり40名以下となる体制で実施		✕		0		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		予定なし		0		卒業生がでるのは令和8年度となるため、具体的な支援は始まっていないが、
臨地実務実習先企業の開拓とともに、将来の学生の就職先企業とのつながり強化を進めている。		学修支援センター、スクールカウンセリングのハブとして教学事務部を配置し、教学事務部による生活サポート、キャリア支援を軸に双方へのつなぎを行うなど連携を進めている。		20		20		0		0		80		426		1		13		0		0		0		臨地実務実習において、企業の業態によってはオンラインによる対応も認めていただけると可能性の幅が広がります。
IT業界ではテレワークに移行した企業も多く、それらの企業がすべて対象外となってしまいます。今後の多様な働き方ができる社会を前提に考えると、テレワークは実務になりえないという制限はそぐわず、またテレワークだからこその実務的課題もあり得ると考えます。

		10		グローバルBiz専門職大学		学校法人　深堀学園		令和5年度		深堀　和子 （ふかぼり　かずこ）		平岩　賢志　（ひらいわ　まさし）		https://gpu.ac.jp/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1		0		0		0				教育課程連携協議会		年２回程度		https://gpu.ac.jp/		（審議事項）
・文部科学省からのご指導を受けて追加した科目『情報セキュリティ技術』について
・担当教員の拡充について
（報告事項）
・文部科学省のAC審査も経て、新科目『情報セキュリティ技術』を武藤教授が担当すること、また『臨地実務実習Ⅰ』に津村講師、『IT概論』及び『メディア戦略Ⅰ』に風間講師が追加されたことを報告		・新設科目が実践に則した内容か再検証
・追認された教員と既認可教員との授業が、効果的に行われているか検証		・新設科目について、武藤教授との再協議
・学長は担当教員との協議を実施、より効果の高い授業を模索		（審議事項）
・開学後の授業展開について
・臨地実務実習の進展状況について
（報告事項）
・開学より授業は滞りなく実施されている
・インターンシップ前のマッチング面接、受入企業との打合せを既に実施。●月インターンシップ実施予定
		・来年度の授業展開の準備
・インターンシップを通し、社会人・企業人として求められる基本的能力や姿勢が得られる実習内容となっているかの再検証
・臨地実務実習先の拡充		・来年度に向けて、各教員との打ち合わせを実施
・インターンシップでの学びをより深めるため、学生への指導を重層的・多角的に実施
・既にインターンシップ先は、申請時に比べ●社拡充		https://gpu.ac.jp/curriculum-map/#department01		本学学生は学生用のアカウントにおいて、シラバスを閲覧しています。外部からのアクセスはできないので、それを印刷・郵送します。また科目の内容については、以下のURLにて公開しています。
https://gpu.ac.jp/curriculum-policy/		124単位		卒業に必要な単位数は、必修科目73単位、選択科目51単位以上、計124単位以上とします。
また以下の条件を満たす必要があります。
基礎科目20単位以上、基礎科目の選択科目17単位から、12単位以上取得。
職業専門科目80単位以上、職業専門科目の選択科目45単位から、21単位以上取得。
展開科目20単位以上、展開科目の選択科目から30単位から、18単位以上取得。
		20単位		600時間		令和４年度は開学前の事前準備として、約100社との実習受入契約を交わすとともに、川崎市産業振興財団、川崎港振興協会等約250社を傘下におく関連業界団体との連携を実施しました。		なし		-		全ての科目を40名以下で行っています。		✕		-		-		-		○		10～100万円		開学記念深堀特別奨学金：本学入学を強く希望する者で、経済的事由により高等教育機関への修学が困難な学生
＜新入生向け奨学金＞
・深堀学園優秀新入生奨学金：選抜試験の成績
・入学前資格奨学金：対象資格保有者
・地方新入生奨学金：関東以外の出身者
・新入留学生奨学金：選抜試験の成績
＜在学生向け奨学金＞
・深堀学園優秀者奨学金：前年度の出席率が95％以上で、対象年度の成績が極めて優秀または著しい成果を上げた学生
・資格奨学金：在学中に対象資格を取得した、学業成績、人物共に優れた学生
・経済支援奨学金：経済支援を必要とする、学業成績、人物共に優れた学生
・海外活動奨学金：対象年度に海外活動(インターンシップ)を終え、学業成績、人物共に優れた学生		1人		✕		-		-		-		検討中		完成年度翌年（R9.4月）からの制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		「キャリアデベロップメント」科目から、臨地実務実習、就職へとつながる一貫した就職支援を実施しています。自己分析や自己PR、企業研究や面接試験対策など、より実践的な対策を行うための講座を豊富に用意するほか、個別の就職相談、模擬面接など、学生一人ひとりに対してきめ細やかなサポートを行っています。また臨地実務実習の中で、実際に就業体験をすることにより、学生は早い段階で社会参画意識を身に着け、企業に対する理解を深めることが可能となります。		学費負担の軽減　（開学記念深堀特別奨学金、新入生奨学金（5種）、在学生奨学金（5種）を提供しています。）
学生の心身に関する支援　（キャリアコンサルタント国家資格を持つ専門スタッフが担任教員と連携し、学生の心身に関する支援しています。）
就学サポート　（入学前ガイダンス、また「スタディガイド」等の科目を通して、学生の学修・生活を支援しています。）
学生生活支援　（遠方から自宅外通学をする学生の負担を考慮し学生寮を有しています。）		950		500		5		25		5		25		0		0		0		0		・教育関連企業（さんぽう、ライセンスアカデミ―、昭栄広報等）が主催する、高校内での説明会に参加。本学の教育内容・養成する人材像の紹介、模擬授業、個人カウンセリングを実施した。10回以上参加し、計300名の生徒に案内した。
・大学案内と募集要項の送付に取組み、2810名に送付した。送付希望者は、本学ホームぺージ、JSコーポレーション、進研アド、さんぽうから募った。
・本学への認知向上を目指し、約3200校の高校と約450校の日本語学校に本学案内と募集要項を送付した。		専門職大学制度への要望事項件、専門職大学コンソーシアムの場等を通じましても、制度の在り方、現状の課題、改善に向けた取り組みにつき、協議、アクションプランの設定、実行を文科省ご指導の下、進める体制が少しづつではありますが、整いつつあるように感じているところではございますが、まだまだ緒に就いたばかりという認識です。
私どもを含めた専門職大学の置かれた共通した課題として、専門職大学の認知度が低いことが挙げられることはこれまでの協議でご報告申し上げている通りです。この結果として、例えば、専門学校との違いが分からない、大学名に「専門職」がつくため大学とは思われないことなどが、現場を訪問からは聴かれます。高校進路指導室先生、学生、保護者などで温度差はあるものの全体としての認知度向上は不可欠と思われます。また、私立大学定員管理の基準緩和も新設大学には非常に大きなインパクトがあり、これらにより募集活動は窮地に追い込まれていると言わざるを得ません。
このような状況に置きまして、大学としての認知度向上に向けた活動の推進、コンソーシアムにおいての協力体制の構築に引き続き注力して参りますが、文科省との定期的な意見交換の実施等を通じまして、文科省におかれまして、具体的な施策－例えば、上述の定員基準緩和策の是正、あるいは専門職大学名称問題での改善など－の実施に向け、一層のご議論の活性化、結論の収束化、適用の迅速化など、推進の具体化をよろしくお願いいたします。


		11		ビューティ＆ウェルネス専門職大学		学校法人ミスパリ学園		令和5年度		下村　朱美（しもむら　あけみ）		室伏　きみ子（むろふし　きみこ）		https://www.b-w.ac.jp/disclosure/		なし		―		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		127		0		0		9		0		1		2		0		0		0		0		0		4		6				ビューティ＆ウェルネス専門職大学教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.b-w.ac.jp/disclosure/		（審議事項）
　未実施

（報告事項）		0		0		（審議事項）
　未実施

（報告事項）		0		0		https://www.b-w.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/10/kyouikukateihyou.pdf		https://bwpu.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		132単位		次により、必修科目122単位、選択科目10単位以上、合計132単位以上を修得すること。
基礎科目は、必修23単位を含め27単位以上
※選択科目のうち比較芸術論、身体表現論、伝統文化演習、ジェンダーとダイバーシティから2単位、国際関係論、法学概論、現代社会論から2単位を選択必修とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職業専門科目は、必修75単位を含め79単位以上
※選択科目のうち、フィットネス実習Ⅰ、フィットネス実習Ⅱ、ネイルデザイン実習Ⅱから2単位を選択必修とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展開科目は、必修20単位を含め22単位以上
総合科目は、4単位
実験・実習科目を40単位以上、臨地実務実習科目及び連携実務演習等科目を20単位　　		20単位		600時間		未実施		なし		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		A特待895,000円
B特待447,500円
C特待200,000円		・入学試験特待生
入学試験において、特待生希望の申し出が
あり、優秀な成績を収めた者。		8		検討中		R8の制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		学内にキャリア支援センターを設置し、求人情報の公開だけでなく、キャリアアドバイザー又はキャリアコンサルタント資格を有する職員を配置し、個人面談、履歴書添削、模擬面接に加え、就職活動支援講座の開催など 学生の就職活動に関する企画 の発案 ・実施、及び就職先の確保を行う。		クラス担任（専任教員）が、学生の履修方法や学生生活に関する相談に応じ指導にあたる。また、事務局の大学事務課とも連携し、随時学習面・生活面等の相談・指導している。		1507		815		32		1028		14		317		2		27		0		0		オンライン説明会(高校生（一部、社会人を含む）向け、29回、35名）
個別相談会（高校生（一部、社会人を含む）向け、28回、30名）		　専門職大学制度が始まって5年が経ちますが、まだまだ認知度や社会的評価が低いように思います。
　高等学校の進路指導教員の中には、専門学校と同等に扱われている方もいるようです。
　各専門職大学が自校の広報に力を入れておりますが、国や文部科学省においてもさらなる制度の広報をお願いいたしたく存じます。
　
　また、専門職大学制度の特徴でもある「原則、40人以下の少人数授業」ですが、演習や実習においては意味のあることかと思います
　が、講義においては実施方法によってはその教育効果を担保でき、教員の負担が増えているだけのように思いますので、ご検討い
　ただきたく存じます。

		12		開志専門職大学		学校法人新潟総合学院		令和２年度		池田　祥護 （いけだ　しょうご）		北畑　隆生（きたばた　たかお）		・https://kaishi-pu.ac.jp/openinfo
・開志専門職大学　年報2021(令和３）年度
・開志専門職大学　年報2022(令和４）年度（作成中）		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		122		0		0		3		3		12		8		0		0		0		2		0		2		6				開志専門職大学事業創造学部 教育課程連携協議会		年２回程度		https://kaishi-pu.ac.jp/openinfo/		（審議事項）
なし
（報告事項）
【2022年12月開催】【2023年3月開催】
●完成年度以降のカリキュラム改定進捗状況報告と質疑応答		【2022年12月開催】
①科目名を、企業内起業ができる勉強をしていることが分かるようなもの（例：企業内ベンチャー・イントレプレナーなど）にすると、社内ベンチャーを興せる人材であると企業に対する大学のアピールにもなると思う。
②実習を集中型に変更することは効果が期待できる改善策だと感じる。
③イントレプレナーを学ぶ場が多いと思われるが、アントレプレナーへの意識づけや学ぶ科目はどのようにしていくのか。
【2023年3月開催】
①学年ごとのディプロマポリシーを設定することはより具体的に最終的な達成目標を確認することができ、良い設定だと思う。また、学生自身が進捗状況・到達目標を確認できるシステムを導入するのはどうか。
		【2022年12月開催】
①コース名・科目名については今後、柔軟に対応をしていく。
②実習は３科目になるように編成を進めている。実習前の１・２学期に基礎を学ぶ事前学習（ビジネスマナーなど）を行い、３・４学期に臨地実務実習を行うように変更を予定している。
③アントレプレナーを意識して学ぶのは学内実習、意識づけは事前指導やフォローの中で行っていく。
【2023年3月開催】
①学生自身が進捗確認ができるシステムについては様々なところから提案を頂いている状況もあるが、準備が必要になることでもあるため、今後慎重に検討をしていきたい。		（審議事項）
なし
（報告事項）
【2022年12月開催】
●2021年度　教育課程に関する報告と質疑応答
●2022年度　第１・２学期　教育課程に関する報告と質疑応答
【2023年3月開催】
●2022年度　教育課程に関する報告と質疑応答		【2022年12月開催】
①今後、実習を受け入れる企業にむけて、大学から意識づけをする講演などの場を
設けることはどうか。
②実習において、主体性がある学生とそうでない学生によって差が出るので、
大学からあらかじめテーマを提示してもらってそれに沿って実習を進めることはどうか。
【2023年3月開催】
①トップランナー研究での質疑応答の実施方法・タイミングを変更した方が学生が
主体性を持って取り組むことができるのではないか。
②トップランナー研究は１年次開講ではなく、３年次開講にした方がいいのではないか。
③実習は専門職大学において非常に重要なポイントとなるため、それを円滑に
効果的に運用していくためには受け入れ企業にとって有意義であるものにし、
具体的にそれを示していくことが重要になると考える。
④ビジネスプランコンテストに非常に期待をしており、内容をさらに充実させて
いくことで大学の発展に向けての一つの方法であると考える。		【2022年12月開催】
①受け入れ企業にむけて、実習のビジョンや受け入れメリットなどを伝える機会を設けることを検討していく。
②実習自体のコーディネート機能が必要だとも感じているため、どのようにしていくか今後検討をしていく。
【2023年3月開催】
①トップランナー研究内のプログラムについては今後、担当教員と検討をしていく予定。
②2024年度以降のカリキュラムではトップランナー研究は３年次開講科目とすることとなった。
③受け入れ企業との連携・調整は今後の課題として取組んでいく。
④ビジネスプランコンテストの重要性もとても感じており、そこへむけてのバックヤードでの教育にも
さらにを入れて取り組んでいく。		https://kaishi-pu.ac.jp/wp/wp-content/themes/kaishi/assets/pdf/openinfo/outline-business.pdf
https://kaishi-pu.ac.jp/wp/wp-content/themes/kaishi/assets/pdf/openinfo/outline-ict.pdf
https://kaishi-pu.ac.jp/wp/wp-content/themes/kaishi/assets/pdf/openinfo/outline-anime.pdf		https://portal.kaishi-pu.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx?_gl=1*1hfj851*_gcl_aw*R0NMLjE3MDA0Njc1NzAuQ2owS0NRaUFwT3lxQmhEbEFSSXNBR2ZueU1ydEU4Q3h6SmlIcVZscEJmcHNJYm00R09jSFJvMEpIQ18yOEh6WEgtbGRpdHV2TFUwUXZDb2FBcjF2RUFMd193Y0I.*_gcl_au*NjMzNTYyNDQ2LjE2OTk1MTgyOTE.		（事業創造学部）124単位（情報学部）130単位（アニメ・マンガ学部）128単位		（事業創造学部）基礎科目群から必修科目16単位と選択科目4単位以上、職業専門科目群から必修科目72単位と選択科目8単位以上(このうち、地域産業研究科目群より４単位以上）、展開科目群から必修科目20単位、総合科目群から4単位、併せて124単位以上を修得すること。

（情報学部）基礎科目群の必修科目14単位と選択科目から6単位以上、職業専門科目群の必修科目76単位と選択科目8単位以上、展開科目群22単位、総合科目4単位、あわせて130単位以上を修得すること。

（アニメ・マンガ学部）基礎科目群から必修科目17単位と選択科目3単位以上、職業専門科目群から必修科目29単位と選択科目31単位以上、展開科目群から必修科目15単位と選択科目5単位以上、総合科目群から6単位、あわせて128単位以上を修得する。		(事業創造学部）22単位
(情報学部）20単位
（アニメ・マンガ学部）4単位（残り16単位は23年度、24年度で実施）		（事業創造学部）660時間
（情報学部）600時間
（アニメ・マンガ学部）120時間（残り480時間は23年度、24年度で実施）		(事業創造学部）70施設
(情報学部）53施設
（アニメ・マンガ学部）20施設		なし		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		➀78万円～96万円/年間
②A級：25万円、B級：7万円		➀４年間給付（減免）奨学生：入学決定者のうち
高校での評定平均値が4.0以上の者
②進級時奨学金（減免）：GPA上位者
授業料減免		➀7名
②A級：24名、B級：49名		未実施		0		１年次からのビジネスマナー研修や２年次には、面談を通して個々の希望を明確にする個別ガイダンスを実施、就職活動を行う上で必要な履歴書・エントリーシート作成講座、筆記試験対策講座、面接対策講座等を定期的に行うなど、授業科目の「キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ」、「臨地実務実習」と併せ、学生が希望する就職・起業・進学などのキャリアの実現に向けキャリアセンター職員、学務課職員によるサポートを行っています。
		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、フォロー教員が割り当てられており、定期的に面談を行うことで、学修や大学生活に関する必要なアドバイスを行います。また、希望者には学生相談窓口として、学務課職員をはじめ、スクールカウンセラーや看護師、校医が学生相談やカウンセリングを行い、快適な学生生活をサポートしています。		162		100		10		443		10		443		0		0		0		0		大学見学会　（対象全学年、10回、126人）
進路ガイダンス　　（対象全学年、106回、956人）		○ 専門職大学等の認知度向上に向けて、特に高校及び受験対象者に向けてのさらなる発信を、様々なツールを利用して実践していただきたい。
○ 40人クラス授業は専門職大学等の特徴であり、基本的にはその形で維持するが、実態に合わせて教育効果が大きく変わらないであろう授業等については、弾力的な運用を認めていただきたい。
○ 認証評価について、分野別認証評価と機関別認証評価を1つに統合していただきたい。
○ 地方大学への進学促進に新しい工夫をする大学や、大都市圏に進学した学生のうち、地方へ就職する学生に対し、地方自治体による支援策の拡充を求めます（例えば、授業料の補助、奨学金返済の減免、留学生受け入れに対する助成など）。また、これらの支援策に対する交付金措置の適用も検討していただきたい。

		13		かなざわ食マネジメント専門職大学		学校法人国際ビジネス学院		２０２１年度		大聖寺谷　敏（だいしょうじや　さとし）		岡内　祐一郎（おかうち　ゆういちろう）		https://kanazawa-pu.ac.jp/university/infomation/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		6		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		1				教育課程連携協議会		年２回程度		本学HP　情報公開ページ内（https://kanazawa-pu.ac.jp/university/infomation/）		（審議事項）
・リカレント教育の拡充について

（報告事項）
		・科目履修制度について、既存科目を履修するのか　新たに企業向けに科目が開設されるのかについて質問があった。
・デザイン科目があるが、パッケージデザインは学べるかとの質問があった
・ビジネスの世界でグローバルな環境変化や、その対応などを踏まえた海外戦略等も視座にいれた教育が重要ではないかという問題提起があった
・広告マーケティングの世界でSNSの急速な広がりとユーザーの変化が激しい組織内では対人関係に悩む従業員も増えてきた。新しいコミュニケーションスキル。新しい時代のマネジメント論を教授してほしいとの意見が出た		完成年度後のカリキュラムの刷新、改善などを通じて、委員から意見や要望を具体的に実現する
教育課程編成を計画準備していきたい。
臨地実務実習については実習に臨む学生の社会人としてのリテラシーの向上について、事前の
オリエンテーションや担当教員による個別指導を強化していきたい		（審議事項）
・臨地実務実習マニュアルの改訂について
・臨地実務実習の内容改善事項について
・マニュアル及びガイドライン、評価制度の見直し等について
（報告事項）
・2022年8月に実施した「臨地実務実習Ⅰ」における実施報告		・担当教員の明確化及び実習先指導者との密なコミュニケーションを図る体制作りについて
・臨地実務実習の事前学習の内容として、社会人基礎力及びマナーやビジネススキルの指導の強化要請
・臨地実務実習後の体験報告会等を通して企業側への情報共有の場づくりの提案があった		臨地実務実習科目においては、教育効果向上のため企業側と教学が共同して指導できるよう、
担当教員を固定化し、事前学習から事後学習までを一貫して指導し、評価できるような体制に
変更した。		https://kanazawa-pu.ac.jp/wpmain/wp-content/uploads/2023/11/%E7%A7%91%E7%9B%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7.pdf		https://kanazawa-pu.ac.jp/wpmain/wp-content/uploads/2023/08/%E9%A3%9F%E3%83%9E%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9all_compressed.pdf		１３１単位		卒業に必要な単位数は、必修科目１１０単位、選択科目２１単位、合計１３１単位以上。		２０単位		６００時間		７８店舗		なし		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		200000		本学が特別に指定する高等学校出身者		2		予定なし		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、３年次後期より就職支援セミナー、各種対策や分析などの就職支援講座を開催することで、１年次から４年次まで体系的な就職支援プログラムを構築している。
また、担任を中心としたキャリアサポート体制を構築し、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、心理カウンセラーなどの専門家による相談を行っている。
また、担任制を導入し個別相談など学生一人ひとりに対応できる環境を整備している。		年４回		１４２校		４６回		４０人		２回		９人		０回		０人		０回		０人		0		本学の養成する人材は、今後の各フードビジネスの中核担う人材である。現状は学術と実践力を併せ持つ人材の養成方針に基づき、カリキュラム体系を経営系の学術と家政系の学術をバランスをとって配置し、加えて実習を配置しているが、臨地実務実習をスタート専門職大学の一番の核授業は実習教育であり、実学を学習するという接点を強化すべきと判断している。とりわけ現場での学びを知識・知恵に変換するためには本学のようなコンセプトを持つ大学は、ほとんどの教員が実際のフードビジネスの経営者、経営幹部、専門技術者の兼任で構成することで、リアルに学習成果を期待できる学術系（経営、家政）は実学では不足する理論武装を補う機能を期待したいと考える。基幹教員制度は、そのような観点から本学は戦略的に活用を考えたいが、企業側の理解を得るのが大きな課題である。そのためにも専門職大学の企業への認知度は更に高めていく必要は強く感じるこのようなことから教員の資格要件についても、もっと教育界と産業界の壁を低くして双方が戦略的に活用、行き来できるような次代を見据えた柔軟な新な社会制度の確立が必要ではないかと考える

		14		名古屋国際工科専門職大学		学校法人日本教育財団		令和３年度		粕谷　俊彦 （かすや　としひこ）		松井　信行 （まつい　のぶゆき）		https://www.iput.ac.jp/nagoya/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		99		0		0		0		0		20		0		0		0		0		10		0		3		5				教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.iput.ac.jp/nagoya/about/public_publication/		（審議事項）
「臨地実務実習Ⅰ」の今後の実施予定について審議した。

（報告事項）
引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを報告した。		「臨地実務実習Ⅰ」を通して、新しいデジタル技術やそれらを研究する領域、それらを活用してビジネスをプロデュースする領域の人材の育成やチームビルディングを進める力を伸ばすような教育に力点を置いて、専門学校との違いを出していってほしいとの意見が出された。		引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを確認した。よって、現時点での教育課程への反映はない。		（審議事項）
各種実習（コース別実習、地域共創デザイン実習）の実施状況、今後の実施予定について審議した。

（報告事項）
「地域共創デザイン実習」及び各コースで実施している実習の進捗状況について報告した。		今はデジタルを通して人と交流して、いかに大きな人数を集めることができるか、その先のマネタイズをどうするのか、ということまで考えることができる人材が求められているため、そういった時代の一歩先をいくことを考える力を養う授業を用意してもらいたいとの意見が出された。
		引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを確認した。よって、現時点での教育課程への反映はない。		https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/09/04-NK-kamoku.pdf		https://portal.iput.ac.jp/campusweb_NK/slbssrch.do		130		■情報工学科
基礎科目　　20単位
職業専門科目
　　実習科目　必修科目26単位、選択科目8単位以上（A～C群の内、1つを選択）
　　講義・演習科目　　必修科目44.5単位、選択科目7.5単位以上（A～C群の内、1つを選択）
展開科目　  20単位
総合科目　   4単位
※1　実習の選択科目で選択した科目群と、講義・演習科目で選択した科目群は同一でなくてはならない。
※2　A～C群それぞれに、必ず単位を取得すべき科目として「コースコア科目」を設定する。コースコア科目が未履修の場合、卒業要件を満たさない。

■デジタルエンタテインメント学科
基礎科目　20単位
職業専門科目
　　実習科目　　　　必修科目29単位、選択科目 5単位以上（A, B群の内、1つを選択）
　　講義・演習科目　必修科目43.5単位、選択科目8.5単位以上（A, B群の内、1つを選択）
展開科目　20単位
総合科目　4単位
※1　実習の選択科目で選択した科目群と、講義・演習科目で選択した科目群は同一でなくてはならない。
※2　A, B群それぞれに、必ず単位を取得すべき科目として「コースコア科目」を設定する。コースコア科目が未履修の場合、卒業要件を満たさない。 
		20		600		37		あり		14		機材や電子部材、特殊な言語環境（仮想環境上のOSなど）を用いる実習・演習などを伴わない講義型の授業を中心とする授業科目については、同時に40人以上に対して授業を行う場合があることとしている。
十分な教育効果を上げるため、担当教員それぞれにオフィスアワーを設定して、学生からの質疑応答等に積極的に活用し個別授業的な効果を企図した運用を行っている。また、講義型授業を通して得た知識を確認するため、学生によるプレゼンテーションやそれに対する学生相互の意見交換などを授業進捗に合わせて実施し、適時に教育効果の確認を行っている。
これらの授業実施については、毎学期実施するオリエンテーションや学内掲示板にて周知している。		✕		0		0		0		○		300000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		○		1600000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		検討中		R7.10月の制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、３年次からは就職ガイダンス、学内企業説明会、集団面接練習会などの就職イベントを開催することで、１年次から４年次まで体系的な就職支援プログラムを構築している。
また、業界が求める人材を熟知したキャリアサポート担当者が、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、就職指導担当職員による相談・面談を行っている。
また、エントリーシートやポートフォリオの作成、面接対策等も同様に個別に対応している。		20		20		20		514		8		81		上記と区別せず		0		上記と区別せず		0		0		高等学校における進学先一覧などにおいて、専門職大学が、専修学校や文科省以外の府省庁立の大学校などと同じ類型に分類されている例を散見する。
専門職大学がいわゆる一条校であることを誤認した不適切な扱いと考えるが、そのような状況が是正されるよう、各都道府県教育委員会に対してご指導いただくとともに、誤解に基づいた進学指導が高等学校教育の現場でなされることがないよう、指導・監督をお願い申し上げる。

		15		びわこリハビリテーション専門職大学		学校法人藍野大学		2020年度		小山　英夫（こやま　ひでお）		山川　正信（やまかわ　まさのぶ）		https://bpur.aino.ac.jp/info/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		85		0		0		1		2		2		5		0		0		0		0		0		0		10				びわこリハビリテーション専門職大学　教育課程連携協議会		年２回程度		https://bpur.aino.ac.jp/evaluation/		（審議事項）
将来構想について
　　　・新キャンパスの開設について（八日市キャンパスについて）
　　　・言語聴覚療法学科の設置について
　　　・大学院構想について
（報告事項）
2022年度　前期　教育活動実施状況　報告		・言語聴覚療法学科の設置に関しては、県で初の設置となり期待している。しかし主な入学対象者となる高校生が十分言語聴覚士という仕事のイメージができていない。そのため高校生にも理解してもらえるような広報活動を実施してほしい。
・大学院に関しては、公衆衛生や多職種連携を高度に学んでいただき、地域包括ケアシステムの進化を担える人材の育成を期待している。		・言語聴覚療法学科については、高校訪問だけでなく、高校教員を対象とした説明会も実施する予定である。
・大学院については、現在構想中であるが、リハビリテーションだけでなく、公衆衛生、多職種連携も含めた地域包括ケアシステムの進化に貢献できる人材を養成する研究科を検討している。		（審議事項）
2024年度　新規カリキュラムについて(理学療法学科、作業療法学科の教育課程改正）

（報告事項）
2022年度　教育活動実施状況　報告		・理学療法学科、作業療法学科の教育課程の改正について、以下の点を考慮して編成をして欲しい。
入試科目に生物がなく、また、生物を学ばずに入学してくる学生もいると聞く。入学後に身体に関する基礎知識を学ぶ科目についてはどのようにしているのか。
・地域を見据えた学習についてはどのように対応する予定なのか。		・生物学などの基礎的な科目については、生命科学など新たな科目を開設し対応する。また、チューター制により基礎医学系の科目で綱ずく学生へのフォローを強化していく。
・現行のカリキュラムでも正規科目の中で、学外に出て実際に地域住民を対象とした体力測定などを実施する科目を配置している。新カリキュラムにおいても同様に学内や病院等での臨床実習だけでない実習についても取り入れていく予定である。		https://cp-aino-shiga.aino.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		https://cp-aino-shiga.aino.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		理学療法学科（131単位）、作業療法学科（130単位）		理学療法学科
【卒業要件】
次により、必修科目109単位、選択科目22単位以上を修得すること。
1.基礎科目20単位以上　　　　　　　
（1）必修科目10単位
（2）選択科目10単位以上
　　・人間と社会系科目の内から6単位以上、自然科学系科目と
　　　語学教育科目の内から4単位以上を選び、合計10単位以上を
　　　修得すること。
2．職業専門科目87単位以上
（1）必修科目83単位
（2）選択科目4単位
3．展開科目20単位以上
（1）必修科目12単位
（2）選択科目8単位以上
4.総合科目4単位
（1）必修科目4単位
作業療法学科
【卒業要件】
次により、必修科目118単位、選択科目12単位以上を修得すること。
1.基礎科目20単位以上　　　　　　　
（1）必修科目11単位
（2）選択科目9単位以上
　　・人間と社会系科目の内から5単位以上を選択し、自然科学系
　　　科目と語学教育科目の内から4単位以上を選び、合計9単位以上を
　　　修得すること。
2.職業専門科目86単位　　　　　　　　
（1）必修科目86単位
3.展開科目20単位
（1）必修科目17単位
（2）選択科目3単位
4.総合科目4単位
（1）必修科目4単位
		理学療法学科　20単位
作業療法学科　22単位		理学療法学科　900時間
作業療法学科　990時間		理学療法学科　151施設
作業療法学科　66施設		あり		理学療法学科　25科目		講義については、LMSの導入により、授業前後での資料の配布や質疑にも対応し、40名を超える人数での講義であっても十分な教育効果をあげることができる。教室の環境についてもAVシステム等の整備により、40名を超える授業でも支障がないようにしている。
また、実技・演習科目については、講義と同じくLMSにより資料の配布や授業時間外での質疑に対応する体制となっているとともに、授業中は主担当の教員に複数の補助教員が入ることで教育効果を確保し、学生指導に支障がないようにしている。
		✕		0		0		0		○		①100，000円
②900，000円
③450，000円		①指定校推薦スカラシップ：指定校推薦入試での入学生に対して給付
②一般選抜スカラシップA：スカラシップ入試を受験し、成績上位の者
③一般選抜スカラシップB：スカラシップ入試を受験し、成績上位の者		①49名
②1名
③3名		✕		0		0		0		予定なし		0		求人検索システムの導入している。令和5年度には合同就職説明会の実施、就職のマナー講座なども実施する。		本学では学生の身の回りに起こる諸問題について、相談先を選べるように次の3つの手段を設定しています。
①心理カウンセリング　②担任・チューター制　③なんでも相談員制度		1～2回		延187		8		229		0		0		0		0		0		0		0		0

		16		大阪国際工科専門職大学		学校法人　日本教育財団		令和3年度		粕谷　俊彦 （かすや　としひこ）		吉川　弘之 （よしかわ　ひろゆき）		https://www.iput.ac.jp/osaka/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		119		0		1		5		0		10		3		0		0		0		2		0		1		8		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）2名（男2、女0）、海外の高校1名（男1、女0） コウトウガッコウ ソツギョウテイド ニンテイ シケン キュウ ダイガク ニュウガク シカク ケンテイ メイ オトコ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ		大阪国際工科専門職大学　教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.iput.ac.jp/osaka/about/public_publication/
https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/09/OK_curriculumcooperation.pdf		（審議事項）
・教育課程の見直しについて

（報告事項）
本学の特徴である実習科目を中心とした教育課程全般について		・学生時代の早い時期に『共創』という概念を学ぶのは非常に良い。		各学科・各科目での学生指導の中で活用していく。現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
・教育課程の見直しについて

（報告事項）
本学の特徴である実習科目を中心とした教育課程全般について		・学生にとって企業の現場社員とできる限り多くのコミュニケーションをとれる環境であれば、成長速度が跳ね上がり非常に有益な結果となるのではないか。
・臨地実務実習において、参加学生同士がもっと事前に交流できていると更に良い。		各学科・各科目での学生指導の中で活用していく。現時点では教育課程への反映はない。		https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/09/04-OK-kamoku.pdf		https://portal.iput.ac.jp/campusweb_OK/slbssrch.do;jsessionid=473414CFB7A257F936716CCE487704AD?clearAccessData=true&contenam=slbssrch&kjnmnNo=4		(情報工学科）132単位以上、（デジタルエンタテインメント学科）132単位以上		(情報工学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（必修科目:72単位、選択必修科目:15.5単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)
(デジタルエンタテインメント学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（実習科目:74.5単位、選択必修科目:13単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)		20単位(2年生：5単位、3年生：7.5単位、4年生：7.5単位)		600時間(2年生：150時間、3年生：225時間、4年生：225時間)		（情報工学科）40事業者、（デジタルエンタテインメント学科）12事業者、（両学科共通）3事業者		なし		0		0		✕		0		0		0		○		300000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		○		1660000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		未実施		0		キャリアサポートセンターの専門スタッフが、1年次より実施するキャリアガイダンスを通じてキャリア指導を行っている。具体的にはワークシートを用いた自己分析の実施から業界・企業研究の進め方などを指導している。また、積極的に外部の就職イベントや職場体験等に参加することも推奨している。それに加えて、全学生を対象にキャリアカウンセリングやESの添削、面接指導等、学生の就職活動を全面的にサポートし、就職内定から進路決定までを支援している。		本学は担任制を採用しており、適宜面談等を行い個々の学生に履修アドバイスや学修指導を実施している。また、奨学金、一人暮らし、留学等の学生生活全般を支援する担当職員を配置している。
		23		23		6		407		18		302		1		10		0		0		オンラインを活用した大学説明会・個別相談会（高校生・既卒生などを対象、延べ199名参加）
個別相談会（高校生・既卒生などを対象、延べ73名参加）
企業主催のガイダンスや地方都市でのガイダンス（高校生・既卒生などを対象、全12会場、延べ78名参加）		特にありません。

		17		和歌山リハビリテーション専門職大学		響和会		2021年度		寺下　俊雄 （てらした　としお）		寺下　俊雄 （てらした　としお）		https://wakayama.kyowa.ac.jp/information-disclosure/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		33		0		0		1		0		4		0		0		0		0		1		0		6		1				教育課程連携協議会		年１回程度		https://wakayama.kyowa.ac.jp/information-disclosure/		（審議事項）
議長の選出、構成員の紹介、学生数の報告及び状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明、意見交換

（報告事項）		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		（審議事項）
議長の選出、構成員の紹介、学生数の報告及び状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明、意見交換

（報告事項）		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		https://wakayama.kyowa.ac.jp/departiment-information/curriculumsyllabus/		
https://wakayama.kyowa.ac.jp/departiment-information/curriculumsyllabus/
		137		
卒業に必要な単位数は、
基礎科目で必修科目17単位、選択科目10単位中3単位以上選択、
職業専門科目で必修科目87単位、選択科目13単位中5単位以上選択、
展開科目で必修科目10単位、選択科目24単位中10単位以上選択、
総合科目で必修科目4単位、選択科目3単位中1単位選択
合計137単位以上。		理学療法学専攻【23単位】
作業療法学専攻【23単位】		理学療法学専攻【1035時間】
作業療法学専攻【1035時間】		理学療法学専攻【75施設】
作業療法学専攻【64施設】		なし		0		0		✕		0		0		0		○		200000		各年度において審査を行い、前年度の成績がGPA3.5以上、かつ、各学年において上位10％以内の基準を満たした各専攻上位1名		0		○		125000		学校推薦型選抜指定校入学奨学金。学校推薦型選抜指定校において入学手続きをした全ての者。入学金の半額125000円を奨学金として給付		24		検討中		R7.4月の制度適用に向け、現在学内で申請検討中である		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、４年次に就職ガイダンス、就職イベントを開催する予定		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、担任による相談を行っている。また、学生生活委員会からも各委員が個別面談をその都度行っている		183		68		20		149		2		31		1		10		1		10		大学内での説明会（県立和歌山商業高校3年生、1回、38人）、出前授業(近大新宮1回、高校生24人及び中学生2人。粉河高校3年1回、38人。和歌山北高校北校舎3年1回、13人。箕島高校3年1回12人。耐久高校1回、2年15人、1年16人。）。大学内での説明会で、和歌山北高校サッカー部対象のフィジカル講座27人参加。今後も引き続き対象高校を拡大し、リハビリ専門職希望者の裾野を拡げて、オープンキャンパス参加、本学への受験及び入学につなげていく。		大学と専門学校と専門職大学の違いがわからない高校教員が未だに多く、1条校なのに大学よりも入りやすい、又は格下とみなしていることに非常に残念に思っています。大学と専門職大学をどちらか紹介するとすれば大学の方を高校生に勧める傾向がある。特に進学校の高校は、専門職大学よりも大学の方を勧める傾向がある。進学実績をアピールする高校側からすると大学への進学実績の方が保護者には良い印象を持つと考えているからである。全国的に総じて専門職大学は定員確保に苦戦していることも事実。まず高校教員への考え方を変える必要があると思います。そういう施策を熱望します。専門職大学のパンフレット発行には大変感謝しております。

		18		岡山医療専門職大学		学校法人本山学園		令和2年度		室山　義正 （むろやま　よしまさ）		浅利　正二 （あさり　しょうじ）		https://opu.ac.jp/disclosure/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		45		0		0		3		0		2		6		0		0		0		1		1		2		4				教育課程連携協議会		年２回程度		https://opu.ac.jp/disclosure/file/council.pdf		（審議事項）
・医療業界との連携に関する職業の観点から教育課程に対する提案内容
・実習施設との連携に関する協力の観点から教育課程に対する提案内容
・実習施設との連携に関する協力の観点から講義開講時期及び登録単位数の上限、進級要件の変更に対する提案内容
（報告事項）
・理論と実践を架橋するように開講時期を変更する。
・応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を現場のニーズに沿って変更する。
・理学療法セミナーⅡ・作業療法セミナーⅡを選択科目から必修科目に変更すると共に、卒業単位数の変更を行う。		現在、講義より先に実習を行っている科目があり、理論と実践を架橋するために開講時期を変更することで教育効果が高まると考えられる。理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡを必修化し、卒業試験を行うことで国家試験に向けた学習の促しがスムーズになると考えられる。応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を現場のニーズに沿って変更することが望ましい。依って、教育課程の見直し（開講時期の変更）、授業科目の内容の変更を検討していただきたい。		協議会で検討した結果、応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を見直した。
令和6年度入学生より理論と実践を架橋するための学修が困難な科目があるため、教育課程を見直し、教育効果を上げるために配当時期を変更した。
理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡを選択科目から必修科目に変更し、卒業試験を導入すべく、選択・必修の別、卒業単位数の変更について、変更承認申請中となっている。		（審議事項）
・医療業界や地域との連携に関する職業ならびに地域の観点から臨地実務実習見学実習の形態および実習時間、実習の適正化に対する提案内容
・卒業試験の導入
（報告事項）
・臨地実務実習（見学実習）の形態は、代替講義だけで無く、現場での体験が必要である。
・国家試験の意識付けとなり、国家試験に向けた学習の促しがスムーズになるため、卒業試験を導入する。		臨地実務実習（見学実習）の形態は、代替講義だけで無く、現場での体験が必要という意見があり、現場実習を含めた実施を検討していただきたい。国家試験の意識付けとなるため、卒業試験の導入を検討していただきたい。		・臨地実務実習（見学実習）については、令和5年度は現場での体験実習を計画している。
・理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡで卒業試験を導入した。
		https://opu.ac.jp/disclosure/file/numbering.pdf		https://motoyama-web.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		【理学療法学科】135単位
【作業療法学科】135単位		【理学療法学科】
必修科目131単位、選択科目4単位以上を履修すること。
　基礎科目22単位以上
　　必修科目18単位以上
　　選択科目4単位以上
　職業専門科目89単位以上
　　専門基礎分野科目から必修科目32単位以上
　　専門分野科目から必修科目57単位以上
　展開科目必修科目20単位以上　
　総合科目必修科目４単位以上
　　
　実習・実験科目から40単位以上
　　うち、臨地実務実習20単位以上
【作業療法学科】
必修科目131単位、選択科目4単位以上を履修すること。
　基礎科目22単位以上
　　必修科目18単位以上
　　選択科目4単位以上
　職業専門科目89単位以上
　　専門基礎分野科目から必修科目32単位以上
　　専門分野科目から必修科目57単位以上
　展開科目必修科目20単位以上
　総合科目必修科目４単位以上
　　
　実習・実験科目から40単位以上
　　うち、臨地実務実習22単位以上		【理学療法学科】
　見学実習：1
　評価実習：3
　総合実習Ⅰ：8
【作業療法学科】
　見学実習：1
　評価実習：3
　総合実習Ⅰ:9		【理学療法学科】
　見学実習：45
　評価実習：135
　総合実習Ⅰ：360
【作業療法学科】
　見学実習：45
　評価実習：135
　総合実習Ⅰ：405		【理学療法学科】43施設
【作業療法学科】20施設		あり		1科目		合同講義を行ったのは「岡山経営者論」で、グローバル企業を始め、県内経済会の経営者を招聘しているため、学修効果が上がるように、学生には事前に講師の企業や特色などを調べさせ、講師への質問事項を予め提出させている。また、講師にはそれをふまえて講義を行ってもらい、学修効果を高めている。また講義後に提出させているレポートに対し、フィードバックを行っている。今年度は、理学、作業療法学科合計で31名であったが、講義には講師の他に補助者を1名配置している。このような工夫により学修効果は十分に上がっている。なお、合同講義は、大講義室（225名収容可能）で行っている。
学生への周知方法：シラバスにて周知。		✕		-		-		-		○		本山学園特待生制度ランクS（146万円）、ランクA（73万円）、ランクB（30万円）　成績優秀者奨学金ランクA（100万円）、ランクB（50万円）、ランクC（30万円）　親族割引奨学金（20万円）		本山学園特待生制度（一般選抜1次と共通で課せられる特待生チャレンジ試験において優秀な成績を修めた者）成績優秀者奨学金（前年度の成績優秀者（年間成績上位者）に対し支給）親族割引奨学金（親族が、本山学園グループに在籍、卒業または同時入学（2人目から）の者		11		✕		-		-		-		予定なし		-		キャリアサポートセンターと担任教員で連携し、就職支援を行っている。キャリアサポートセンターには専任職員を2名配置している。
就職ガイダンスや学生への個別指導（応募書類の指導、小論文・作文の添削指導、面接指導、面談等）をきめ細かに行っている。		心理カウンセラーなどの専門家による相談を行っている。
		108		680		15		286		0		0		1		7		1		7		0		認証評価について5年単位の分野別、7年単位の機関別認証評価の実施が求められているが、5年と7年で実施すると、5年、7年、10年、14年、15年、20年、21年と実施されることになるため、7年に統一すべきだと考える。

		19		高知リハビリテーション専門職大学		学校法人　高知学園		平成３１年度		髙瀨 久志（たかせ　ひさし）		宮川　哲夫（みやがわ　てつお）		https://kpur.ac.jp/about/johokokai/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		80		0		1		1		3		3		14		0		0		0		0		0		0		8				高知リハビリテーション専門職大学教育課程連携協議会		年２回程度		https://kpur.ac.jp/about/johokokai/		（審議事項）
令和７年度カリキュラム改定（案）の審議を実施した。
各委員には書面にて後日意見を提出してもらうことになった

（報告事項）
各委員からの意見をとりまとめたものを報告した。		各委員からの意見の中で、意見が多かったものを以下のとおり報告した。
全体の単位数を減らすこと。
言語聴覚士の指定規則の改正がされた後原案の見直しを行う。		全体の単位数を減らすことは盛り込むことで再度原案の見直しを行うこと。
言語聴覚士の指定規則の改正を反映したカリキュラムにする。		（審議事項）
　現行のカリキュラムの問題点について

（報告事項）		学事日程が過密である。
科目数が多く学生への負担が大きい		上記の点を踏まえて次回のカリキュラムに反映させる。		https://kpur.ac.jp/about/johokokai/		https://krp-u.net/homepage/syllabus.php		理学療法学専攻　2019年度入学生　140単位　2020年度以降入学生　143単位
作業療法学専攻　2019年度入学生　141単位　2020年度以降入学生　144単位
言語聴覚学専攻　140単位		卒業に必要な単位数は、
（理学療法学専攻）　2019年度入学生　　　　必修　117単位　選択　23単位　合計　140単位
　　　　　　　　　   　　2020年度以降入学生　 必修　118単位　選択必修　6単位　選択　19単位　合計143単位
（作業療法学専攻）　2019年度入学生　　　　必修　119単位　選択　22単位　合計　110単位
　　　　　　　　   　　　2020年度以降入学生   必修　120単位　選択必修　6単位　選択　18単位　合計144単位
（言語聴覚学専攻）　　　　　　　　　　 　　  　　必修　127単位　選択　13単位　合計　140単位		（理学療法学専攻）23単位
（作業療法学専攻）24単位
（言語聴覚学専攻）20単位		（理学療法学専攻）1035時間
（作業療法学専攻）1080時間
（言語聴覚学専攻）900時間		理学療法学専攻　155施設
作業療法学専攻　112施設
言語聴覚学専攻　  71施設		あり		14		教育効果を確保するために、授業担当教員に専任教員や理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士の資格等を有する者を教育補助者としてつけ、
学生の授業理解促進のための支援や助言等を行う。また、授業担当教
員が円滑な講義が進行できるように補助する。視聴覚設備などの完備や
十分な収容能力を持つ講義室で行う。
学生への周知は、ネット掲示板（ポータルサイト）を通じて行う。		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		1260000		本学指定科目の総得点が各専攻各学年1位かつ
全体のＧＰＡが3.5以上		8		予定なし		-		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、４年次に就職ガイダンス、マナー講習、履歴書セミナー、キャリアガイダンスなどの就職イベントを開催することを行うまた、キャリアセンターの教職員を中心に学生への個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、学生支援室を設置し、看護師や臨床心理師が心と体のケアを個別に行う体制を整えている。また、学生の相談にはメールでの窓口、相談箱など学生相談窓口を設け、ハラスメントやDVなど様々な相談体制を整えている。		910		189		7		316		0		0		2		29		0		0		本学キャンパスに高校生を招いて職業教育、大学説明を行う[高知リハ大キャンパス訪問」を実施している。令和4年度は7校、7回、296名が来学した。		－

		20		名古屋産業大学		学校法人　菊武学園		令和3年度		高木　弘恵　（たかぎ　ひろえ）		高木　弘恵　（たかぎ　ひろえ）		https://www.nagoya-su.ac.jp/guide/disclosure/info172_2/		あり		2		女性のためのキャリアアップ実践力プログラム		https://www.nagoya-su.ac.jp/guide/bp/		なし		0		地域における中小企業活性化のための社会人リカレント教育		https://www.nagoya-su.ac.jp/guide/bp/		なし		0		0		0		選択してください		0		5		0		0		1		0		1		0		0		0		0		8		0		0		0		海外の高校2名（男2）？ カイガイ コウコウ メイ オトコ		名古屋産業大学　経営専門職教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.nagoya-su.ac.jp/manage2021/wp-content/uploads/2023/04/ac_report_2022.pdf		（審議事項）地域及び産業界との連携に関する近隣の中小企業等の視点から教育課程に対する提案内容


（報告事項）教育課程の進捗状況		教育プログラムに関しては、協議会の委員からは評価を受け、今後の臨地実務実習で、実際に連携できる
状態を期待している声が多くあった。2023年度に長期臨地実務実習が開始することから、開始後に再び審議を行い教育課程の見直しが必要であれば反映する。		今年度の審議内容での大学での教育課程への変更内容はなし		（審議事項）地域及び産業界との連携に関する近隣の中小企業等の視点から教育課程に対する提案内容


（報告事項）教育課程の進捗状況		特になし		今年度の審議内容での大学での教育課程への変更内容はなし		https://www.nagoya-su.ac.jp/manage2021/wp-content/uploads/2022/07/R04-cal-sen.pdf		http://syb.nagoya-su.ac.jp/		124		【卒業に必要な単位数】
次により、必修科目100単位、選択科目24単位以上を修得すること。
　一般・基礎科目20単位以上　　教養教育科目から4単位以上
　　コミュニケーション・キャリア教育科目・ゼミナールから14単位以上
職業専門科目80単位以上
　　専門基礎教育科目から12単位以上 　　専門教育科目から48単位以上
臨地実務実習から20単位
展開科目20単位以上
総合科目4単位
		2		64		14		なし		0		0		✕		0		0		0		○		0		1年次から3年次のうち、自宅からの通学に合理的な経路による公共交通機関で片道2時間以上を要する者を遠隔地補助の対象とする。なお原則として特待生（授業料等の免除者）及び私費外国人留学生には適用しない。
		0		○		7943750		（１） 初年度経済支援制度
（２） 学業特待生制度　（３） スポーツ特待生制度
（４） その他本学が指定する特待奨学金制度
		47		予定なし		0		教育課程内では必修科目である「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」を通じて一年次から就業意識の醸成、自己分析や業界研究等を行い、教育課程外ではキャリア支援委員会とキャリア支援課が連携して個別面談や資格取得指導等きめ細やかな指導を行っている。
		ゼミナール担当教員が学生の個別指導や相談対応を行うほか、保健室と専門カウンセラーが連携しメンタル面での相談に対応する体制を整えている。
		2204		581		18		498		18		498		3		30		3		30		校内ガイダンス(対象：高校生、年間で約300回開催。参加者総数不明。)
出前授業（商品開発指導など。高校生対象。経営専門職学科で年間で20回実施。参加者総数不明。）
高校生ビジネスデザインコンテスト開催（年一回開催。高校生対象：5校19チームが参加）
		0

		21		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部		静岡県		令和２年度		0		鈴木　滋彦（すずき　しげひこ）		本学ウェブページ【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/】
静岡県立農林環境専門職大学リポジトリ「アグリフォーレ・レポート」【https://spua.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_snippet&index_id=9&pn=1&count=20&order=7&lang=japanese&page_id=13&block_id=21】
自己点検評価報告書【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/】		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		27		0		0		0		54		2		2		0		0		0		0		0		3		13				静岡県立農林環境専門職大学短期大学部教育課程連携協議会		年２回程度		大学ホームページ（https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/）		（審議事項）
・カリキュラム検証ワーキングチームで検討したカリキュラムの変更案に対する審議
前回協議会で報告したカリキュラム変更案を一部修正した内容で、意見を求めた。
①短大は２年間という時間的制約があり、学生の意向に配慮したカリキュラム改善する姿勢は、非常に良い。②実践力を重視したカリキュラムへ変更されている点が良い。特に実践マーケティングが加えられたことは評価できる。③人気ある講義について、授業回数を増やすことは良いが、カリキュラムの偏りに注意が必要。④短大が併設大学のように講義が多くなることは問題である。

・本学のビジョンと戦略に対する審議
教育、研究、学生支援、社会貢献・地域連携・国際化、大学運営　の柱を立てることとし、本協議会ではこのうち教育ビジョンの骨子案を報告し、意見を求めた。
①教育ビジョンについては、併設する４大との違いを明確に示すべきである。②短大は、現場目線で学生を育てないと、静岡県の農家たちから信頼が低下する。

（報告事項）
・カリキュラム検証ワーキングチームで検討したカリキュラムの変更案の報告
　授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項での課題抽出を踏まえ、学修者本位のカリキュラムにしていく必要があることから、カリキュラム検討委員会において検討してきた下記のカリキュラム改善策を報告した。
①「効率的に単位を取得するため」及び「受講可能科目を増やすため」に通年科目を前・後期に分割。②卒業後即戦力となる実践的な内容が学べる授業を自由科目として新規に開講。③受講希望者の多い選択科目の授業回数を２回開講。④農業の基礎知識がない新入生に対する導入科目の内容改善。⑤基礎知識が少ない時期（1年夏期）の学生に対する授業内容の改善。⑥授業間の内容の重なりへの対応として、教員同士の授業内容の共有化。⑦卒業間近に実施している必修科目の開講時期の前進化。		・カリキュラムの改善について、上記の意見を踏まえ、原案どおり変更してもらいたい。
・ビジョンと戦略については、併設大学との教育ビジョンを明確に示してもらいたい。		・連携協議会の委員の提言を踏まえ、教務委員会、教授会において、より良い学びになるよう、令和５年度からカリキュラムの一部を変更して運営していくこととした。
・教育ビジョンについては、大学との違いを明確にして具体的に策定することとした。		（審議事項）
・授業評価アンケート及び学生アンケートによる課題の抽出と検討状況について
下記報告事項において、学生視点からの様々な課題があった。②抽出された課題について委員からの意見を求めた。
①短大はカリキュラム期間が限られているが、学びの順番等の課題を改善されたい。②授業の内容について講師間の連携をしっかりとってもらいたい。③農業系高校出身者でなくても農林業の学びに速やかについてこれるような配慮された授業が必要。④FD・SD委員会による、これらの学生評価への取り組み対応が、非常に丁寧にやられている。

（報告事項）
・授業終了時の全教科毎の学生によるアンケート評価について(授業評価)
・授業及び学生生活に関する年度末の学生の意識調査について(大学評価)
①各教科において「満足度を高めた」、「身につけた実感を高めた」という評価が多くの授業科目で見受けられた。②1期生よりも2期生において満足度や身につけた実感が高まっている科目が多くなった。③「授業の内容や方法について、総合的にみてこの授業に満足しましたか」という問いでは、「非常にこの授業に満足している」との回答をしている学生が多かった。④「学生アンケート」の結果では、満足度や学修成果に関する評価は1期生よりも2期生の方が高まっていた。⑤上記のとおり、教員の授業改善によって、成果が着実に出ていることを報告した。		・短大は２年間という限られた中で、カリキュラムを構成する必要があるので、十分吟味すること。
・授業の内容について講師間の連携をしっかりとること。
・学生の学びの順番を再考すること。		・何を学ばせて何を身に付けさせたかという教学マネジメントの観点から、学修者本位のカリキュラムにしていく必要がある。
・連携協議会の委員の提言を踏まえ、教務委員会、教授会において、より良い学びになるよう、カリキュラムを再考した。		https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/document/curriculum_map_2020.pdf		https://www.spua.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		68単位		卒業に必要な単位数は、基礎科目１０単位、職業専門科目４６単位、展開科目１０単位、総合科目２単位以上。		10単位		450時間		85		あり		1		「静岡学」（大学と合同で実施）について、本県ゆかりのトップランナーによる講話の聴講や、
多様な意見に触れることを目的に行う発表は全員で行うが、講話後に行うグループワークは少人数で
行うなど、十分な教育水準が担保されるよう配慮して実施している。
学生への周知は、シラバス、学生便覧及び初回授業で行っている。		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		全額、半額、１／３		・入学前年の家計状況。
・入学前１年以内又は入学後に本人の属する世帯の主たる家計支援者が天災その他の災害により著しい損害を受け、授業料の納付が困難な者で、かつ、知事が認めた者		0		実施		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、学生のキャリア形成支援のための以下の取組を行っている。
①１年次から活動時期に応じた進路セミナーの実施、②就職情報の収集・提供、就職の斡旋、③担任教員と連携した進路相談、履歴書、面接指導、④無料職業紹介事業を活用した県内農業法人等からの求人の受付、⑤本学学生と農業法人等の企業・雇用者が直接対話する合同説明会開催、⑥3日～5日程度のインターンシップの実施、⑦資格取得支援（希望者を対象にフォークリフト、農業用ドローン、農業技術検定等の資格講習を学内を会場に実施）等		令和５年度より静岡県立農林環境専門職大学障害学生支援委員会を設置し、学生の修学に必要とされる配慮を実施している。
学生からの事前相談や大学生活全般における相談対応として、カウンセラー、保健師等の専門家による相談を行っている。		283		166		6		453		-		-		-		-		-		-		日本学校農業クラブ全国大会においてブースを出展（年１回、全体参加者約4,000人）

（記載例）
大学見学ツアー（高校2年生、3回、30人）、都道府県勉強会（進路指導担当教員、４回、20人）		　認証評価制度において、本学のような規模の小さい単科の大学では、機関別認証評価と分野別認証評価において多くの重複が想定される。加えて、大学と短期大学部を併設していることから、施設・教員・事務局等、共通事項が多い中、それぞれで評価を受けることとなり、短期間で計４回の認証評価を受けることとなる。これにより、事務作業と受審費用の過大な負担が生じることとなる。
　令和４年３月18日にまとめられた中央教育審議会大学分科会質保証システム部会の「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について（審議まとめ）」において、「評価認証制度の改善・充実の方向性」の【先導性・先進性の確保（柔軟性の向上）】の項目において、「分野別評価と機関別評価のサイクルが異なること等に伴う大学の受審負担を軽減する仕組みや分野別評価の合理化の在り方について、認証評価の実施状況や受審大学の状況も踏まえ引き続き検討する。」とある。
　今後、機関別認証評価及び分野別認証評価の実施方法の簡素化及び合理化、並びに受審大学の特性に合わせた作業負担及び費用負担の軽減を要望する。

		22		ヤマザキ動物看護専門職短期大学		学校法人　ヤマザキ学園		令和元年度		山﨑　薫 （ヤマザキ　カオル）		山北　宣久 （ヤマキタ　ノブヒサ）		https://www.yamazaki.ac.jp/		なし		0		0		0		なし		0		0		0		なし		0		0		0		なし		0		90		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		8		高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）1名（女1）、海外の高校2名（男0、女2） コウトウガッコウ ソツギョウテイド ニンテイ シケン キュウ ダイガク ニュウガク シカク ケンテイ メイ オンナ カイガイ コウコウ メイ オトコ オンナ		ヤマザキ動物看護専門職短期大学教育課程連携協議会		年２回程度		https://pc.yamazaki.ac.jp/guide/joho/		（審議事項）
令和5年度カリキュラムについて

（報告事項）
新旧カリキュラムとの比較で専門職短大の国試対策の充実を図る変更等の状況が説明された。
		委員から、国家試験の今回の合格率、難易度等の質問があった。
委員から、国家試験に対するカリキュラムは理解したが、心の教育についての取り組みについて質問があった。		17日の発表で確認できることの説明があった。
１年次から精神面フォローを養成する取り組みをカリキュラムに入れている旨の説明があった。		（審議事項）
令和4年度臨地実務実習の実施状況について
（報告事項）
臨地実習１～6の全体の説明後、出席する担当教員から個別の実習の概要の説明を行い、担当教員からは、追加の臨地実務実習資料に基づき、コロナウィルスに留意しながら、クラスターの予防措置を取り実習にあたっていること、また、事前授業でのマナー、礼節についても教育し、事後授業では実習体験から振り返りの時間を持ち、次のステップに進めるための自覚を持てるように取り組んでいる旨の説明があった。		委員から、臨地実習5、6を病院と関連企業の半分半分というのは出来ないかとの意見があった。		現在実習中の臨地実習4の2年生は、動物関連企業様（ペットショップ、ホテル、同伴宿泊施設、シェルター等）への実習に取り組んで必要な業務を学んでいるとの説明があった。
　また、臨地実習5、6については、就職先を意識した実習の取組になる旨の説明もあった。
臨地実習3、4を踏まえてのステップになるため、また学生の混乱を招かないための配置となっており、インターンという選択も別途認めて、就活の一つの手段として選択の幅をもたせている旨の説明があった。		https://pc.yamazaki.ac.jp/for-students/		https://pc.yamazaki.ac.jp/for-students/		100単位		卒業に必要な単位数は、必修科目79単位、選択科目21単位、合計100単位以上。
		15単位		450時間		動物病院　　　　135病院　
動物関連企業　118施設　合計253箇所		あり		39科目		【十分な教育効果を上げるための配慮】
科目により、以下の内容を組み合わせて十分な教育効果を上げるための配慮をおこなっている。
・パワーポイント、配付資料の活用
・リアクションペーパーの活用
・理解度チェックのための小テストまたは小レポートの実施
・質問時間を設け、個別に質問があった場合は次回の授業で全体に対して回答する
【学生への周知方法】
同時に授業を行う学生数が40人を超えることが想定される科目については、年度初めに配付するシラバスに「同時に授業を行う学生数が40人を超えた場合の教育上の配慮」を記載している。		✕		－		－		－		○		600000		入学後の学業成績優秀で将来の指導者を目指す
学生に対して山﨑良寿記念奨学金年間30万円を
支給。
		2		○		1450000		①総合型選抜試験Ａ日程・学校推薦型選抜試験Ⅰ期・一般選抜試Ⅰ期において優秀な成績で合格し入学する学生に、学費10万円を減免。
②兄弟姉妹または父母がヤマザキ学園関連校の在籍生または卒業生である者に対し、入学手続時に入学金25万円を減免。		13		検討中		具体的な時期は未定であるが、時期も含め現在学内で申請検討中。		アッセンブリーアワーキャリア教育アワー授業として、1年次には職業選択、自己分析、仕事研究、就職活動から内定までのスケジュールについてのセミナーを実施。2年次には、動物病院、動物関連企業を学内に招聘し説明会を開催。3年次には、就職担当の職員がエントリシート、履歴書の記入方法から模擬面接等対応することで、1年次から3年次までキャリアサポートを構築している。
また、クラス担任、就職委員会、就職担当の職員の三者が連携し、本人の希望や適正に合った就職先へ導けるよう一人ひとり丁寧に個別指導を行っている。		学生一人ひとりへの細やかな指導及び支援を目的とし、クラス制を導入している。各クラスにはアドバイザ並びにアシスタントアドバイザーを配置し、気軽に相談できる体制を整えている。また、専門家による相談対応として、心理カウンセラーを配置し専門家による相談体制も整えている。		40		40		14		545		6		84		2		48		-		-		WEBオープンキャンパス（2回、128名(受験対象者）参加）、オンライン入試・学費説明会（4回、34名（受験対象者）参加)		0

		23		せとうち観光専門職短期大学		学校法人穴吹学園		令和3年度		穴吹　忠嗣 （あなぶき　ただつぐ）		青木　義英 （あおき　よしひで）		https://web.seto.ac.jp/about/information/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		15		0		0		0		1		0		0		0		1		0		1		0		0		2				せとうち観光専門職短期大学　教育課程連携協議会		年２回程度		https://web.seto.ac.jp/about/information/		（審議事項）
観光業界における資格取得の推奨について協議した。

（報告事項）		観光業界の各分野において、資格は有用ではあるが必須ではない。それよりも所属している部門だけでなく、組織全体を俯瞰できる人材を養成してほしいとの意見があった。
また観光業界では人材不足が大きな問題となっている。地元エリアでの人材輩出を期待している。		委員からの意見を踏まえ、完成年度以降の教育課程改正に反映していく予定である。		（審議事項）
新型コロナ感染症に対する対応策、受け入れ施設側の負荷への対応策、コロナ禍における受け入れ施設の確保等について協議した。

（報告事項）
主に「臨地実務実習Ⅱ」および「臨地実務実習Ⅲ」について、実施状況を報告した。		コロナ禍により観光業界の現場では受け入れ体制として厳しい状況がある。例えば来客数の減少に伴うスタッフの人員整理や、施設によっては稼働していないケースもある。施設側の状況に応じ、臨地実務実習実施施設の調整の必要である旨の意見があった。		本学で受け入れの承諾を受けている臨地実務実習施設の多くが、新型コロナ感染症の影響を大きく受けている。その状況から、現場の負担をできる限り軽減するため、実習担当教員と実習施設指導者との連携を密にし、学生の希望を考慮しつつ1施設における受け入れ人数や日程等を協議調整した上で実施する。		https://web.seto.ac.jp/education/syllabus/		https://seto.ask-dplus.com/wp/wp-content/themes/seto/pdf/syllabus/syllabus2023.pdf		（観光振興学科）　96単位		【卒業要件】
次により、必修科目73単位、選択科目23単位以上、合計96単位以上を修得すること。
　基礎科目15単位以上
　　選択科目のうち、企業の社会的責任、法と社会、ビジネスコミュニケーション、信仰の歴史、異文化理解、災害と防災の科学から6単位を選択必修とする。
　職業専門科目62単位以上
　　選択科目のうち、せとうち観光アート論、せとうち観光資源論、四国巡礼研究、四国観光史から4単位、交通産業論、宿泊産業論、地域創生事業論から2単位、ホスピタリティ実務実習A、ホスピタリティ実務実習Bから１単位を選択必修とする。
　展開科目15単位以上
　　選択科目のうち、中小企業論、コミュニティデザイン論、マーケティング論、起業論から4単位を選択必修とする。
　総合科目4単位以上

（ 履修科目の登録の上限：42単位(年間) ）		（観光振興学科）　20単位		600時間		15施設		なし		0		0		✕		0		0		0		○		10万円		2年次の臨地実務実習Ⅱ・Ⅲにおいて航空クラスを選択する学生で以下の基準を満たす者。
・1年次の通算GPAが2.5以上
・概ね出席率が良好である		1		○		90万円		・入学生保有資格特待生制度：入学までに実用英語検定試験2級以上に合格（20万円免除）
・入学生特待生制度：総合型選抜入試の合格者で「特待生トライアル試験」を受験し、試験結果が80点以上の上位成績優秀者（1位：70万円免除）		2		予定なし		0		ホスピタリティ実務実習、ビジネスコミュニケーション、キャリアデザイン論などの科目、さらに600時間に及ぶ臨地実務実習といった観光専門職業人として必要な実践力を身に付けるカリキュラムに加え、2年次からは4月と10月に就職ガイダンスを実施し、就職活動に対する動機づけを行っている。また企業研究や自己分析、面接対策といった各種就活サポート講座を実施している。さらに臨地実務実習終了時に合わせ、個別面談を学生全員に実施し、個々の希望や状況の把握を行い個人に合わせた支援を行っている。		大学の規模が小さく学生数が少ないため、学生と教職員の距離が近く学生の状況を把握しやすい環境にある。学生生活に関わる相談については、日常的に会話する中で把握することも可能で、大学全体で随時対応している。特に専門性を要する相談については、他の校舎にはなるが常勤している臨床心理士が対応する。
また学習支援に関しては、観光業に必須となる英語について、苦手としている学生を対象に課外で講座を実施している。		181		56		9		47		2		10		1		38		0		0		オンライン説明会（高校生・保護者、7回、8人）、個別相談（高校生・保護者、3回、3人）、高校内ガイダンス（高校生、41回、218人）、高校出張授業（高校生、8回、154人）		0

																・履修証明プログラムは、名古屋産業大学のみ実施（2プログラム） リシュウショウメイ ナゴヤ サンギョウ ダイガク ジッシ																												・専門職大学への入学者は、やはり普通科高校からが多い。（例外、静岡農林環境専門職大学短期大学部。農業高校出身者が多数） センモンショク ダイガク ニュウガクシャ フツウカ コウコウ オオ レイガイ シズオカ ノウリンカンキョウ センモン ショク ダイガク タンキダイ ガクブ ノウギョウ コウコウ シュッシンシャ タスウ																																																・卒業要件単位数は、4年制大学の場合、124～145単位 ソツギョウ ヨウケン タンイスウ ネンセイ ダイガク バアイ タンイ																				・iU、電動モビ、東京情報デザイン以外は、大学独自の学生支援制度を設けている。 デンドウ トウキョウジョウホウ イガイ ダイガク ドクジ ガクセイ シエン セイド モウ																								・実施済みは、静岡農林環境専門職大学短期大学部のみ。 ジッシ ズ シズオカ ノウリン カンキョウ センモンショク ダイガク タンキ ダイガクブ

						：要確認 ヨウカクニン																																																																																						・臨地実務実習は、4年制大学の場合、単位数20～27単位、総実習時間数600～1215時間 リンチ ジツム ジッシュウ ネン セイ ダイガク バアイ タンイスウ タンイ ソウ ジッシュウ ジカン スウ ジカン

						：好事例 コウジレイ

																																																																																												・40人を超える授業について、完成年度を迎えた大学（国際ファッション、ヤマザキ動物看護）で科目数が多くなっているのが気になりはするが、教育効果を上げるための各種取組（補助教員の配置、授業形態の工夫）、や学生への周知（シラバスなど）を適切に行っているので問題ないと思われる。 ニン コ ジュギョウ カンセイネンド ムカ ダイガク コクサイ ドウブツ カンゴ カモクスウ オオ キ キョウイク コウカ ア カクシュ トリクミ ホジョキョウイン ハイチ ジュギョウ ケイタイ クフウ ガクセイ シュウチ テキセツ オコナ モンダイ オモ																																												・社会人の受け入れを見据え、検討中と回答した大学は7大学 シャカイジン ウ イ ミス ケントウチュウ カイトウ ダイガク ダイガク









【機密性○（取扱制限）】		




元データ

		１．基本情報 キホンジョウホウ																																								２．①退学者数																								２．②入学者選抜の状況 ニュウガクシャ センバツ ジョウキョウ												２．③出身高校の学科別入学者数 シュッシン コウコウ ガッカ ベツ ニュウガクシャ スウ																												３．教育課程連携協議会 キョウイク カテイ レンケイ キョウギカイ																		↓その他情報（委員名等）は名簿を参照 ホカ ジョウホウ イインメイ ナド メイボ サンショウ										４．教育課程等の状況 キョウイク カテイ ナド ジョウキョウ																				５．遠隔授業の実施状況 エンカクジュギョウ ジッシ ジョウキョウ																		６．学科別の卒業者数・就職者数・進学者数等 ガッカ ベツ ソツギョウシャ スウ シュウショクシャ スウ シンガクシャ スウ ナド																																																								７．国家資格の取得状況 コッカ シカク シュトク ジョウキョウ																						８．①大学独自の奨学金・学費免除制度 ダイガク ドクジ ショウガクキン ガクヒ メンジョ セイド																								８．②教育訓練給付制度								９．学生募集活動の実施状況（令和４年度）																						10．専門職大学制度に関する御意見・御要望（任意）

		大学等名 ダイガク ナド メイ		設置者の名称 セッチシャ メイショウ		完成年度 カンセイ ネンド		理事長名（ふりがな） リジチョウ メイ		学長名（ふりがな） ガクチョウメイ		教育研究活動等に関する情報の公表 ヒョウ		履修証明プログラムの有無 ウム		履修証明プログラムの数 カズ		①名称 メイショウ		①URL		①単位授与の有無 タンイ ジュヨ ウム		①授与単位数 ジュヨ タンイ スウ		②名称 メイショウ		②URL		②単位授与の有無 タンイ ジュヨ ウム		②授与単位数 ジュヨ タンイ スウ		③名称 メイショウ		③URL		③単位授与の有無 タンイ ジュヨ ウム		③授与単位数 ジュヨ タンイ スウ		学部（学科） ガクブ ガッカ		学科（専攻） ガッカ センコウ		退学者数 タイガクシャ スウ		内訳① ウチワケ		内訳①　　人数 ウチワケ ニンズウ		内訳②		内訳②　　人数 ウチワケ ニンズウ		内訳　③ ウチワケ		内訳③　　人数 ウチワケ ニンズウ		内訳④		内訳④　　人数 ニンズウ		主な退学理由 オモ タイガク リユウ		志願者数 シガンシャ スウ		受験者数 ジュケンシャ スウ		合格者数 ゴウカクシャ スウ		入学者数 ニュウガクシャ スウ		入学定員 ニュウガク テイイン		収容定員 シュウヨウ テイイン		普通 フツウ		学際領域 ガクサイ リョウイキ		地域社会 チイキシャカイ		普通（その他） フツウ ホカ		農業 ノウギョウ		工業 コウギョウ		商業 ショウギョウ		水産 スイサン		家庭 カテイ		看護 カンゴ		情報 ジョウホウ		福祉 フクシ		専門（その他） センモン ホカ		総合学科 ソウゴウガッカ		名称 メイショウ		開催頻度 カイサイ ヒンド		審議情報等に関する情報の公表先 シンギ ジョウホウ ナド カン ジョウホウ コウヒョウサキ		教育課程の編成に関する基本的な事項　審議・報告内容の概要 シンギ ホウコク ナイヨウ ガイヨウ		教育課程の編成に関する基本的な事項　学長への意見の概要 ガクチョウ イケン ガイヨウ		教育課程の編成に関する基本的な事項　意見を踏まえた対応状況 イケン フ タイオウ ジョウキョウ		教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項　審議・報告内容の概要		教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項　学長への意見の概要		教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項　意見を踏まえた対応状況		委員区分１ イイン クブン		委員区分２ イイン クブン		委員区分３ イイン クブン		委員区分４ イイン クブン		委員区分５ イイン クブン		授業科目一覧 ジュギョウ カモク イチラン		シラバス		卒業要件単位数 ソツギョウ ヨウケン タンイスウ		履修方法 リシュウホウホウ		臨地実務実習　単位数 リンチ ジツムジッシュウ タンイスウ		時間数 ジカン スウ		実習先等企業数（令和４年度） ジッシュウサキ ナド キギョウスウ レイワ ネンド		40人を超える科目　有無 ウム		40人を超える科目数 スウ		十分な教育効果を上げるための配慮、学生への周知方法		実施状況 ジッシ ジョウキョウ		授業の一部で遠隔授業を行う科目数 ジュギョウ イチ ブ エンカク ジュギョウ オコナ カモクスウ		授業のすべてを遠隔授業を行う科目数 ジュギョウ エンカク ジュギョウ オコナ カモクスウ		１）オンデマンド型と同時双方向型を組み合わせた授業を実施している		１）具体例 グタイレイ		２）オンデマンド型の授業を実施している
※１）に当たるものを除く		２）具体例 グタイレイ		３）同時双方向型の授業を実施している
※１）に当たるものを除く		３）具体例 グタイレイ		学部学科／学科専攻名 ガクブ ガッカ ガッカ センコウメイ		卒業者数 ソツギョウシャ スウ		就職者数 シュウショクシャ スウ		就職者内訳　① シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　①人数 ニンズウ		就職者内訳　② シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　②人数 ニンズウ		就職者内訳　③ シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　③人数 ニンズウ		就職者内訳　④ シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　④人数 ニンズウ		就職者内訳　⑤ シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　⑤人数 ニンズウ		就職者内訳　⑥ シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　⑥人数 ニンズウ		就職者内訳　⑦ シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　⑦人数 ニンズウ		就職者内訳　⑧ シュウショクシャ ウチワケ		
就職者内訳　⑧人数 ニンズウ		進学者数 シンガクシャ スウ		進学者　自大学の修士課程・専攻科 シンガク シャ ジダイガク シュウシカテイ センコウカ		上記以外（国内） ジョウキ イガイ コクナイ		上記以外（海外） ジョウキ イガイ カイガイ		上記以外の者 ジョウキ イガイ モノ		上記以外の者　就職準備中の者 シュウショク ジュンビチュウ モノ		上記以外の者　進学準備中の者 シンガク ジュンビチュウ モノ		上記以外の者　その他 ホカ		卒業者の主な就職先 ソツギョウシャ オモ シュウショク サキ		理学療法士
受験者数 リガク リョウホウ シ ジュケンシャ スウ		作業療法士　受験者数 サギョウ リョウホウシ		言語聴覚士　受験者数 ゲンゴ チョウカクシ		愛玩動物看護士　受験者数 アイガンドウブツ カンゴシ		理学療法士
合格者数 リガク リョウホウ シ ゴウカクシャ スウ		作業療法士　合格者数 サギョウ リョウホウシ		言語聴覚士　合格者数 ゲンゴ チョウカクシ		愛玩動物看護士　合格者数 アイガンドウブツ カンゴシ		その他
資格名 タ シカク メイ		その他
受験者数 タ ジュケンシャ スウ		その他
合格者数 タ ゴウカクシャ スウ		貸与奨学金　有無 タイヨ ショウガクキン ウム		貸与奨学金　金額 タイヨ ショウガクキン キンガク		貸与奨学金　適用条件 タイヨ ショウガクキン テキヨウ ジョウケン		貸与奨学金　適用実績（延べ人数） タイヨ ショウガクキン テキヨウ ジッセキ ノ ニンズウ		給付型奨学金　有無 キュウフガタ ショウガクキン ウム		給付型奨学金　金額 キュウフ ガタ ショウガクキン キンガク		給付型奨学金　適用条件 キュウフ ガタ ショウガクキン テキヨウ ジョウケン		給付型奨学金　適用実績（延べ人数） ショウガクキン テキヨウ ジッセキ ノ ニンズウ		学費免除　有無 ガクヒメンジョ ウム		学費免除　金額 ガクヒ メンジョ キンガク		学費免除　適用条件 ガクヒ メンジョ テキヨウ ジョウケン		学費免除　適用実績（延べ人数） ガクヒ メンジョ テキヨウ ジッセキ ノ ニンズウ		適用状況 テキヨウジョウキョウ		今後の申請予定 コンゴ シンセイ ヨテイ		就職支援の取組 シュウショク シエン ト ク		学生支援の取組 ガクセイシエン ト ク		高校訪問回数 コウコウホウモン カイスウ		訪問高校数 ホウモン コウコウスウ		オープンキャンパス　実施回数 ジッシ カイスウ		オープンキャンパス　参加人数（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		入試説明会（高校生向け）　実施回数 ニュウシ セツメイカイ コウコウセイ ム ジッシ カイスウ		入試説明会（高校生向け）　参加人数（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		大学説明会（高校教員向け）　実施回数 ダイガク セツメイカイ コウコウ キョウイン ム ジッシ カイスウ		大学説明会（高校教員向け）　参加人数（延べ人数） ダイガク コウコウ キョウイン サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		入試説明会（高校教員向け）　実施回数 ニュウシ セツメイカイ コウコウ キョウイン ム ジッシ カイスウ		入試説明会（高校教員向け）　参加人数（延べ人数） サンカ ニンズウ ノ ニンズウ		その他取組（任意）		専門職大学制度に関する御意見・御要望（任意）

		国際ファッション専門職大学		学校法人　日本教育財団		令和元年度		粕谷 俊彦（かすや　としひこ）		近藤　誠一（こんどう　せいいち）		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		国際ファッション学部		ファッションクリエイション学科		17		令和元年度		0		令和2年度		1		令和3年度		9		令和4年度		7		就職（1人）、進路変更・他の教育機関へ転学（2人）、金銭的理由（2人）
学習意欲の低下（6人）、海外留学（3人）、学生個人の心身に関する事情（3人）		82		81		62		58		80		794		123		0		0		0		0		0		1		0		6		0		0		0		12		9		国際ファッション専門職大学　教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/
https://www.piif.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/curriculumcooperation.pdf		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
デジタル教育につき、ＥＣ概論、ＥＣ構築の授業を導入した事が報告された。		ＥＣ概論、ＥＣ構築の授業を導入した事は評価できる。加えて活躍している業界の方との取り組みを
考えたり、ツールへの習熟よりも原理を押さえ目的に適した手段として選択・判断する力をはぐくむ内容
を取り入れるべき。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。
よって現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
英語教育につき、学生の語学力を向上させるため「実習科目」中で英語を使う時間を設ける事が報告された。具体的にはこれまで日本語で行っていたプレゼンテーションを英語で行っている。		授業の中で英語でプレゼンテーションを行うことは良い取り組みであるが、一方的な発表だけでなくコミュニ
ケーションツールとしての話せる英語を身に着けるべきである。プレゼンテーションと合わせてリスニング、
ディクテーション等も活用すべきである。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。
よって現時点では教育課程への反映はない。		4		6		1		0		0		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/
https://www.piif.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/public_curriculum.pdf		https://www.piif.ac.jp/about/public_publication/		126単位		〈国際ファッション学部共通〉
基礎科目　　　　必修 18単位　選択　　2単位以上
職業専門科目　必修 72単位　選択　　2単位以上
展開科目　　　　必修 10単位　選択　10単位以上
総合科目　　　　必修 12単位		20単位		600時間		217社		あり		23科目		同時に授業を行う学生数が40人を超える科目については補助教員を配置するか、共同科目とし2名以上の担当教員で講義を実施している。
共同科目の場合にはシラバスにて及び講義時に学生に周知しており、補助教員設置科目については講義時に学生に周知している。		実施		2		23		未実施		0		未実施		0		実施		0		国際ファッション学部ファッションクリエイション学科		63		40		アパレル　関係		19		IT　関係		6		インテリア関係		0		　　イベント　関係		3		　　サービス　関係		10		　　飲食　関係		0		　　起業　関係		2		　　　関係		0		2		0		1		1		11		1		0		10		伊藤忠ロジスティックス株式会社、株式会社オンワードデジタルラボ、イオンリテール株式会社、スタイレム瀧定大阪株式会社、株式会社CFCL、株式会社ジムキャッスルゆきざき、ウィッツ株式会社、日本ＩＣＳ株式会社、株式会社関西コレクション、株式会社アクタス、株式会社ＴＳＩ、株式会社ジュン、株式会社アダストリア、株式会社コム・デ・ギャルソン、株式会社からくさ、瀧定名古屋株式会社、クロスプラス株式会社、株式会社コム・デ・ギャルソン、株式会社ファイブフォックス、ＭＡＲＫ　ＳＴＹＬＥＲ　株式会社、株式会社水甚、美濃屋株式会社。		‐		‐		‐		‐		‐		‐		‐		‐		その他（　　　　　　　　）		‐		‐		✕		0		0		0		○		300000		強い向学心を持ち、かつ経済的に学費を補う必要が
あると認められた学生。		1		○		1340000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる
学生。勉学状況・卒業後の抱負などにより判断。		0		未実施		0		専門職大学の根幹である専門性と実践力を身に付けるために、１年次から４年次まで体系的にキャリアカリキュラムを構築している。
１・２年次には先輩スピーカーから臨地実習体験談と専門職大学の学びを活かした就活の講義を実施している。３年次前半には臨地実習に向けた社会人マナーや履歴書の書き方のガイダンス・作成指導を行い、後半には就職内定に向けた業界理解を深めるための複数の企業から講義や先輩スピーカーの講義、就職面接等のガイダンスを実施している。また３キャンパス合同でのオンライン企業説明会も学内で実施している。入学から卒業まで業界に熟知したキャリア担当が都度全員面談をし、手厚い就職支援をしている。		奨学金関係、一人暮らし、留学など学生生活全般を支援する担当職員、健康面においては臨床心理士の資格を有するスクールカウンセラーを配置している。また、本学は担任制を取っており、個々の学生に対して学修指導、履修相談を行っている。		124		62		36		589		41		407		0		0		0		0		（ファッションクリエイション学科・ビジネス学科）
キャンパス見学ツアー（高校2年生、２3回、65人）、専門職大学コンソーシアムフォラム（フォーラム参加者、１回、１人）
（大阪ファッションクリエイションビジネス学科）
毎日の個別相談での対応（13名）、専門職大学コンソーシアムフォラム（フォーラム参加者、１回、０人）
（名古屋ファッションクリエイション・ビジネス学科）
進学媒体社主催進学ガイダンス（５会場に参加、２６名参加）、高校内ガイダンス（１２校に参加、３２名参加）、専門職大学コンソーシアムフォラム（フォーラム参加者、１回、０人）
		特になし。

		国際ファッション専門職大学																																								国際ファッション学部		ファッションビジネス学科		9		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		3		令和4年度		6		就職（1人）、進路変更・他の教育機関へ転学（2人）、金銭的理由（2人）、学習意欲の低下（2人）、学生個人の心身に関する事情（2人）		76		75		42		42		38		794																																																																																2		24														国際ファッション学部ファッションビジネス学科		36		25		アパレル　関係		8		IT　関係		6		インテリア関係		0		　　イベント　関係		1		　　サービス　関係		6		　　飲食　関係		0		　　起業　関係		4		　　　関係		0		3		0		0		3		5		2		0		3

		国際ファッション専門職大学																																								国際ファッション学部		大阪ファッションクリエイション・ビジネス学科		11		令和元年度		0		令和2年度		2		令和3年度		2		令和4年度		7		学生が立ち上げた会社に専念（1人）、芸能活動に専念（1人）、心身に関する事情（8人）、他の教育機関へ入学（1人）		46		45		43		42		38		794																																																																																1		4														国際ファッション大学大阪ファッションクリエイション・ビジネス学科		37		30		アパレル　関係		23		IT　関係		1		インテリア関係		1		　　イベント　関係		5		　　サービス　関係		0		　　飲食　関係		0		　　起業　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		4		0		1		3

		国際ファッション専門職大学																																								国際ファッション学部		名古屋ファッションクリエイション・ビジネス学科		4		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		2		令和4年度		2		就職（2人）、学生個人の心身に関する事情（1人）、他の教育機関への入学（1人）		33		32		30		30		38		794																																																																																1		9														国際ファッション学部名古屋ファッションクリエイション・ビジネス学科		36		33		アパレル　関係		20		IT　関係		1		インテリア関係		0		　　イベント　関係		3		　　サービス　関係		6		　　飲食　関係		1		　　起業　関係		2		　　　関係		0		0		0		0		0		2		0		1		1

		国際ファッション専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		国際ファッション専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		国際ファッション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		国際ファッション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		国際ファッション専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		国際ファッション専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		国際ファッション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		国際ファッション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和元年度		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学		学校法人　高知学園		平成３１年度		髙瀨 久志（たかせ　ひさし）		宮川　哲夫（みやがわ　てつお）		https://kpur.ac.jp/about/johokokai/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		リハビリテーション学部		リハビリテーション学科理学療法学専攻		5		令和4年度		1		令和3年度		2		令和2年度		1		令和1年度		1		進路変更3　就学意欲の低下2 健康上の理由1		77		77		75		70		70		600		80		0		1		1		3		3		14		0		0		0		0		0		0		8		高知リハビリテーション専門職大学教育課程連携協議会		年２回程度		https://kpur.ac.jp/about/johokokai/		（審議事項）
令和７年度カリキュラム改定（案）の審議を実施した。
各委員には書面にて後日意見を提出してもらうことになった

（報告事項）
各委員からの意見をとりまとめたものを報告した。		各委員からの意見の中で、意見が多かったものを以下のとおり報告した。
全体の単位数を減らすこと。
言語聴覚士の指定規則の改正がされた後原案の見直しを行う。		全体の単位数を減らすことは盛り込むことで再度原案の見直しを行うこと。
言語聴覚士の指定規則の改正を反映したカリキュラムにする。		（審議事項）
　現行のカリキュラムの問題点について

（報告事項）		学事日程が過密である。
科目数が多く学生への負担が大きい		上記の点を踏まえて次回のカリキュラムに反映させる。		4		3		2		1		1		https://kpur.ac.jp/about/johokokai/		https://krp-u.net/homepage/syllabus.php		理学療法学専攻　2019年度入学生　140単位　2020年度以降入学生　143単位
作業療法学専攻　2019年度入学生　141単位　2020年度以降入学生　144単位
言語聴覚学専攻　140単位		卒業に必要な単位数は、
（理学療法学専攻）　2019年度入学生　　　　必修　117単位　選択　23単位　合計　140単位
　　　　　　　　　   　　2020年度以降入学生　 必修　118単位　選択必修　6単位　選択　19単位　合計143単位
（作業療法学専攻）　2019年度入学生　　　　必修　119単位　選択　22単位　合計　110単位
　　　　　　　　   　　　2020年度以降入学生   必修　120単位　選択必修　6単位　選択　18単位　合計144単位
（言語聴覚学専攻）　　　　　　　　　　 　　  　　必修　127単位　選択　13単位　合計　140単位		（理学療法学専攻）23単位
（作業療法学専攻）24単位
（言語聴覚学専攻）20単位		（理学療法学専攻）1035時間
（作業療法学専攻）1080時間
（言語聴覚学専攻）900時間		理学療法学専攻　155施設
作業療法学専攻　112施設
言語聴覚学専攻　  71施設		あり		14		教育効果を確保するために、授業担当教員に専任教員や理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士の資格等を有する者を教育補助者としてつけ、
学生の授業理解促進のための支援や助言等を行う。また、授業担当教
員が円滑な講義が進行できるように補助する。視聴覚設備などの完備や
十分な収容能力を持つ講義室で行う。
学生への周知は、ネット掲示板（ポータルサイト）を通じて行う。		実施		2		-		未実施		0		未実施		0		実施		対面授業とオンライン授業を組み合わせたハイブリット方式で実施している。
		リハビリテーション学科理学療法学専攻		43		42		医療関係		41		電力関係		1		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		1		1		0		0		聖マリアンナ医科大学病院　　初台リハビリテーション病院　高知医療センター　広島大学病院　日本赤十字社松山赤十字病院		43		24		21		0		43		23		20		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		1260000		本学指定科目の総得点が各専攻各学年1位かつ
全体のＧＰＡが3.5以上		8		予定なし		-		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、４年次に就職ガイダンス、マナー講習、履歴書セミナー、キャリアガイダンスなどの就職イベントを開催することを行うまた、キャリアセンターの教職員を中心に学生への個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、学生支援室を設置し、看護師や臨床心理師が心と体のケアを個別に行う体制を整えている。また、学生の相談にはメールでの窓口、相談箱など学生相談窓口を設け、ハラスメントやDVなど様々な相談体制を整えている。		910		189		7		316		0		0		2		29		0		0		本学キャンパスに高校生を招いて職業教育、大学説明を行う[高知リハ大キャンパス訪問」を実施している。令和4年度は7校、7回、296名が来学した。		－

		高知リハビリテーション専門職大学																																								リハビリテーション学部		リハビリテーション学科作業療法学専攻		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		24		24		21		20		40		600																																																																																2		-														リハビリテーション学科作業療法学専攻		25		23		医療関係		23		電力関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		2		0		2		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								リハビリテーション学部		リハビリテーション学科言語聴覚学専攻		6		令和4年度		1		令和3年度		3		令和2年度		0		令和1年度		2		進路変更1　就学意欲の低下3　家庭の事情1		22		22		22		20		40		600																																																																																0		-														リハビリテーション学科言語聴覚学専攻		22		20		医療関係		20		電力関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		2		0		2		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								リハビリテーション学部		学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		600																																																																																0		0														0		0		0		医療関係		0		電力関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		高知リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和4年度		0		令和3年度		0		令和2年度		0		令和1年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学		静岡県		令和２年度		0		鈴木　滋彦（すずき　しげひこ）		本学ウェブページ【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/】
静岡県立農林環境専門職大学リポジトリ「アグリフォーレ・レポート」【https://spua.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_snippet&index_id=9&pn=1&count=20&order=7&lang=japanese&page_id=13&block_id=21】
自己点検評価報告書【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/】		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		生産環境経営学部		生産環境経営学科		4		令和２年度		1		令和３年度		2		令和４年度		1		令和５年度		0		他大学への編入（1）、進路変更（3）		101		97		30		30		24		96		22		0		0		2		5		0		0		0		0		0		0		0		0		1		静岡県立農林環境専門職大学教育課程連携協議会		年２回程度		大学ホームページ（https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/）		（審議事項）
・本学のビジョンと戦略に対する審議
教育、研究、学生支援、社会貢献・地域連携・国際化、大学運営　の柱を立てることとし、本協議会ではこのうち教育ビジョンの骨子案を報告し、意見を求めた。

（報告事項）		・大学ビジョンについては、SDG'ｓやダイバーシティーの項目が必要である。また、併設する短期
大学部と方向性の違いを今後明らかにしてもらいたい。		・大学ビジョンについては、SDG'ｓやダイバーシティーの項目を付け加えるか検討する。また、
大学としての教育ビジョンを明確に示す。		（審議事項）


（報告事項）
・アンケートに基づく授業の改善と学修効果について
・企業実習の実際と学修効果について		・授業内容のレベルを下げず、わかりやすい授業を行うことが肝要である。また、理論を学んでからの実践ではなく、逆の方が身につくのではないか。
・企業実習は目的を持って行くべき。大学の隣地実務実習は、併設する短期大学部と異なりテーマを持って行うため、実習の受け入れ先にその趣旨を認識してもらうことが必要である。
		・授業の改善について、各教員へ周知した。
		4		4		1		4		4		https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/document/curriculum_map_2020.pdf		https://www.spua.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		129単位		
卒業に必要な単位数は、基礎科目2０単位、職業専門科目85単位、展開科目20単位、総合科目４単位以上。		2０単位		900時間		23		あり		1		「静岡学」（短期大学部と合同で実施）について、本県ゆかりのトップランナーによる講話の聴講や、
多様な意見に触れることを目的に行う発表は全員で行うが、講話後に行うグループワークは少人数で
行うなど、十分な教育水準が担保されるよう配慮して実施している。
学生への周知は、シラバス、学生便覧及び初回授業で行っている。		予定なし		0		0		選択してください		(記載例）
取り組もうとしたが○○で課題があった。▲▲の取組は学生からの評判がよく、引き続き実施していく。		選択してください		0		選択してください		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（家畜人工授精師　）		4		4		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		全額、半額、１／３		・入学前年の家計状況。
・入学前１年以内又は入学後に本人の属する世帯の主たる家計支援者が天災その他の災害により著しい損害を受け、授業料の納付が困難な者で、かつ、知事が認めた者		1		未実施		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、学生のキャリア形成支援のための以下の取組を行っている。
①２、３年次を中心に活動時期に応じた進路セミナーの実施、②就職情報の収集・提供、就職の斡旋、③担任教員と連携した進路相談、履歴書、面接指導、④無料職業紹介事業を活用した県内農業法人等からの求人の受付、⑤本学学生と農業法人等の企業・雇用者が直接対話する合同説明会開催、⑥3日～5日程度のインターンシップの実施、⑦資格取得支援（希望者を対象にフォークリフト、農業用ドローン、農業技術検定等の資格講習を学内を会場に実施）等		令和５年度より静岡県立農林環境専門職大学障害学生支援委員会を設置し、学生の修学に必要とされる配慮を実施している。
学生からの事前相談や大学生活全般における相談対応として、カウンセラー、保健師等の専門家による相談を行っている。
		283		166		6		453		-		-		-		-		-		-		日本学校農業クラブ全国大会においてブースを出展（年１回、全体参加者約4,000人）

（記載例）
大学見学ツアー（高校2年生、3回、30人）、都道府県勉強会（進路指導担当教員、４回、20人）		　認証評価制度において、本学のような規模の小さい単科の大学では、機関別認証評価と分野別認証評価において多くの重複が想定される。加えて、大学と短期大学部を併設していることから、施設・教員・事務局等、共通事項が多い中、それぞれで評価を受けることとなり、短期間で計４回の認証評価を受けることとなる。これにより、事務作業と受審費用の過大な負担が生じることとなる。
　令和４年３月18日にまとめられた中央教育審議会大学分科会質保証システム部会の「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について（審議まとめ）」において、「評価認証制度の改善・充実の方向性」の【先導性・先進性の確保（柔軟性の向上）】の項目において、「分野別評価と機関別評価のサイクルが異なること等に伴う大学の受審負担を軽減する仕組みや分野別評価の合理化の在り方について、認証評価の実施状況や受審大学の状況も踏まえ引き続き検討する。」とある。
　今後、機関別認証評価及び分野別認証評価の実施方法の簡素化及び合理化、並びに受審大学の特性に合わせた作業負担及び費用負担の軽減を要望する。
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		情報経営イノベーション専門職大学		学校法人電子学園		2020年度		多　忠貴（おおの　ただたか）		中村　伊知哉（なかむら　いちや）		https://www.i-u.ac.jp/information/facts/education/
https://www.i-u.ac.jp/information/facts/academic/
https://www.acoffice.jp/dsghp/KgApp		なし		-		-		-		選択してください		-		-		-		選択してください		-		-		-		選択してください		-		情報経営イノベーション学部		情報経営イノベーション学科		73		令和２年度		14		令和３年度		30		令和４年度		29		令和５年度		0		就学意欲の低下（19人）、他の教育機関への入学・転学（39人）、就職（23人）、学生個人の心身に関する事情（7人）、家庭の事情（1人）、除籍（2人）、その他（19人）		253		241		229		178		0		0		152		0		0		0		1		6		7		0		0		0		0		0		8		4		教育課程連携協議会		年２回程度		https://www.i-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/06/setti_houkoku.pdf		（審議事項）
本学の教育分野である経営分野・情報通信技術分野における世の中でﾆｰｽﾞのある資格について		ICT系の資格では、「基本情報技術者試験」や「応用情報技術者試験」に合格していれば、ある程度評価される。また、ﾋﾞｼﾞﾈｽ系の資格では、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞｬｰ検定やﾋﾞｼﾞﾈｽ実務法務検定、eco検定などの需要が高い。ただ、採用側の企業としては、資格そのものよりも、自ら目標を立て、その達成に向けて努力した過程や資格を取得したという成功体験を評価している。資格を取得していることに越したことはなく、経営学と情報科学を学ぶ教育課程であることを踏まえれば、卒業までに全員「ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験」に合格させられると大学の売りになると考えられるが、その一方で学生が自ら目標設定し、成功体験を積むことができる教育課程の編成や授業科目の開設も重要である。		設置計画履行期間であることから、完成年度以降の教育課程改正に向け、教授会において全教員に対し教育課程連携協議会における議論の内容を共有した。		（審議事項）
・臨地実務実習の課題（企業の人事評価を臨地実務実習の成績評価にどこまで適用すべきか、実習先企業においてどこまで指導すべきか、採用活動のインターンシップと臨地実務実習の違いを明確化できるか等）と方向性について
・授業科目「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの構想・策定、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行う授業）の授業内容・方法について		・企業の人事評価において、業務の一部を評価することは難しいため、「○○する」など、臨地実務実習の目的・目標をより具体化することで、企業側として評価基準を持てるよう工夫すべき。また、「積極性」など評価者によって捉え方が異なるものについては、ｱﾝｹｰﾄを実施し標準化を図ることも一つの方策である。
・学生に臨地実務実習で何を学びたいのかを提示させ、それに応じた実習計画を策定するなど、学生の主体性を促す工夫も必要である。
・「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」では、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの策定だけでなく、それを実装する力も養成すべき。		・臨地実務実習については、特に成績評価について、教育課程連携協議会における議論を踏まえつつ、標準化に向けた検討を進めている。
・「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」については、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの構想・策定、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝだけでなく、実装する過程まで授業に織り込むこととした。		3		2		1		2		0		https://www.i-u.ac.jp/academic/curriculum/		https://www.i-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/07/syllabus_2023.pdf		128単位		卒業に必要な単位数は、必修科目94単位、選択必修科目26単位、選択科目8単位、合計128単位以上。		24		720		118社		なし		-		-		検討中		0		0		検討中		-		検討中		-		検討中		-		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		予定なし		0		1年次から4年次まで、各年次に応じたキャリアガイダンスを実施している。4年次には、本学教職員が行う就職希望者向けガイダンスに加え、業界に精通した客員教員による就職活動準備講義や、面接対策講座等を実施している。また、様々な業界の経験者からなる就職支援の担当が、担任である教員やアイマネジャーと連携し、学生一人ひとりに丁寧なキャリア支援を行っている。		本学はクラス編成をしている性質上、各クラスに担任を配置している。
クラス担任においては、各担当クラスの学生の大学生活の管理、正課外活動の充実に重点をおき、普段の学生相談のみならず半期ごとの定期面談を実施している。
学生一人ひとりに合わせた対応が可能な仕組みを創り、必要に応じて学生相談室を活用し、修学支援、学生相談、健康支援、メンタルヘルス支援、留学支援、学生生活の支援、障害のある学生への支援なども学生支援の一環として取り組んでいる。		788		587		21		500		58		149		0		0		1		21		・エリア説明会（梅田・宇都宮・高崎・長野・名古屋・甲府・沼津・札幌・福岡・広島・愛媛・水戸・沖縄・横浜・立川・千葉）２５名
・授業見学会　１５回　３７名
・オンライン説明会　１１４回　１７６名		0
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		東京国際工科専門職大学		学校法人日本教育財団		令和2年度		粕谷　俊彦 （かすや　としひこ）		吉川　弘之 （よしかわ　ひろゆき）		https://www.iput.ac.jp/tokyo/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		工科学部		情報工学科		16		令和2年度		3		令和3年度		5		令和4年度		8		令和5年度		0		就学意欲の低下（2人）、学力不足（2人）、他の教育機関への入学・転学（6人）、海外留学（1人）、就職（1人）、学生個人の心身に関する事情（1人）、家庭の事情（2人）、その他（1人）		288		276		151		141		120		800		183		0		0		0		0		19		2		0		1		0		6		0		12		4		東京国際工科専門職大学　教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.iput.ac.jp/tokyo/about/public_publication/
https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/TK_curriculumcooperation.pdf		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
本学の特徴と、それを生かした学生輩出		・情報工学科：Python科目の受講を前提にしたほうが良い。
・デジタルエンタテインメント学科：他科目とさらに連動できると良い。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。よって現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
全教育課程の見直し

（報告事項）
本学の特徴と、それを生かした学生輩出		・概論科目は総花的であり、深堀が少ない。
・VUCAの概念を入れてはどうか。		現在基本案を検討中、各学科に落とし込んで具体的に反映するか協議を行う。よって現時点では教育課程への反映はない。				3		3		2		5		0		https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/04-TK-kamoku.pdf		https://portal.iput.ac.jp/campusweb_TK/slbssrch.do?clearAccessData=true&contenam=slbssrch&kjnmnNo=4		(情報工学科)124単位以上、(デジタルエンタテインメント学科)124単位以上		(情報工学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（必修科目:62.5単位、選択必修科目:17単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)
(デジタルエンタテインメント学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（必修科目:68単位、選択必修科目:11.5単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)		20単位		600時間		(情報工学科)118社
(デジタルエンタテインメント学科)69社		なし		0		0		予定なし		0		0		予定なし		0		予定なし		0		予定なし		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		○		300000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		1		○		1704200		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		1		未実施		0		1年生より実施するキャリアガイダンスを通じてキャリア全般に関する指導を行っている。また、学内で企業説明会や企業担当者との交流会イベント等を実施するとともに、コース・クラス毎に配置するキャリアアドバイザーが個々の学生の就職活動を全面的にサポートし、就職内定・進路決定まで支援を行っている。		奨学金関係、一人暮らし、留学など学生生活全般を支援する担当職員、健康面においては臨床心理士の資格を有するスクールカウンセラーを配置している。また、本学は担任制を取っており、個々の学生に対して学修指導、履修相談を行っている。		27		27		4		392		20		516		0		0		0		0		高校1・2年向け説明会（高校1・2年生、30回、147人）
外部ガイダンス（入学検討者・保護者、16会場、62人）
オンライン説明会（入学検討者・保護者、随時、593人）		特になし

		東京国際工科専門職大学																																								工科学部		デジタルエンタテインメント学科		6		令和2年度		4		令和3年度		0		令和4年度		2		令和5年度		0		就学意欲の低下（３人）、他の教育機関への入学（1人）、家庭の事情（1人）、その他（1人）		371		360		101		93		80		800																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		東京国際工科専門職大学																																								工科学部		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		800																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		東京国際工科専門職大学																																								工科学部		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		800																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京保健医療専門職大学		学校法人敬心学園		2020年度		小林　光俊 （こばやし　みつとし）		陶山　哲夫 （すやま　てつお）		教育に関する情報公開　https://www.tpu.ac.jp/release/education/
研究に関する情報公開　https://www.tpu.ac.jp/release/investigation/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		0
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		開志専門職大学		学校法人新潟総合学院		令和２年度		池田　祥護 （いけだ　しょうご）		北畑　隆生（きたばた　たかお）		・https://kaishi-pu.ac.jp/openinfo
・開志専門職大学　年報2021(令和３）年度
・開志専門職大学　年報2022(令和４）年度（作成中）		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		事業創造学部		事業創造学科		9		令和元年度		0		令和２年度		5		令和３年度		2		令和４年度		2		除籍(1人)就職(5人)他の教育機関への入学(1人)学生個人の心身に関する事情(2人)		63		62		60		53		80		320		122		0		0		3		3		12		8		0		0		0		2		0		2		6		開志専門職大学事業創造学部 教育課程連携協議会		年２回程度		https://kaishi-pu.ac.jp/openinfo/		（審議事項）
なし
（報告事項）
【2022年12月開催】【2023年3月開催】
●完成年度以降のカリキュラム改定進捗状況報告と質疑応答		【2022年12月開催】
①科目名を、企業内起業ができる勉強をしていることが分かるようなもの（例：企業内ベンチャー・イントレプレナーなど）にすると、社内ベンチャーを興せる人材であると企業に対する大学のアピールにもなると思う。
②実習を集中型に変更することは効果が期待できる改善策だと感じる。
③イントレプレナーを学ぶ場が多いと思われるが、アントレプレナーへの意識づけや学ぶ科目はどのようにしていくのか。
【2023年3月開催】
①学年ごとのディプロマポリシーを設定することはより具体的に最終的な達成目標を確認することができ、良い設定だと思う。また、学生自身が進捗状況・到達目標を確認できるシステムを導入するのはどうか。
		【2022年12月開催】
①コース名・科目名については今後、柔軟に対応をしていく。
②実習は３科目になるように編成を進めている。実習前の１・２学期に基礎を学ぶ事前学習（ビジネスマナーなど）を行い、３・４学期に臨地実務実習を行うように変更を予定している。
③アントレプレナーを意識して学ぶのは学内実習、意識づけは事前指導やフォローの中で行っていく。
【2023年3月開催】
①学生自身が進捗確認ができるシステムについては様々なところから提案を頂いている状況もあるが、準備が必要になることでもあるため、今後慎重に検討をしていきたい。		（審議事項）
なし
（報告事項）
【2022年12月開催】
●2021年度　教育課程に関する報告と質疑応答
●2022年度　第１・２学期　教育課程に関する報告と質疑応答
【2023年3月開催】
●2022年度　教育課程に関する報告と質疑応答		【2022年12月開催】
①今後、実習を受け入れる企業にむけて、大学から意識づけをする講演などの場を
設けることはどうか。
②実習において、主体性がある学生とそうでない学生によって差が出るので、
大学からあらかじめテーマを提示してもらってそれに沿って実習を進めることはどうか。
【2023年3月開催】
①トップランナー研究での質疑応答の実施方法・タイミングを変更した方が学生が
主体性を持って取り組むことができるのではないか。
②トップランナー研究は１年次開講ではなく、３年次開講にした方がいいのではないか。
③実習は専門職大学において非常に重要なポイントとなるため、それを円滑に
効果的に運用していくためには受け入れ企業にとって有意義であるものにし、
具体的にそれを示していくことが重要になると考える。
④ビジネスプランコンテストに非常に期待をしており、内容をさらに充実させて
いくことで大学の発展に向けての一つの方法であると考える。		【2022年12月開催】
①受け入れ企業にむけて、実習のビジョンや受け入れメリットなどを伝える機会を設けることを検討していく。
②実習自体のコーディネート機能が必要だとも感じているため、どのようにしていくか今後検討をしていく。
【2023年3月開催】
①トップランナー研究内のプログラムについては今後、担当教員と検討をしていく予定。
②2024年度以降のカリキュラムではトップランナー研究は３年次開講科目とすることとなった。
③受け入れ企業との連携・調整は今後の課題として取組んでいく。
④ビジネスプランコンテストの重要性もとても感じており、そこへむけてのバックヤードでの教育にも
さらにを入れて取り組んでいく。		2		1		1		3		0		https://kaishi-pu.ac.jp/wp/wp-content/themes/kaishi/assets/pdf/openinfo/outline-business.pdf
https://kaishi-pu.ac.jp/wp/wp-content/themes/kaishi/assets/pdf/openinfo/outline-ict.pdf
https://kaishi-pu.ac.jp/wp/wp-content/themes/kaishi/assets/pdf/openinfo/outline-anime.pdf		https://portal.kaishi-pu.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx?_gl=1*1hfj851*_gcl_aw*R0NMLjE3MDA0Njc1NzAuQ2owS0NRaUFwT3lxQmhEbEFSSXNBR2ZueU1ydEU4Q3h6SmlIcVZscEJmcHNJYm00R09jSFJvMEpIQ18yOEh6WEgtbGRpdHV2TFUwUXZDb2FBcjF2RUFMd193Y0I.*_gcl_au*NjMzNTYyNDQ2LjE2OTk1MTgyOTE.		（事業創造学部）124単位（情報学部）130単位（アニメ・マンガ学部）128単位		（事業創造学部）基礎科目群から必修科目16単位と選択科目4単位以上、職業専門科目群から必修科目72単位と選択科目8単位以上(このうち、地域産業研究科目群より４単位以上）、展開科目群から必修科目20単位、総合科目群から4単位、併せて124単位以上を修得すること。

（情報学部）基礎科目群の必修科目14単位と選択科目から6単位以上、職業専門科目群の必修科目76単位と選択科目8単位以上、展開科目群22単位、総合科目4単位、あわせて130単位以上を修得すること。

（アニメ・マンガ学部）基礎科目群から必修科目17単位と選択科目3単位以上、職業専門科目群から必修科目29単位と選択科目31単位以上、展開科目群から必修科目15単位と選択科目5単位以上、総合科目群から6単位、あわせて128単位以上を修得する。		(事業創造学部）22単位
(情報学部）20単位
（アニメ・マンガ学部）4単位（残り16単位は23年度、24年度で実施）		（事業創造学部）660時間
（情報学部）600時間
（アニメ・マンガ学部）120時間（残り480時間は23年度、24年度で実施）		(事業創造学部）70施設
(情報学部）53施設
（アニメ・マンガ学部）20施設		なし		0		0		未実施		0		0		未実施		0		未実施		0		未実施		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		➀78万円～96万円/年間
②A級：25万円、B級：7万円		➀４年間給付（減免）奨学生：入学決定者のうち
高校での評定平均値が4.0以上の者
②進級時奨学金（減免）：GPA上位者
授業料減免		➀7名
②A級：24名、B級：49名		未実施		0		１年次からのビジネスマナー研修や２年次には、面談を通して個々の希望を明確にする個別ガイダンスを実施、就職活動を行う上で必要な履歴書・エントリーシート作成講座、筆記試験対策講座、面接対策講座等を定期的に行うなど、授業科目の「キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ」、「臨地実務実習」と併せ、学生が希望する就職・起業・進学などのキャリアの実現に向けキャリアセンター職員、学務課職員によるサポートを行っています。
		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、フォロー教員が割り当てられており、定期的に面談を行うことで、学修や大学生活に関する必要なアドバイスを行います。また、希望者には学生相談窓口として、学務課職員をはじめ、スクールカウンセラーや看護師、校医が学生相談やカウンセリングを行い、快適な学生生活をサポートしています。		162		100		10		443		10		443		0		0		0		0		大学見学会　（対象全学年、10回、126人）
進路ガイダンス　　（対象全学年、106回、956人）		○ 専門職大学等の認知度向上に向けて、特に高校及び受験対象者に向けてのさらなる発信を、様々なツールを利用して実践していただきたい。
○ 40人クラス授業は専門職大学等の特徴であり、基本的にはその形で維持するが、実態に合わせて教育効果が大きく変わらないであろう授業等については、弾力的な運用を認めていただきたい。
○ 認証評価について、分野別認証評価と機関別認証評価を1つに統合していただきたい。
○ 地方大学への進学促進に新しい工夫をする大学や、大都市圏に進学した学生のうち、地方へ就職する学生に対し、地方自治体による支援策の拡充を求めます（例えば、授業料の補助、奨学金返済の減免、留学生受け入れに対する助成など）。また、これらの支援策に対する交付金措置の適用も検討していただきたい。

		開志専門職大学																																								事業創造学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		開志専門職大学																																								事業創造学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		開志専門職大学																																								事業創造学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		開志専門職大学																																								情報学部		情報学科		16		令和元年度		0		令和２年度		4		令和３年度		5		令和４年度		7		学生個人の心身に関する事情(8人)学力不足(4人)家庭の事情(3人)その他(1人)		76		73		60		47		80		320																																																																																0		0

		開志専門職大学																																								情報学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0

		開志専門職大学																																								情報学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0

		開志専門職大学																																								情報学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0

		開志専門職大学																																								アニメ・マンガ学部		アニメ・マンガ学科		5		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		1		令和４年度		4		海外留学(1人)学生個人の心身に関する事情(2人)学力不足(1人)その他(1人)		74		74		69		58		80		320																																																																																0		0

		開志専門職大学																																								アニメ・マンガ学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0

		開志専門職大学																																								アニメ・マンガ学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0

		開志専門職大学																																								アニメ・マンガ学部		-		0		令和元年度		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学		学校法人藍野大学		2020年度		小山　英夫（こやま　ひでお）		山川　正信（やまかわ　まさのぶ）		https://bpur.aino.ac.jp/info/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		リハビリテーション学部		理学療法学科		16		令和２年度		2		令和３年度		6		令和４年度		8		令和５年度		0		心神耗弱(4人)、進路変更(就職)(4人)、他の教育機関への進路変更(2人)、その他(2人)、修学意欲の低下(4人)		119		112		101		87		80		480		85		0		0		1		2		2		5		0		0		0		0		0		0		10		びわこリハビリテーション専門職大学　教育課程連携協議会		年２回程度		https://bpur.aino.ac.jp/evaluation/		（審議事項）
将来構想について
　　　・新キャンパスの開設について（八日市キャンパスについて）
　　　・言語聴覚療法学科の設置について
　　　・大学院構想について
（報告事項）
2022年度　前期　教育活動実施状況　報告		・言語聴覚療法学科の設置に関しては、県で初の設置となり期待している。しかし主な入学対象者となる高校生が十分言語聴覚士という仕事のイメージができていない。そのため高校生にも理解してもらえるような広報活動を実施してほしい。
・大学院に関しては、公衆衛生や多職種連携を高度に学んでいただき、地域包括ケアシステムの進化を担える人材の育成を期待している。		・言語聴覚療法学科については、高校訪問だけでなく、高校教員を対象とした説明会も実施する予定である。
・大学院については、現在構想中であるが、リハビリテーションだけでなく、公衆衛生、多職種連携も含めた地域包括ケアシステムの進化に貢献できる人材を養成する研究科を検討している。		（審議事項）
2024年度　新規カリキュラムについて(理学療法学科、作業療法学科の教育課程改正）

（報告事項）
2022年度　教育活動実施状況　報告		・理学療法学科、作業療法学科の教育課程の改正について、以下の点を考慮して編成をして欲しい。
入試科目に生物がなく、また、生物を学ばずに入学してくる学生もいると聞く。入学後に身体に関する基礎知識を学ぶ科目についてはどのようにしているのか。
・地域を見据えた学習についてはどのように対応する予定なのか。		・生物学などの基礎的な科目については、生命科学など新たな科目を開設し対応する。また、チューター制により基礎医学系の科目で綱ずく学生へのフォローを強化していく。
・現行のカリキュラムでも正規科目の中で、学外に出て実際に地域住民を対象とした体力測定などを実施する科目を配置している。新カリキュラムにおいても同様に学内や病院等での臨床実習だけでない実習についても取り入れていく予定である。		4		2		1		2		3		https://cp-aino-shiga.aino.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		https://cp-aino-shiga.aino.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		理学療法学科（131単位）、作業療法学科（130単位）		理学療法学科
【卒業要件】
次により、必修科目109単位、選択科目22単位以上を修得すること。
1.基礎科目20単位以上　　　　　　　
（1）必修科目10単位
（2）選択科目10単位以上
　　・人間と社会系科目の内から6単位以上、自然科学系科目と
　　　語学教育科目の内から4単位以上を選び、合計10単位以上を
　　　修得すること。
2．職業専門科目87単位以上
（1）必修科目83単位
（2）選択科目4単位
3．展開科目20単位以上
（1）必修科目12単位
（2）選択科目8単位以上
4.総合科目4単位
（1）必修科目4単位
作業療法学科
【卒業要件】
次により、必修科目118単位、選択科目12単位以上を修得すること。
1.基礎科目20単位以上　　　　　　　
（1）必修科目11単位
（2）選択科目9単位以上
　　・人間と社会系科目の内から5単位以上を選択し、自然科学系
　　　科目と語学教育科目の内から4単位以上を選び、合計9単位以上を
　　　修得すること。
2.職業専門科目86単位　　　　　　　　
（1）必修科目86単位
3.展開科目20単位
（1）必修科目17単位
（2）選択科目3単位
4.総合科目4単位
（1）必修科目4単位
		理学療法学科　20単位
作業療法学科　22単位		理学療法学科　900時間
作業療法学科　990時間		理学療法学科　151施設
作業療法学科　66施設		あり		理学療法学科　25科目		講義については、LMSの導入により、授業前後での資料の配布や質疑にも対応し、40名を超える人数での講義であっても十分な教育効果をあげることができる。教室の環境についてもAVシステム等の整備により、40名を超える授業でも支障がないようにしている。
また、実技・演習科目については、講義と同じくLMSにより資料の配布や授業時間外での質疑に対応する体制となっているとともに、授業中は主担当の教員に複数の補助教員が入ることで教育効果を確保し、学生指導に支障がないようにしている。
		実施		2		7		未実施		0		実施		0		実施		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		○		①100，000円
②900，000円
③450，000円		①指定校推薦スカラシップ：指定校推薦入試での入学生に対して給付
②一般選抜スカラシップA：スカラシップ入試を受験し、成績上位の者
③一般選抜スカラシップB：スカラシップ入試を受験し、成績上位の者		①49名
②1名
③3名		✕		0		0		0		予定なし		0		求人検索システムの導入している。令和5年度には合同就職説明会の実施、就職のマナー講座なども実施する。		本学では学生の身の回りに起こる諸問題について、相談先を選べるように次の3つの手段を設定しています。
①心理カウンセリング　②担任・チューター制　③なんでも相談員制度		1～2回		延187		8		229		0		0		0		0		0		0		0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								リハビリテーション学部		作業療法学科		7		令和２年度		2		令和３年度		4		令和４年度		1		令和５年度		0		就学意欲の低下(2人)、身体疾患(1人)、進路変更(就職)(2人)、他教育機関への進路変更(2人)		39		36		31		18		40		480																																																																																0		8														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								リハビリテーション学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		480																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								リハビリテーション学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		480																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		びわこリハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		岡山医療専門職大学		学校法人本山学園		令和2年度		室山　義正 （むろやま　よしまさ）		浅利　正二 （あさり　しょうじ）		https://opu.ac.jp/disclosure/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		健康科学部		理学療法学科		25		令和2年度		7		令和3年度		12		令和4年度		6		令和5年度		0		学力不足（7人）、就学意欲の低下（6人）、他の教育機関への入学（2人）、就職（1人）、学生個人の心身に関する事情（6人）、家庭の事情（1人）、除籍（2人）		111		111		58		53		80		480		45		0		0		3		0		2		6		0		0		0		1		1		2		4		教育課程連携協議会		年２回程度		https://opu.ac.jp/disclosure/file/council.pdf		（審議事項）
・医療業界との連携に関する職業の観点から教育課程に対する提案内容
・実習施設との連携に関する協力の観点から教育課程に対する提案内容
・実習施設との連携に関する協力の観点から講義開講時期及び登録単位数の上限、進級要件の変更に対する提案内容
（報告事項）
・理論と実践を架橋するように開講時期を変更する。
・応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を現場のニーズに沿って変更する。
・理学療法セミナーⅡ・作業療法セミナーⅡを選択科目から必修科目に変更すると共に、卒業単位数の変更を行う。		現在、講義より先に実習を行っている科目があり、理論と実践を架橋するために開講時期を変更することで教育効果が高まると考えられる。理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡを必修化し、卒業試験を行うことで国家試験に向けた学習の促しがスムーズになると考えられる。応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を現場のニーズに沿って変更することが望ましい。依って、教育課程の見直し（開講時期の変更）、授業科目の内容の変更を検討していただきたい。		協議会で検討した結果、応用治療技術実習Ⅱ（リハビリ工学）の授業内容を見直した。
令和6年度入学生より理論と実践を架橋するための学修が困難な科目があるため、教育課程を見直し、教育効果を上げるために配当時期を変更した。
理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡを選択科目から必修科目に変更し、卒業試験を導入すべく、選択・必修の別、卒業単位数の変更について、変更承認申請中となっている。		（審議事項）
・医療業界や地域との連携に関する職業ならびに地域の観点から臨地実務実習見学実習の形態および実習時間、実習の適正化に対する提案内容
・卒業試験の導入
（報告事項）
・臨地実務実習（見学実習）の形態は、代替講義だけで無く、現場での体験が必要である。
・国家試験の意識付けとなり、国家試験に向けた学習の促しがスムーズになるため、卒業試験を導入する。		臨地実務実習（見学実習）の形態は、代替講義だけで無く、現場での体験が必要という意見があり、現場実習を含めた実施を検討していただきたい。国家試験の意識付けとなるため、卒業試験の導入を検討していただきたい。		・臨地実務実習（見学実習）については、令和5年度は現場での体験実習を計画している。
・理学療法セミナーⅡ、作業療法セミナーⅡで卒業試験を導入した。
		5		3		3		2		0		https://opu.ac.jp/disclosure/file/numbering.pdf		https://motoyama-web.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		【理学療法学科】135単位
【作業療法学科】135単位		【理学療法学科】
必修科目131単位、選択科目4単位以上を履修すること。
　基礎科目22単位以上
　　必修科目18単位以上
　　選択科目4単位以上
　職業専門科目89単位以上
　　専門基礎分野科目から必修科目32単位以上
　　専門分野科目から必修科目57単位以上
　展開科目必修科目20単位以上　
　総合科目必修科目４単位以上
　　
　実習・実験科目から40単位以上
　　うち、臨地実務実習20単位以上
【作業療法学科】
必修科目131単位、選択科目4単位以上を履修すること。
　基礎科目22単位以上
　　必修科目18単位以上
　　選択科目4単位以上
　職業専門科目89単位以上
　　専門基礎分野科目から必修科目32単位以上
　　専門分野科目から必修科目57単位以上
　展開科目必修科目20単位以上
　総合科目必修科目４単位以上
　　
　実習・実験科目から40単位以上
　　うち、臨地実務実習22単位以上		【理学療法学科】
　見学実習：1
　評価実習：3
　総合実習Ⅰ：8
【作業療法学科】
　見学実習：1
　評価実習：3
　総合実習Ⅰ:9		【理学療法学科】
　見学実習：45
　評価実習：135
　総合実習Ⅰ：360
【作業療法学科】
　見学実習：45
　評価実習：135
　総合実習Ⅰ：405		【理学療法学科】43施設
【作業療法学科】20施設		あり		1科目		合同講義を行ったのは「岡山経営者論」で、グローバル企業を始め、県内経済会の経営者を招聘しているため、学修効果が上がるように、学生には事前に講師の企業や特色などを調べさせ、講師への質問事項を予め提出させている。また、講師にはそれをふまえて講義を行ってもらい、学修効果を高めている。また講義後に提出させているレポートに対し、フィードバックを行っている。今年度は、理学、作業療法学科合計で31名であったが、講義には講師の他に補助者を1名配置している。このような工夫により学修効果は十分に上がっている。なお、合同講義は、大講義室（225名収容可能）で行っている。
学生への周知方法：シラバスにて周知。		未実施		0		0		未実施		-		未実施		0		未実施		-		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		-		-		-		○		本山学園特待生制度ランクS（146万円）、ランクA（73万円）、ランクB（30万円）　成績優秀者奨学金ランクA（100万円）、ランクB（50万円）、ランクC（30万円）　親族割引奨学金（20万円）		本山学園特待生制度（一般選抜1次と共通で課せられる特待生チャレンジ試験において優秀な成績を修めた者）成績優秀者奨学金（前年度の成績優秀者（年間成績上位者）に対し支給）親族割引奨学金（親族が、本山学園グループに在籍、卒業または同時入学（2人目から）の者		11		✕		-		-		-		予定なし		-		キャリアサポートセンターと担任教員で連携し、就職支援を行っている。キャリアサポートセンターには専任職員を2名配置している。
就職ガイダンスや学生への個別指導（応募書類の指導、小論文・作文の添削指導、面接指導、面談等）をきめ細かに行っている。		心理カウンセラーなどの専門家による相談を行っている。
		108		680		15		286		0		0		1		7		1		7		0		認証評価について5年単位の分野別、7年単位の機関別認証評価の実施が求められているが、5年と7年で実施すると、5年、7年、10年、14年、15年、20年、21年と実施されることになるため、7年に統一すべきだと考える。

		岡山医療専門職大学																																								健康科学部		作業療法学科		1		令和2年度		1		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		就学意欲の低下（1名）		29		29		29		11		40		480																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		岡山医療専門職大学																																								健康科学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		480																																																																																-		-														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		岡山医療専門職大学																																								健康科学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		480																																																																																-		-														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		岡山医療専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		岡山医療専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		岡山医療専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		岡山医療専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		岡山医療専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		岡山医療専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		岡山医療専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		岡山医療専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																-		-

		芸術文化観光専門職大学		兵庫県公立大学法人		令和３年度		國井　総一郎（こくい　そういちろう）		平田　オリザ（ひらた　おりざ）		https://www.at-hyogo.jp/about/kohyo.html
【大学HP：教育情報の公表】		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		芸術文化・観光学部		芸術文化・観光学科		2		令和３年度		1		令和４年度		1		令和５年度		0		令和●年度		0		他の教育機関への入学・転学（２人）		370		359		98		86		80		320		63		0		0		15		1		1		2		0		0		0		0		0		1		3		芸術文化観光専門職大学教育課程連携協議会		年２回程度		なし		（審議事項）
本学における臨地実務実習の今後の在り方及び受入施設の選定方法について

（報告事項）
臨地実務実習の実習体制及び概要について		①実習内容が似通った科目体系・位置づけを整理してもらいたい。
②臨地実習等を通じて、但馬地域にある企業等に興味を持ってもらいたい。
		①実習先との調整にあたっては、丁寧にコミュニケーションを図るとともに、カリキュラムを検討する際にはご意見を踏まえ、整理・検討していく。
②授業等を通じた企業との連携強化策を引き続き検討していく。		（審議事項）
①事前学習及び事後学習の現状及び改善事項の整理について

（報告事項）
①令和５年度第２Q臨地実務実習の実施報告		①学生や教員との事前やりとりが不足していたため、更なる体制強化をしてもらいたい。
②より質の高い経験を積んでいただける場として、引き続き活用してもらいたい。
③会場施設使用料などの予算措置を検討してもらいたい。
➃様々な臨地実習を経験することで、業界全体を俯瞰できるようなプロデューサーを育成してもらいたい。		①必要な手続きの見える化を行うなど、学内での体制強化に努めている。
②引き続き専門職業人の育成に努めている。
③現状を整理・検討している。
➃ご意見を踏まえ、学生指導等へ反映させている。		3		4		8		4		0		https://www.at-hyogo.jp/academics/syllabus.html		https://www.at-hyogo.jp/academics/syllabus.html		134単位		卒業要件単位数は、必修科目46単位、選択科目88単位以上、合計134単位以上。

【基礎科目】
　必修科目及び選択科目について合計20単位以上を修得する｡

【職業専門科目】
　必修科目のほか選択科目について一定の要件を満たした上で、90単位以上を修得する。
　また、必修科目、選択必修科目の必修単位数を除く39単位のうち、
　30単位以上は「コア科目群」「共通」「芸術文化系科目群」の科目から履修すること。

【展開科目】選択科目について一定の要件を満たした上で20単位以上を修得する。

【総合科目】必修科目として4単位を修得する。

その他要件
・実習による授業科目に係る40単位以上を修得すること。
・上記40単位のうち、臨地実務実習に係る20単位
　（5単位を超えない範囲で連携実務演習等をもって代えることができる。）が含まれること。		33単位		1,320時間		68施設		あり		２科目		学生数が40人を超える科目は、遠隔地から招聘した著名な客員教授が必修科目の同じ内容を複数開講しなければならなくなる場合に限る。
学生には、年度当初に時間割・年間計画を公開することで周知している。		予定なし		0		0		予定なし		0		予定なし		0		予定なし		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		267,900円
（前期・後期毎）		ア 生活保護法（昭和25年法律第144号）第12条に規定する生活扶助を受ける者と同一世帯内にある者。
イ 経済的理由により授業料の納付が困難な者。
ウ 学資を主として負担している者が天災その他の災害により授業料の納付が困難な者。
※学業成績、就学態度が不良な者を除く		２９人
（R5実績）		予定なし		0		キャリアサポートセンターを設置し、就職やキャリア形成に関する必要な情報を適時提供している。
また、教職員や就職支援会社等と連携により、就職ガイダンス（主に、３年生向け）やキャリア形成セミナー（主に、低学年向け）の開催及びキャリアコンサルタントによるキャリア相談窓口の開設等、就職支援体制を構築している。
その他、商工会議所や自治体等が主催する「企業等との意見交換会」にも積極的に参加し、企業との関係構築も並行し、行っている。		毎週1回程度、外部のカウンセラーによるカウンセリングを実施している。
担任制により、学生が相談しやすい体制を整えている。		-		-		５回		４１７名		-		-		-		-		-		-		0		0
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		かなざわ食マネジメント専門職大学		学校法人国際ビジネス学院		２０２１年度		大聖寺谷　敏（だいしょうじや　さとし）		岡内　祐一郎（おかうち　ゆういちろう）		https://kanazawa-pu.ac.jp/university/infomation/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		フードサービスマネジメント学部		フードサービスマネジメント学科		3		令和３年度		1		令和４年度		2		令和５年度		0		0		0		進路変更（２名）、就学意欲の低下（１名）		12		12		11		9		40		160		6		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		1		教育課程連携協議会		年２回程度		本学HP　情報公開ページ内（https://kanazawa-pu.ac.jp/university/infomation/）		（審議事項）
・リカレント教育の拡充について

（報告事項）
		・科目履修制度について、既存科目を履修するのか　新たに企業向けに科目が開設されるのかについて質問があった。
・デザイン科目があるが、パッケージデザインは学べるかとの質問があった
・ビジネスの世界でグローバルな環境変化や、その対応などを踏まえた海外戦略等も視座にいれた教育が重要ではないかという問題提起があった
・広告マーケティングの世界でSNSの急速な広がりとユーザーの変化が激しい組織内では対人関係に悩む従業員も増えてきた。新しいコミュニケーションスキル。新しい時代のマネジメント論を教授してほしいとの意見が出た		完成年度後のカリキュラムの刷新、改善などを通じて、委員から意見や要望を具体的に実現する
教育課程編成を計画準備していきたい。
臨地実務実習については実習に臨む学生の社会人としてのリテラシーの向上について、事前の
オリエンテーションや担当教員による個別指導を強化していきたい		（審議事項）
・臨地実務実習マニュアルの改訂について
・臨地実務実習の内容改善事項について
・マニュアル及びガイドライン、評価制度の見直し等について
（報告事項）
・2022年8月に実施した「臨地実務実習Ⅰ」における実施報告		・担当教員の明確化及び実習先指導者との密なコミュニケーションを図る体制作りについて
・臨地実務実習の事前学習の内容として、社会人基礎力及びマナーやビジネススキルの指導の強化要請
・臨地実務実習後の体験報告会等を通して企業側への情報共有の場づくりの提案があった		臨地実務実習科目においては、教育効果向上のため企業側と教学が共同して指導できるよう、
担当教員を固定化し、事前学習から事後学習までを一貫して指導し、評価できるような体制に
変更した。		2		2		1		3		0		https://kanazawa-pu.ac.jp/wpmain/wp-content/uploads/2023/11/%E7%A7%91%E7%9B%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7.pdf		https://kanazawa-pu.ac.jp/wpmain/wp-content/uploads/2023/08/%E9%A3%9F%E3%83%9E%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9all_compressed.pdf		１３１単位		卒業に必要な単位数は、必修科目１１０単位、選択科目２１単位、合計１３１単位以上。		２０単位		６００時間		７８店舗		なし		0		0		予定なし		0		0		予定なし		0		予定なし		0		予定なし		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		200000		本学が特別に指定する高等学校出身者		2		予定なし		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、３年次後期より就職支援セミナー、各種対策や分析などの就職支援講座を開催することで、１年次から４年次まで体系的な就職支援プログラムを構築している。
また、担任を中心としたキャリアサポート体制を構築し、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、心理カウンセラーなどの専門家による相談を行っている。
また、担任制を導入し個別相談など学生一人ひとりに対応できる環境を整備している。		年４回		１４２校		４６回		４０人		２回		９人		０回		０人		０回		０人		0		本学の養成する人材は、今後の各フードビジネスの中核担う人材である。現状は学術と実践力を併せ持つ人材の養成方針に基づき、カリキュラム体系を経営系の学術と家政系の学術をバランスをとって配置し、加えて実習を配置しているが、臨地実務実習をスタート専門職大学の一番の核授業は実習教育であり、実学を学習するという接点を強化すべきと判断している。とりわけ現場での学びを知識・知恵に変換するためには本学のようなコンセプトを持つ大学は、ほとんどの教員が実際のフードビジネスの経営者、経営幹部、専門技術者の兼任で構成することで、リアルに学習成果を期待できる学術系（経営、家政）は実学では不足する理論武装を補う機能を期待したいと考える。基幹教員制度は、そのような観点から本学は戦略的に活用を考えたいが、企業側の理解を得るのが大きな課題である。そのためにも専門職大学の企業への認知度は更に高めていく必要は強く感じるこのようなことから教員の資格要件についても、もっと教育界と産業界の壁を低くして双方が戦略的に活用、行き来できるような次代を見据えた柔軟な新な社会制度の確立が必要ではないかと考える
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		かなざわ食マネジメント専門職大学																																								0		0		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		かなざわ食マネジメント専門職大学																																								0		0		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0
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		かなざわ食マネジメント専門職大学																																								0		0		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		かなざわ食マネジメント専門職大学																																								0		0		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		かなざわ食マネジメント専門職大学																																								0		0		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		かなざわ食マネジメント専門職大学																																								0		0		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		かなざわ食マネジメント専門職大学																																								0		0		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学		学校法人日本教育財団		令和３年度		粕谷　俊彦 （かすや　としひこ）		松井　信行 （まつい　のぶゆき）		https://www.iput.ac.jp/nagoya/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		工科学部		情報工学科		2		令和３年度		0		令和４年度		2		令和５年度		0		0		0		他の教育機関への入学・転学（2人）		172		164		98		93		80		480		99		0		0		0		0		20		0		0		0		0		10		0		3		5		教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.iput.ac.jp/nagoya/about/public_publication/		（審議事項）
「臨地実務実習Ⅰ」の今後の実施予定について審議した。

（報告事項）
引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを報告した。		「臨地実務実習Ⅰ」を通して、新しいデジタル技術やそれらを研究する領域、それらを活用してビジネスをプロデュースする領域の人材の育成やチームビルディングを進める力を伸ばすような教育に力点を置いて、専門学校との違いを出していってほしいとの意見が出された。		引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを確認した。よって、現時点での教育課程への反映はない。		（審議事項）
各種実習（コース別実習、地域共創デザイン実習）の実施状況、今後の実施予定について審議した。

（報告事項）
「地域共創デザイン実習」及び各コースで実施している実習の進捗状況について報告した。		今はデジタルを通して人と交流して、いかに大きな人数を集めることができるか、その先のマネタイズをどうするのか、ということまで考えることができる人材が求められているため、そういった時代の一歩先をいくことを考える力を養う授業を用意してもらいたいとの意見が出された。
		引き続き、設置の趣旨に沿った人材育成・実習運営を行っていくことを確認した。よって、現時点での教育課程への反映はない。		4		3		2		5		0		https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/09/04-NK-kamoku.pdf		https://portal.iput.ac.jp/campusweb_NK/slbssrch.do		130		■情報工学科
基礎科目　　20単位
職業専門科目
　　実習科目　必修科目26単位、選択科目8単位以上（A～C群の内、1つを選択）
　　講義・演習科目　　必修科目44.5単位、選択科目7.5単位以上（A～C群の内、1つを選択）
展開科目　  20単位
総合科目　   4単位
※1　実習の選択科目で選択した科目群と、講義・演習科目で選択した科目群は同一でなくてはならない。
※2　A～C群それぞれに、必ず単位を取得すべき科目として「コースコア科目」を設定する。コースコア科目が未履修の場合、卒業要件を満たさない。

■デジタルエンタテインメント学科
基礎科目　20単位
職業専門科目
　　実習科目　　　　必修科目29単位、選択科目 5単位以上（A, B群の内、1つを選択）
　　講義・演習科目　必修科目43.5単位、選択科目8.5単位以上（A, B群の内、1つを選択）
展開科目　20単位
総合科目　4単位
※1　実習の選択科目で選択した科目群と、講義・演習科目で選択した科目群は同一でなくてはならない。
※2　A, B群それぞれに、必ず単位を取得すべき科目として「コースコア科目」を設定する。コースコア科目が未履修の場合、卒業要件を満たさない。 
		20		600		37		あり		14		機材や電子部材、特殊な言語環境（仮想環境上のOSなど）を用いる実習・演習などを伴わない講義型の授業を中心とする授業科目については、同時に40人以上に対して授業を行う場合があることとしている。
十分な教育効果を上げるため、担当教員それぞれにオフィスアワーを設定して、学生からの質疑応答等に積極的に活用し個別授業的な効果を企図した運用を行っている。また、講義型授業を通して得た知識を確認するため、学生によるプレゼンテーションやそれに対する学生相互の意見交換などを授業進捗に合わせて実施し、適時に教育効果の確認を行っている。
これらの授業実施については、毎学期実施するオリエンテーションや学内掲示板にて周知している。		実施		0		17		実施		オンデマンド型授業を受講した後に課題を提出させ、その課題の解説や質疑応答、追加指導などを同時双方向型による授業によって実施するオンライン授業を行っている。		未実施		0		実施		質疑応答や理解を確認する問いかけなどをリアルタイムに行う対面授業と同等の効果を得やすい同時双方向型の授業についてはオンライン授業において原則的な形態としている。		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		○		300000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		○		1600000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		検討中		R7.10月の制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、３年次からは就職ガイダンス、学内企業説明会、集団面接練習会などの就職イベントを開催することで、１年次から４年次まで体系的な就職支援プログラムを構築している。
また、業界が求める人材を熟知したキャリアサポート担当者が、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、就職指導担当職員による相談・面談を行っている。
また、エントリーシートやポートフォリオの作成、面接対策等も同様に個別に対応している。		20		20		20		514		8		81		上記と区別せず		0		上記と区別せず		0		0		高等学校における進学先一覧などにおいて、専門職大学が、専修学校や文科省以外の府省庁立の大学校などと同じ類型に分類されている例を散見する。
専門職大学がいわゆる一条校であることを誤認した不適切な扱いと考えるが、そのような状況が是正されるよう、各都道府県教育委員会に対してご指導いただくとともに、誤解に基づいた進学指導が高等学校教育の現場でなされることがないよう、指導・監督をお願い申し上げる。

		名古屋国際工科専門職大学																																								工科学部		デジタルエンタテインメント学科		3		令和３年度		1		令和４年度		2		令和５年度		0		0		0		他の教育機関への入学・転学（1人）、就職（1人）、学生個人の心身に関する事情（1人）		200		191		50		46		40		480																																																																																0		17														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								工科学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		480																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								工科学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		480																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋国際工科専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学		学校法人　日本教育財団		令和3年度		粕谷　俊彦 （かすや　としひこ）		吉川　弘之 （よしかわ　ひろゆき）		https://www.iput.ac.jp/osaka/about/public_publication/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		工科学部		情報工学科		16		令和3年度		7		令和4年度		9		0		0		0		0		他の教育機関への入学・転学(7人)、就学意欲の低下(1人)、就職(2人)、学生個人の心身に関する事情(3人)、家庭の事情(1人)、除籍(1人)、その他(1人)		147		141		114		103		120		160		119		0		1		5		0		10		3		0		0		0		2		0		1		8		大阪国際工科専門職大学　教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.iput.ac.jp/osaka/about/public_publication/
https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/09/OK_curriculumcooperation.pdf		（審議事項）
・教育課程の見直しについて

（報告事項）
本学の特徴である実習科目を中心とした教育課程全般について		・学生時代の早い時期に『共創』という概念を学ぶのは非常に良い。		各学科・各科目での学生指導の中で活用していく。現時点では教育課程への反映はない。		（審議事項）
・教育課程の見直しについて

（報告事項）
本学の特徴である実習科目を中心とした教育課程全般について		・学生にとって企業の現場社員とできる限り多くのコミュニケーションをとれる環境であれば、成長速度が跳ね上がり非常に有益な結果となるのではないか。
・臨地実務実習において、参加学生同士がもっと事前に交流できていると更に良い。		各学科・各科目での学生指導の中で活用していく。現時点では教育課程への反映はない。		3		3		2		4		0		https://www.iput.ac.jp/wp-content/uploads/2022/09/04-OK-kamoku.pdf		https://portal.iput.ac.jp/campusweb_OK/slbssrch.do;jsessionid=473414CFB7A257F936716CCE487704AD?clearAccessData=true&contenam=slbssrch&kjnmnNo=4		(情報工学科）132単位以上、（デジタルエンタテインメント学科）132単位以上		(情報工学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（必修科目:72単位、選択必修科目:15.5単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)
(デジタルエンタテインメント学科)基礎科目（必修科目:20単位)、職業専門科目（実習科目:74.5単位、選択必修科目:13単位以上)、展開科目(必修科目:20.5単位)、総合科目(必修科目:4単位)		20単位(2年生：5単位、3年生：7.5単位、4年生：7.5単位)		600時間(2年生：150時間、3年生：225時間、4年生：225時間)		（情報工学科）40事業者、（デジタルエンタテインメント学科）12事業者、（両学科共通）3事業者		なし		0		0		予定なし		0		0		予定なし		0		予定なし		0		予定なし		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		○		300000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		○		1660000		経済的事情により学費を補う必要があると認められる学生。勉学状況･卒業後の抱負などにより判断。		0		未実施		0		キャリアサポートセンターの専門スタッフが、1年次より実施するキャリアガイダンスを通じてキャリア指導を行っている。具体的にはワークシートを用いた自己分析の実施から業界・企業研究の進め方などを指導している。また、積極的に外部の就職イベントや職場体験等に参加することも推奨している。それに加えて、全学生を対象にキャリアカウンセリングやESの添削、面接指導等、学生の就職活動を全面的にサポートし、就職内定から進路決定までを支援している。		本学は担任制を採用しており、適宜面談等を行い個々の学生に履修アドバイスや学修指導を実施している。また、奨学金、一人暮らし、留学等の学生生活全般を支援する担当職員を配置している。
		23		23		6		407		18		302		1		10		0		0		オンラインを活用した大学説明会・個別相談会（高校生・既卒生などを対象、延べ199名参加）
個別相談会（高校生・既卒生などを対象、延べ73名参加）
企業主催のガイダンスや地方都市でのガイダンス（高校生・既卒生などを対象、全12会場、延べ78名参加）		特にありません。

		大阪国際工科専門職大学																																								工科学部		デジタルエンタテインメント学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		166		162		51		49		40		160																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								工科学部		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		160																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								工科学部		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		160																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		大阪国際工科専門職大学																																								0		0		0		令和3年度		0		令和4年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学		響和会		2021年度		寺下　俊雄 （てらした　としお）		寺下　俊雄 （てらした　としお）		https://wakayama.kyowa.ac.jp/information-disclosure/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		健康科学部		リハビリテーション学科理学療法学専攻		3		令和３年度		2		令和４年度		1		令和５年度		0		令和●年度		0		就学意欲の低下		31		31		29		27		40		320		33		0		0		1		0		4		0		0		0		0		1		0		6		1		教育課程連携協議会		年１回程度		https://wakayama.kyowa.ac.jp/information-disclosure/		（審議事項）
議長の選出、構成員の紹介、学生数の報告及び状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明、意見交換

（報告事項）		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		（審議事項）
議長の選出、構成員の紹介、学生数の報告及び状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明、意見交換

（報告事項）		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		令和3年度はコロナ禍により開催延期したが、令和4年11月24日に初めて開催した。
主に構成員の紹介や学生の状況、カリキュラムの説明、授業評価アンケート報告、完成年度までの教育課程・方針説明に終始したため、令和5年度は3月末までに実施し、その会議での意見により対応予定となっている。		3		2		1		2		1		https://wakayama.kyowa.ac.jp/departiment-information/curriculumsyllabus/		
https://wakayama.kyowa.ac.jp/departiment-information/curriculumsyllabus/
		137		
卒業に必要な単位数は、
基礎科目で必修科目17単位、選択科目10単位中3単位以上選択、
職業専門科目で必修科目87単位、選択科目13単位中5単位以上選択、
展開科目で必修科目10単位、選択科目24単位中10単位以上選択、
総合科目で必修科目4単位、選択科目3単位中1単位選択
合計137単位以上。		理学療法学専攻【23単位】
作業療法学専攻【23単位】		理学療法学専攻【1035時間】
作業療法学専攻【1035時間】		理学療法学専攻【75施設】
作業療法学専攻【64施設】		なし		0		0		未実施		0		0		予定なし		0		予定なし		0		予定なし		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2021年開学のため、卒業生は出ていません		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		○		200000		各年度において審査を行い、前年度の成績がGPA3.5以上、かつ、各学年において上位10％以内の基準を満たした各専攻上位1名		0		○		125000		学校推薦型選抜指定校入学奨学金。学校推薦型選抜指定校において入学手続きをした全ての者。入学金の半額125000円を奨学金として給付		24		検討中		R7.4月の制度適用に向け、現在学内で申請検討中である		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、４年次に就職ガイダンス、就職イベントを開催する予定		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、担任による相談を行っている。また、学生生活委員会からも各委員が個別面談をその都度行っている		183		68		20		149		2		31		1		10		1		10		大学内での説明会（県立和歌山商業高校3年生、1回、38人）、出前授業(近大新宮1回、高校生24人及び中学生2人。粉河高校3年1回、38人。和歌山北高校北校舎3年1回、13人。箕島高校3年1回12人。耐久高校1回、2年15人、1年16人。）。大学内での説明会で、和歌山北高校サッカー部対象のフィジカル講座27人参加。今後も引き続き対象高校を拡大し、リハビリ専門職希望者の裾野を拡げて、オープンキャンパス参加、本学への受験及び入学につなげていく。		大学と専門学校と専門職大学の違いがわからない高校教員が未だに多く、1条校なのに大学よりも入りやすい、又は格下とみなしていることに非常に残念に思っています。大学と専門職大学をどちらか紹介するとすれば大学の方を高校生に勧める傾向がある。特に進学校の高校は、専門職大学よりも大学の方を勧める傾向がある。進学実績をアピールする高校側からすると大学への進学実績の方が保護者には良い印象を持つと考えているからである。全国的に総じて専門職大学は定員確保に苦戦していることも事実。まず高校教員への考え方を変える必要があると思います。そういう施策を熱望します。専門職大学のパンフレット発行には大変感謝しております。

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								健康科学部		リハビリテーション学科作業療法学専攻		6		令和３年度		1		令和４年度		5		令和５年度		0		令和●年度		0		家庭の事情		22		21		20		19		40		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								健康科学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								健康科学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		和歌山リハビリテーション専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学		学校法人筑波学園		令和４年度		戸谷　聰子 （とや　としこ）		柳　久子 （やなぎ　ひさこ）		https://a-ru.ac.jp/university/guidance/disclosure/index.html		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		リハビリテーション学部		理学療法学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		48		46		43		39		40		320		58		0		0		0		2		2		5		0		0		0		0		0		0		0		教育課程連携協議会		年２回程度		https://a-ru.ac.jp/university/guidance/disclosure/images/pdf/minutes2022.pdf		（審議事項）
産業界及び地域社会との連携による授業科目の開設、その他の教育課程の編成に関する基本的な事項

（報告事項）
児童支援関係の教育課程の充実及び医療提供施設外でのキャリアアップ教育課程の提案。		特になし。		将来的に「教育学」に関連した科目を見直していく。		（審議事項）
産業界及び地域社会との連携による授業の実施、その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項

（報告事項）
正課外教育課程に対する提案		特になし。		正課外教育の充実に関して内容を検討していく。		2		2		4		2		1		https://a-ru.ac.jp/university/guidance/disclosure/images/pdf/approva/2023.pdf		https://drive.google.com/drive/folders/1F_LjpfY6_ouNvQ2VuQ1AVg9gw92p2Pe-		134単位以上		卒業に必要な単位数は、必修科目116単位、選択科目18単位以上を修得すること。
1.基礎科目20単位以上
（1）必修科目12単位、（2）選択科目8単位以上
2.職業専門科目90単位以上
（1）必修科目88単位、（2）選択科目2単位以上
3.展開科目20単位以上
（1）必修科目12単位、（2）選択科目8単位以上
4.総合科目4単位
（1）必修科目4単位		通所・訪問リハビリテーション実習（1単位）
臨床実習Ⅰ（1単位）
臨床実習Ⅱ（4単位）
臨床実習Ⅲ（7単位）
臨床実習Ⅳ（7単位）		45時間
45時間
180時間
315時間
315時間		理学療法学科：7施設
作業療法学科：9施設		なし		0		0		実施		4		3		未実施		0		未実施		0		実施		・学生の発表及び課題提出もオンラインツールで実施することが出来、学生の満足度が上がった。
・科目名：社会学、生理学Ⅰ、ジェンダー論、保健医療福祉論、生理学Ⅱ、文化人類学、データサイエンス論		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		30万円～45万円		入学者の中から入学試験の成績が優秀な学生に
対して、初年度の後期分授業料に対する減免を行う。		6人		予定なし		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、３年次から４年次に就職ガイダンス、就職合同説明会、卒業生との交流会などの就職イベントを開催することで、１年次から４年次まで体系的な就職支援プログラムを構築している。
また、業界が求める人材を熟知した就職支援担当者が、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行う。		学生一人ひとりへの細やかな相談対応として、精神保健福祉士などの専門家による相談を行っている。
また、苦手科目や補講等について、助教が個別に対応している。		県内3回、県外2回		県内315校、県外400校		9回		237人		0回		0		1回		8人		0回		0		進学ガイダンス40回（高校3年生：44人、高校2年生：80人、高校1年生：58人）
バス見学会1回（高校2年生、2人）		0

		アール医療専門職大学																																								リハビリテーション学部		作業療法学科		2		令和４年度		2		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		学生個人の心身に関する事情（1人）、修学意欲の低下（1人）		32		32		32		28		40		320																																																																																4		3														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		アール医療専門職大学																																								リハビリテーション学部		学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		アール医療専門職大学																																								リハビリテーション学部		学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		320																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		アール医療専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		アール医療専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学		学校法人赤門学院		令和5年度		國分　活妙 （コクブン　カツミョウ）		清水　　浩 （シミズ　ヒロシ）		ホームページ（https://www.mobility-ac.com/）及び大学パンフレットで公表している。		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		電気自動車システム工学部		電気自動車システム工学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		5		5		5		3		40		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		電動モビリティシステム専門職大学教育課程連携協議会		年１回程度		ホームページ（https://www.mobility-ac.com/）で公表している。		（審議事項）
電動モビリティシステム専門職大学の教育課程について、学部長から、設置認可を受けた内容に沿って、大学の目的、人材養成像、三つのポリシー、教育課程等について説明の後、概ね以下のような協議を行った。
○　1年次から研究ゼミナールが設定されているのは非常に良いと思う。
○　企業における人材育成に費やす時間確保が難しい。リカレント教育に対応していく予定はあるか。
・　開学後にリカレント教育やリスキニング教育を設定することを考えている。学生には企業に就職後直ぐに専門的な会話ができる実践的な力を持った学生を育成していく。
○　ニーズを定義する力を養うカリキュラムがあればよい。
・　ニーズ解析やプレゼンテーション能力を養う専門科目を設定している。当該科目や研究ゼミナール等で教育内容にニーズ定義を取り入れて教育していく。
（報告事項）
なし		ニーズの定義について、教育課程に組み込むことを検討すること。		ニーズ定義について、「ニーズ理解入門」担当教員がシラバスの内容を検討し、定義を盛り込んだ内容とした。		（審議事項）
該当なし

（報告事項）		街燈暗視		0		3		3		7		3		2		https://www.mobility-ac.com/_files/ugd/4ee14f_7651a1a09f38446ab33ba6e784318907.pdf		https://www.mobility-ac.com/_files/ugd/4ee14f_7b91ebbbda2c4dab844dcec152589342.pdf		128		
卒業に必要な単位数は、次により必修科目92単位、選択必修科目8単位以上を含め合計128単位以上
1.基礎科目 20 単位以上
－必修科目18単位を含む、合計20単位以上
2.職業専門科目 80単位以上(臨地実務実習科目 20単位を含む。)
－必修科目56単位、選択必修科目8単位以上を含む、合計80単位以上
3.展開科目 20 単位以上
－必修科目 10単位を含む、合計20単位以上
4.総合科目 8単位（必修）
5.実験・実習科目から40単位以上(臨地実務実習科目 20単位を含む。)
この他に、他大学で修得した科目を30単位まで、卒業要件単位に含めることができる。		20		663		43(令和5年度）		なし		0		0		予定なし		0		0		選択してください		(記載例）
取り組もうとしたが○○で課題があった。▲▲の取組は学生からの評判がよく、引き続き実施していく。		選択してください		0		選択してください		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		検討中		（記載例）
R7.4月の制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、４年次に就職ガイダンス、企業説明会などの就職イベントへの参加を周知している。
また、1年次から研究室に配属する研究ゼミナール指導教員や学年担任及び学年副担任が、一人ひとりのキャリアプランに合わせ丁寧な個別指導を行っている。		学年担任及び学年副担任が、学生一人ひとりへの細やかな相談対応を行っている。また、必要に応じて心理カウンセラーなどの専門家による相談も実施している。
また、苦手科目の復習については、教務委員会が中心となって課外に補習授業を個別に実施している。		3		238		3		134		2		43		1		35		0		0		大学見学ツアー（高校2年生、1回、12人）、（高校1年生、1回、23人）		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								電気自動車システム工学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								電気自動車システム工学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								電気自動車システム工学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		電動モビリティシステム専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学		学校法人滋慶学園		2023年度		浮舟　邦彦　 （うきふね　くにひこ）		中鉢　良治　 （ちゅうばち　りょうじ）		URL： https://www.tid.ac.jp/about/public-information/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		情報デザイン学部		情報デザイン学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		146		133		128		115		160		640		93		0		0		0		1		4		2		0		0		1		2		0		4		6		教育課程連携協議会		年２回程度		https://www.tid.ac.jp/about/public-information/
本年開学のため情報公開は2024年予定		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし		（審議事項）
　該当なし

（報告事項）
　該当なし		該当なし		該当なし		4		3		2		3		0		https://www.tid.ac.jp/assets/docs/public-information/rules.pdf
学則P13に記載/また学則以外に便覧にも掲載、さらに「実務経験のある教員による授業科目の一覧」も別途公開済。これらその他の資料はいずれも以下のURLに集約している。
https://www.tid.ac.jp/about/public-information/		https://curric.tid.ac.jp/cgi-bin/curric/curricbase.cgi		130		1．基礎科目
　必修科目10単位及び選択科目10単位以上、合計20単位以上修得すること。かつ、<数理基礎>より6単位以上、<現代社会>より2単位以上、<キャリア>より6単位以上、<アート>より2単位以上、<語学>より2単位以上修得すること。
2．職業専門科目
　必修科目55単位修得、選択科目から29単位以上、合計84単位以上修得すること。
3．展開科目
　必修科目16単位修得、及び選択科目から4単位以上、合計20単位以上修得すること。
4．総合科目
　必修科目6単位修得すること。
・上記の要件を満たし、本学に4年間以上在学し、必修科目87単位（うち、実習科目37単位）、選択科目43単位以上（うち、実習科目3単位以上）、計130単位以上（うち、実習科目40単位以上）を修得し、ビジネスデザインⅠ・Ⅱに合格した者に対し学位を授与する。
 ・履修モデルごとに必ず単位を取得すべき科目として「コア科目」を設定する。「コア科目」については、履修要綱などで別途定める。なお、「コア科目」が未履修の場合、卒業要件を満たさない。		22		660		令和７年度より実施		あり		7		いずれも教員を２名以上配置し、教員１名あたり40名以下となる体制で実施		検討中		0		0		未実施		0		未実施		0		実施		コロナの影響で1日のみ例外的に実施		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		予定なし		0		卒業生がでるのは令和8年度となるため、具体的な支援は始まっていないが、
臨地実務実習先企業の開拓とともに、将来の学生の就職先企業とのつながり強化を進めている。		学修支援センター、スクールカウンセリングのハブとして教学事務部を配置し、教学事務部による生活サポート、キャリア支援を軸に双方へのつなぎを行うなど連携を進めている。		20		20		0		0		80		426		1		13		0		0		0		臨地実務実習において、企業の業態によってはオンラインによる対応も認めていただけると可能性の幅が広がります。
IT業界ではテレワークに移行した企業も多く、それらの企業がすべて対象外となってしまいます。今後の多様な働き方ができる社会を前提に考えると、テレワークは実務になりえないという制限はそぐわず、またテレワークだからこその実務的課題もあり得ると考えます。

		東京情報デザイン専門職大学																																								情報デザイン学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		640																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								情報デザイン学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		640																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								情報デザイン学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		640																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		東京情報デザイン専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和5年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学		学校法人　深堀学園		令和5年度		深堀　和子 （ふかぼり　かずこ）		平岩　賢志　（ひらいわ　まさし）		https://gpu.ac.jp/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		グローバルビジネス学部		グローバルビジネス学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		6		4		4		3		98		392		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1		0		0		0		教育課程連携協議会		年２回程度		https://gpu.ac.jp/		（審議事項）
・文部科学省からのご指導を受けて追加した科目『情報セキュリティ技術』について
・担当教員の拡充について
（報告事項）
・文部科学省のAC審査も経て、新科目『情報セキュリティ技術』を武藤教授が担当すること、また『臨地実務実習Ⅰ』に津村講師、『IT概論』及び『メディア戦略Ⅰ』に風間講師が追加されたことを報告		・新設科目が実践に則した内容か再検証
・追認された教員と既認可教員との授業が、効果的に行われているか検証		・新設科目について、武藤教授との再協議
・学長は担当教員との協議を実施、より効果の高い授業を模索		（審議事項）
・開学後の授業展開について
・臨地実務実習の進展状況について
（報告事項）
・開学より授業は滞りなく実施されている
・インターンシップ前のマッチング面接、受入企業との打合せを既に実施。●月インターンシップ実施予定
		・来年度の授業展開の準備
・インターンシップを通し、社会人・企業人として求められる基本的能力や姿勢が得られる実習内容となっているかの再検証
・臨地実務実習先の拡充		・来年度に向けて、各教員との打ち合わせを実施
・インターンシップでの学びをより深めるため、学生への指導を重層的・多角的に実施
・既にインターンシップ先は、申請時に比べ●社拡充		3		1		2		1		1		https://gpu.ac.jp/curriculum-map/#department01		本学学生は学生用のアカウントにおいて、シラバスを閲覧しています。外部からのアクセスはできないので、それを印刷・郵送します。また科目の内容については、以下のURLにて公開しています。
https://gpu.ac.jp/curriculum-policy/		124単位		卒業に必要な単位数は、必修科目73単位、選択科目51単位以上、計124単位以上とします。
また以下の条件を満たす必要があります。
基礎科目20単位以上、基礎科目の選択科目17単位から、12単位以上取得。
職業専門科目80単位以上、職業専門科目の選択科目45単位から、21単位以上取得。
展開科目20単位以上、展開科目の選択科目から30単位から、18単位以上取得。
		20単位		600時間		令和４年度は開学前の事前準備として、約100社との実習受入契約を交わすとともに、川崎市産業振興財団、川崎港振興協会等約250社を傘下におく関連業界団体との連携を実施しました。		なし		-		全ての科目を40名以下で行っています。		予定なし		18		0		検討中		より授業の質・効果を高めるため、学生は予習として動画を事前に視聴し、授業においては詳細説明、事例説明、ディスカッションなどに重点をおいて授業を進行する事を検討している。		実施		対面のみならず、オンライン・プラットフォームを使用してもコミュニケーションは取られている。授業の資料配布、課題提出、課題評価・返却、質問受付・解答は、オンライン上でも実施されている。		実施		社会状況・学生の状況に応じて、講義系の科目において活用している。感染症（コロナ・インフルエンザ）罹患者、帰国した留学生など、授業に物理的に出席が難しい学生がいる時、オンラインをつないで授業に参加できるように実施した。		グローバルビジネス学部グローバルビジネス学科		0		0		関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		令和5年5月1日現在、卒業生はいません。		-		-		-		-		-		-		-		-		その他（　　　　　　　　）		-		-		✕		-		-		-		○		10～100万円		開学記念深堀特別奨学金：本学入学を強く希望する者で、経済的事由により高等教育機関への修学が困難な学生
＜新入生向け奨学金＞
・深堀学園優秀新入生奨学金：選抜試験の成績
・入学前資格奨学金：対象資格保有者
・地方新入生奨学金：関東以外の出身者
・新入留学生奨学金：選抜試験の成績
＜在学生向け奨学金＞
・深堀学園優秀者奨学金：前年度の出席率が95％以上で、対象年度の成績が極めて優秀または著しい成果を上げた学生
・資格奨学金：在学中に対象資格を取得した、学業成績、人物共に優れた学生
・経済支援奨学金：経済支援を必要とする、学業成績、人物共に優れた学生
・海外活動奨学金：対象年度に海外活動(インターンシップ)を終え、学業成績、人物共に優れた学生		1人		✕		-		-		-		検討中		完成年度翌年（R9.4月）からの制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		「キャリアデベロップメント」科目から、臨地実務実習、就職へとつながる一貫した就職支援を実施しています。自己分析や自己PR、企業研究や面接試験対策など、より実践的な対策を行うための講座を豊富に用意するほか、個別の就職相談、模擬面接など、学生一人ひとりに対してきめ細やかなサポートを行っています。また臨地実務実習の中で、実際に就業体験をすることにより、学生は早い段階で社会参画意識を身に着け、企業に対する理解を深めることが可能となります。		学費負担の軽減　（開学記念深堀特別奨学金、新入生奨学金（5種）、在学生奨学金（5種）を提供しています。）
学生の心身に関する支援　（キャリアコンサルタント国家資格を持つ専門スタッフが担任教員と連携し、学生の心身に関する支援しています。）
就学サポート　（入学前ガイダンス、また「スタディガイド」等の科目を通して、学生の学修・生活を支援しています。）
学生生活支援　（遠方から自宅外通学をする学生の負担を考慮し学生寮を有しています。）		950		500		5		25		5		25		0		0		0		0		・教育関連企業（さんぽう、ライセンスアカデミ―、昭栄広報等）が主催する、高校内での説明会に参加。本学の教育内容・養成する人材像の紹介、模擬授業、個人カウンセリングを実施した。10回以上参加し、計300名の生徒に案内した。
・大学案内と募集要項の送付に取組み、2810名に送付した。送付希望者は、本学ホームぺージ、JSコーポレーション、進研アド、さんぽうから募った。
・本学への認知向上を目指し、約3200校の高校と約450校の日本語学校に本学案内と募集要項を送付した。		専門職大学制度への要望事項件、専門職大学コンソーシアムの場等を通じましても、制度の在り方、現状の課題、改善に向けた取り組みにつき、協議、アクションプランの設定、実行を文科省ご指導の下、進める体制が少しづつではありますが、整いつつあるように感じているところではございますが、まだまだ緒に就いたばかりという認識です。
私どもを含めた専門職大学の置かれた共通した課題として、専門職大学の認知度が低いことが挙げられることはこれまでの協議でご報告申し上げている通りです。この結果として、例えば、専門学校との違いが分からない、大学名に「専門職」がつくため大学とは思われないことなどが、現場を訪問からは聴かれます。高校進路指導室先生、学生、保護者などで温度差はあるものの全体としての認知度向上は不可欠と思われます。また、私立大学定員管理の基準緩和も新設大学には非常に大きなインパクトがあり、これらにより募集活動は窮地に追い込まれていると言わざるを得ません。
このような状況に置きまして、大学としての認知度向上に向けた活動の推進、コンソーシアムにおいての協力体制の構築に引き続き注力して参りますが、文科省との定期的な意見交換の実施等を通じまして、文科省におかれまして、具体的な施策－例えば、上述の定員基準緩和策の是正、あるいは専門職大学名称問題での改善など－の実施に向け、一層のご議論の活性化、結論の収束化、適用の迅速化など、推進の具体化をよろしくお願いいたします。
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		グローバルBiz専門職大学																																								グローバルビジネス学部		学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		392																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								△△△学部		学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		グローバルBiz専門職大学																																								□□□学部		学科		0		令和５年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学		学校法人ミスパリ学園		令和5年度		下村　朱美（しもむら　あけみ）		室伏　きみ子（むろふし　きみこ）		https://www.b-w.ac.jp/disclosure/		なし		―		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		ビューティ＆ウェルネス学部		ビューティ＆ウェルネス学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		173		172		167		149		234		948		127		0		0		9		0		1		2		0		0		0		0		0		4		6		ビューティ＆ウェルネス専門職大学教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.b-w.ac.jp/disclosure/		（審議事項）
　未実施

（報告事項）		0		0		（審議事項）
　未実施

（報告事項）		0		0		1		1		1		1		1		https://www.b-w.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/10/kyouikukateihyou.pdf		https://bwpu.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		132単位		次により、必修科目122単位、選択科目10単位以上、合計132単位以上を修得すること。
基礎科目は、必修23単位を含め27単位以上
※選択科目のうち比較芸術論、身体表現論、伝統文化演習、ジェンダーとダイバーシティから2単位、国際関係論、法学概論、現代社会論から2単位を選択必修とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職業専門科目は、必修75単位を含め79単位以上
※選択科目のうち、フィットネス実習Ⅰ、フィットネス実習Ⅱ、ネイルデザイン実習Ⅱから2単位を選択必修とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展開科目は、必修20単位を含め22単位以上
総合科目は、4単位
実験・実習科目を40単位以上、臨地実務実習科目及び連携実務演習等科目を20単位　　		20単位		600時間		未実施		なし		0		0		未実施		0		0		未実施		0		未実施		0		未実施		0		ビューティ＆ウェルネス学部ビューティ＆ウェルネス学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		A特待895,000円
B特待447,500円
C特待200,000円		・入学試験特待生
入学試験において、特待生希望の申し出が
あり、優秀な成績を収めた者。		8		検討中		R8の制度適用に向け、現在学内で申請検討中。		学内にキャリア支援センターを設置し、求人情報の公開だけでなく、キャリアアドバイザー又はキャリアコンサルタント資格を有する職員を配置し、個人面談、履歴書添削、模擬面接に加え、就職活動支援講座の開催など 学生の就職活動に関する企画 の発案 ・実施、及び就職先の確保を行う。		クラス担任（専任教員）が、学生の履修方法や学生生活に関する相談に応じ指導にあたる。また、事務局の大学事務課とも連携し、随時学習面・生活面等の相談・指導している。		1507		815		32		1028		14		317		2		27		0		0		オンライン説明会(高校生（一部、社会人を含む）向け、29回、35名）
個別相談会（高校生（一部、社会人を含む）向け、28回、30名）		　専門職大学制度が始まって5年が経ちますが、まだまだ認知度や社会的評価が低いように思います。
　高等学校の進路指導教員の中には、専門学校と同等に扱われている方もいるようです。
　各専門職大学が自校の広報に力を入れておりますが、国や文部科学省においてもさらなる制度の広報をお願いいたしたく存じます。
　
　また、専門職大学制度の特徴でもある「原則、40人以下の少人数授業」ですが、演習や実習においては意味のあることかと思います
　が、講義においては実施方法によってはその教育効果を担保でき、教員の負担が増えているだけのように思いますので、ご検討い
　ただきたく存じます。

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								ビューティ＆ウェルネス学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		948																																																																																0		0														0		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								ビューティ＆ウェルネス学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		948																																																																																0		0														0		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								ビューティ＆ウェルネス学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		948																																																																																0		0														0		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ビューティ＆ウェルネス専門職大学																																								学部		学科		0		令和5年度		0		令和6年度		0		令和7年度		0		令和8年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学		学校法人　ヤマザキ学園		令和元年度		山﨑　薫 （ヤマザキ　カオル）		山北　宣久 （ヤマキタ　ノブヒサ）		https://www.yamazaki.ac.jp/		なし		0		0		0		なし		0		0		0		なし		0		0		0		なし		0		-		動物トータルケア学科		26		令和２年度		5		令和３年度		7		令和４年度		10		令和５年度		4		他の教育機関への入学・転学（7人）、就職（5人）、就学意欲の低下（4人）		153		149		119		103		80		103		90		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		8		ヤマザキ動物看護専門職短期大学教育課程連携協議会		年２回程度		https://pc.yamazaki.ac.jp/guide/joho/		（審議事項）
令和5年度カリキュラムについて

（報告事項）
新旧カリキュラムとの比較で専門職短大の国試対策の充実を図る変更等の状況が説明された。
		委員から、国家試験の今回の合格率、難易度等の質問があった。
委員から、国家試験に対するカリキュラムは理解したが、心の教育についての取り組みについて質問があった。		17日の発表で確認できることの説明があった。
１年次から精神面フォローを養成する取り組みをカリキュラムに入れている旨の説明があった。		（審議事項）
令和4年度臨地実務実習の実施状況について
（報告事項）
臨地実習１～6の全体の説明後、出席する担当教員から個別の実習の概要の説明を行い、担当教員からは、追加の臨地実務実習資料に基づき、コロナウィルスに留意しながら、クラスターの予防措置を取り実習にあたっていること、また、事前授業でのマナー、礼節についても教育し、事後授業では実習体験から振り返りの時間を持ち、次のステップに進めるための自覚を持てるように取り組んでいる旨の説明があった。		委員から、臨地実習5、6を病院と関連企業の半分半分というのは出来ないかとの意見があった。		現在実習中の臨地実習4の2年生は、動物関連企業様（ペットショップ、ホテル、同伴宿泊施設、シェルター等）への実習に取り組んで必要な業務を学んでいるとの説明があった。
　また、臨地実習5、6については、就職先を意識した実習の取組になる旨の説明もあった。
臨地実習3、4を踏まえてのステップになるため、また学生の混乱を招かないための配置となっており、インターンという選択も別途認めて、就活の一つの手段として選択の幅をもたせている旨の説明があった。		2		1		1		3		1		https://pc.yamazaki.ac.jp/for-students/		https://pc.yamazaki.ac.jp/for-students/		100単位		卒業に必要な単位数は、必修科目79単位、選択科目21単位、合計100単位以上。
		15単位		450時間		動物病院　　　　135病院　
動物関連企業　118施設　合計253箇所		あり		39科目		【十分な教育効果を上げるための配慮】
科目により、以下の内容を組み合わせて十分な教育効果を上げるための配慮をおこなっている。
・パワーポイント、配付資料の活用
・リアクションペーパーの活用
・理解度チェックのための小テストまたは小レポートの実施
・質問時間を設け、個別に質問があった場合は次回の授業で全体に対して回答する
【学生への周知方法】
同時に授業を行う学生数が40人を超えることが想定される科目については、年度初めに配付するシラバスに「同時に授業を行う学生数が40人を超えた場合の教育上の配慮」を記載している。		未実施		0		0		未実施		0		未実施		0		未実施		0		動物トータルケア学科		92		72		　動物病院関係		54		　動物関連企業関係		15		一般企業関係		3		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		3		3		0		0		9		1		0		8		イオンペット株式会社、株式会社コジマ、東京建物リゾート株式会社、ZOO JAPAN CO;LTD.、株式会社フロムパピー、株式会社クリエイティブヨーコ、株式会社エモーショナル・イノベーション、日本動物医療センターグループWellness Salon cocoe、Anier、プリモ動物病院グループ、久米川みどり動物病院、ふく動物病院、宮動物病院、安田獣医科医院、岡部獣医科病院、石田ようこ犬と猫の歯科クリニックなど		0		0		0		81		0		0		0		58		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		－		－		－		○		600000		入学後の学業成績優秀で将来の指導者を目指す
学生に対して山﨑良寿記念奨学金年間30万円を
支給。
		2		○		1450000		①総合型選抜試験Ａ日程・学校推薦型選抜試験Ⅰ期・一般選抜試Ⅰ期において優秀な成績で合格し入学する学生に、学費10万円を減免。
②兄弟姉妹または父母がヤマザキ学園関連校の在籍生または卒業生である者に対し、入学手続時に入学金25万円を減免。		13		検討中		具体的な時期は未定であるが、時期も含め現在学内で申請検討中。		アッセンブリーアワーキャリア教育アワー授業として、1年次には職業選択、自己分析、仕事研究、就職活動から内定までのスケジュールについてのセミナーを実施。2年次には、動物病院、動物関連企業を学内に招聘し説明会を開催。3年次には、就職担当の職員がエントリシート、履歴書の記入方法から模擬面接等対応することで、1年次から3年次までキャリアサポートを構築している。
また、クラス担任、就職委員会、就職担当の職員の三者が連携し、本人の希望や適正に合った就職先へ導けるよう一人ひとり丁寧に個別指導を行っている。		学生一人ひとりへの細やかな指導及び支援を目的とし、クラス制を導入している。各クラスにはアドバイザ並びにアシスタントアドバイザーを配置し、気軽に相談できる体制を整えている。また、専門家による相談対応として、心理カウンセラーを配置し専門家による相談体制も整えている。		40		40		14		545		6		84		2		48		-		-		WEBオープンキャンパス（2回、128名(受験対象者）参加）、オンライン入試・学費説明会（4回、34名（受験対象者）参加)		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								-		●●学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		103																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　動物病院関係		0		　動物関連企業関係		0		一般企業関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								-		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		103																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　動物病院関係		0		　動物関連企業関係		0		一般企業関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								-		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		103																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　動物病院関係		0		　動物関連企業関係		0		一般企業関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								△△△学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								△△△学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								□□□学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		ヤマザキ動物看護専門職短期大学																																								□□□学部		学科		0		令和２年度		0		令和３年度		0		令和４年度		0		令和５年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学		学校法人穴吹学園		令和3年度		穴吹　忠嗣 （あなぶき　ただつぐ）		青木　義英 （あおき　よしひで）		https://web.seto.ac.jp/about/information/		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		観光振興学科		観光振興学科		1		令和3年度		0		令和４年度		1		令和●年度		0		令和●年度		0		他の教育機関への入学・転学（1人）		20		20		20		20		80		240		15		0		0		0		1		0		0		0		1		0		1		0		0		2		せとうち観光専門職短期大学　教育課程連携協議会		年２回程度		https://web.seto.ac.jp/about/information/		（審議事項）
観光業界における資格取得の推奨について協議した。

（報告事項）		観光業界の各分野において、資格は有用ではあるが必須ではない。それよりも所属している部門だけでなく、組織全体を俯瞰できる人材を養成してほしいとの意見があった。
また観光業界では人材不足が大きな問題となっている。地元エリアでの人材輩出を期待している。		委員からの意見を踏まえ、完成年度以降の教育課程改正に反映していく予定である。		（審議事項）
新型コロナ感染症に対する対応策、受け入れ施設側の負荷への対応策、コロナ禍における受け入れ施設の確保等について協議した。

（報告事項）
主に「臨地実務実習Ⅱ」および「臨地実務実習Ⅲ」について、実施状況を報告した。		コロナ禍により観光業界の現場では受け入れ体制として厳しい状況がある。例えば来客数の減少に伴うスタッフの人員整理や、施設によっては稼働していないケースもある。施設側の状況に応じ、臨地実務実習実施施設の調整の必要である旨の意見があった。		本学で受け入れの承諾を受けている臨地実務実習施設の多くが、新型コロナ感染症の影響を大きく受けている。その状況から、現場の負担をできる限り軽減するため、実習担当教員と実習施設指導者との連携を密にし、学生の希望を考慮しつつ1施設における受け入れ人数や日程等を協議調整した上で実施する。		2		1		1		4		2		https://web.seto.ac.jp/education/syllabus/		https://seto.ask-dplus.com/wp/wp-content/themes/seto/pdf/syllabus/syllabus2023.pdf		（観光振興学科）　96単位		【卒業要件】
次により、必修科目73単位、選択科目23単位以上、合計96単位以上を修得すること。
　基礎科目15単位以上
　　選択科目のうち、企業の社会的責任、法と社会、ビジネスコミュニケーション、信仰の歴史、異文化理解、災害と防災の科学から6単位を選択必修とする。
　職業専門科目62単位以上
　　選択科目のうち、せとうち観光アート論、せとうち観光資源論、四国巡礼研究、四国観光史から4単位、交通産業論、宿泊産業論、地域創生事業論から2単位、ホスピタリティ実務実習A、ホスピタリティ実務実習Bから１単位を選択必修とする。
　展開科目15単位以上
　　選択科目のうち、中小企業論、コミュニティデザイン論、マーケティング論、起業論から4単位を選択必修とする。
　総合科目4単位以上

（ 履修科目の登録の上限：42単位(年間) ）		（観光振興学科）　20単位		600時間		15施設		なし		0		0		予定なし		0		0		選択してください		(記載例）
取り組もうとしたが○○で課題があった。▲▲の取組は学生からの評判がよく、引き続き実施していく。		選択してください		0		選択してください		0		観光振興学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		○		10万円		2年次の臨地実務実習Ⅱ・Ⅲにおいて航空クラスを選択する学生で以下の基準を満たす者。
・1年次の通算GPAが2.5以上
・概ね出席率が良好である		1		○		90万円		・入学生保有資格特待生制度：入学までに実用英語検定試験2級以上に合格（20万円免除）
・入学生特待生制度：総合型選抜入試の合格者で「特待生トライアル試験」を受験し、試験結果が80点以上の上位成績優秀者（1位：70万円免除）		2		予定なし		0		ホスピタリティ実務実習、ビジネスコミュニケーション、キャリアデザイン論などの科目、さらに600時間に及ぶ臨地実務実習といった観光専門職業人として必要な実践力を身に付けるカリキュラムに加え、2年次からは4月と10月に就職ガイダンスを実施し、就職活動に対する動機づけを行っている。また企業研究や自己分析、面接対策といった各種就活サポート講座を実施している。さらに臨地実務実習終了時に合わせ、個別面談を学生全員に実施し、個々の希望や状況の把握を行い個人に合わせた支援を行っている。		大学の規模が小さく学生数が少ないため、学生と教職員の距離が近く学生の状況を把握しやすい環境にある。学生生活に関わる相談については、日常的に会話する中で把握することも可能で、大学全体で随時対応している。特に専門性を要する相談については、他の校舎にはなるが常勤している臨床心理士が対応する。
また学習支援に関しては、観光業に必須となる英語について、苦手としている学生を対象に課外で講座を実施している。		181		56		9		47		2		10		1		38		0		0		オンライン説明会（高校生・保護者、7回、8人）、個別相談（高校生・保護者、3回、3人）、高校内ガイダンス（高校生、41回、218人）、高校出張授業（高校生、8回、154人）		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								観光振興学科		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		240																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								観光振興学科		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		240																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								観光振興学科		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		240																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		せとうち観光専門職短期大学																																								―　　　学部		―　　学科		0		令和3年度		0		令和４年度		0		令和●年度		0		令和●年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部		静岡県		令和２年度		0		鈴木　滋彦（すずき　しげひこ）		本学ウェブページ【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/】
静岡県立農林環境専門職大学リポジトリ「アグリフォーレ・レポート」【https://spua.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_snippet&index_id=9&pn=1&count=20&order=7&lang=japanese&page_id=13&block_id=21】
自己点検評価報告書【https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/】		なし		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		0		0		選択してください		0		短期大学部		生産科学科		10		令和2年度		0		令和3年度		2		令和4年度		4		令和5年度		4		進路変更（8）、就職（2）		149		148		106		101		100		200		27		0		0		0		54		2		2		0		0		0		0		0		3		13		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部教育課程連携協議会		年２回程度		大学ホームページ（https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/assessment/）		（審議事項）
・カリキュラム検証ワーキングチームで検討したカリキュラムの変更案に対する審議
前回協議会で報告したカリキュラム変更案を一部修正した内容で、意見を求めた。
①短大は２年間という時間的制約があり、学生の意向に配慮したカリキュラム改善する姿勢は、非常に良い。②実践力を重視したカリキュラムへ変更されている点が良い。特に実践マーケティングが加えられたことは評価できる。③人気ある講義について、授業回数を増やすことは良いが、カリキュラムの偏りに注意が必要。④短大が併設大学のように講義が多くなることは問題である。

・本学のビジョンと戦略に対する審議
教育、研究、学生支援、社会貢献・地域連携・国際化、大学運営　の柱を立てることとし、本協議会ではこのうち教育ビジョンの骨子案を報告し、意見を求めた。
①教育ビジョンについては、併設する４大との違いを明確に示すべきである。②短大は、現場目線で学生を育てないと、静岡県の農家たちから信頼が低下する。

（報告事項）
・カリキュラム検証ワーキングチームで検討したカリキュラムの変更案の報告
　授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項での課題抽出を踏まえ、学修者本位のカリキュラムにしていく必要があることから、カリキュラム検討委員会において検討してきた下記のカリキュラム改善策を報告した。
①「効率的に単位を取得するため」及び「受講可能科目を増やすため」に通年科目を前・後期に分割。②卒業後即戦力となる実践的な内容が学べる授業を自由科目として新規に開講。③受講希望者の多い選択科目の授業回数を２回開講。④農業の基礎知識がない新入生に対する導入科目の内容改善。⑤基礎知識が少ない時期（1年夏期）の学生に対する授業内容の改善。⑥授業間の内容の重なりへの対応として、教員同士の授業内容の共有化。⑦卒業間近に実施している必修科目の開講時期の前進化。		・カリキュラムの改善について、上記の意見を踏まえ、原案どおり変更してもらいたい。
・ビジョンと戦略については、併設大学との教育ビジョンを明確に示してもらいたい。		・連携協議会の委員の提言を踏まえ、教務委員会、教授会において、より良い学びになるよう、令和５年度からカリキュラムの一部を変更して運営していくこととした。
・教育ビジョンについては、大学との違いを明確にして具体的に策定することとした。		（審議事項）
・授業評価アンケート及び学生アンケートによる課題の抽出と検討状況について
下記報告事項において、学生視点からの様々な課題があった。②抽出された課題について委員からの意見を求めた。
①短大はカリキュラム期間が限られているが、学びの順番等の課題を改善されたい。②授業の内容について講師間の連携をしっかりとってもらいたい。③農業系高校出身者でなくても農林業の学びに速やかについてこれるような配慮された授業が必要。④FD・SD委員会による、これらの学生評価への取り組み対応が、非常に丁寧にやられている。

（報告事項）
・授業終了時の全教科毎の学生によるアンケート評価について(授業評価)
・授業及び学生生活に関する年度末の学生の意識調査について(大学評価)
①各教科において「満足度を高めた」、「身につけた実感を高めた」という評価が多くの授業科目で見受けられた。②1期生よりも2期生において満足度や身につけた実感が高まっている科目が多くなった。③「授業の内容や方法について、総合的にみてこの授業に満足しましたか」という問いでは、「非常にこの授業に満足している」との回答をしている学生が多かった。④「学生アンケート」の結果では、満足度や学修成果に関する評価は1期生よりも2期生の方が高まっていた。⑤上記のとおり、教員の授業改善によって、成果が着実に出ていることを報告した。		・短大は２年間という限られた中で、カリキュラムを構成する必要があるので、十分吟味すること。
・授業の内容について講師間の連携をしっかりとること。
・学生の学びの順番を再考すること。		・何を学ばせて何を身に付けさせたかという教学マネジメントの観点から、学修者本位のカリキュラムにしていく必要がある。
・連携協議会の委員の提言を踏まえ、教務委員会、教授会において、より良い学びになるよう、カリキュラムを再考した。		4		4		1		4		1		https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/document/curriculum_map_2020.pdf		https://www.spua.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx		68単位		卒業に必要な単位数は、基礎科目１０単位、職業専門科目４６単位、展開科目１０単位、総合科目２単位以上。		10単位		450時間		85		あり		1		「静岡学」（大学と合同で実施）について、本県ゆかりのトップランナーによる講話の聴講や、
多様な意見に触れることを目的に行う発表は全員で行うが、講話後に行うグループワークは少人数で
行うなど、十分な教育水準が担保されるよう配慮して実施している。
学生への周知は、シラバス、学生便覧及び初回授業で行っている。		予定なし		0		0		選択してください		(記載例）
取り組もうとしたが○○で課題があった。▲▲の取組は学生からの評判がよく、引き続き実施していく。		選択してください		0		選択してください		0		生産科学科		90		73		農林業自営		10		農林業法人		24		農林業関係団体		12		農林業関係企業		23		公務員		2		その他一般企業		2		　　　関係		0		　　　関係		0		2		0		2		0		11		7		0		4		サンファーム中山(株)、足立柿園、ジュンサンベリーファーム、富士丸西牧場、（株）はんぺん農園、武甲農場合同会社、満咲牧場(株)、(有)アイエーエフ石塚、森静畜産、(株)日下農園、(有)佐野ファーム、(有)山蔵農園、木本牧場、TEN Green Factory(株)、はままつフルーツパーク時之栖、(株)カクトロコ、増井農園、マルワ農園、お陽様農園、西ケ谷蜜柑農園、石川ライスセンター、㈱フジイチ、㈱兵庫親林開発、ＪＡ静岡市、ＪＡ遠州中央、ＪＡ大井川、ＪＡ清水、ＪＡふじ伊豆、ＪＡ上伊那、静岡県農業共済組合、浜松市花みどり振興財団フラワーパーク、掛川森林組合、清水森林組合、春野森林組合、豊根森林組合、東京多摩青果(株)、静岡ＶＦ(株)、豊田肥料(株)、(株)東京シティ青果、浜松青果(株)、(株)コメリ、(株)ミヨシグループ、(株)岩倉種苗店、(株）関東甲信クボタ、(株)渥美フーズ、平林物産(株)、サカタのタネ(株)、(株)タカラ・エム・シー、(株)ビック富士、(株)寺田製作所、(株)静鉄ストア、(株)シーアイシー、トヨタネ(株)、農林技術研究所技能労務員、諏訪ガス(株)、(株)アスティー		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（家畜人工授精師）		7		7		✕		0		0		0		✕		0		0		0		○		全額、半額、１／３		・入学前年の家計状況。
・入学前１年以内又は入学後に本人の属する世帯の主たる家計支援者が天災その他の災害により著しい損害を受け、授業料の納付が困難な者で、かつ、知事が認めた者		0		実施		0		理論と実践力を身に付けるカリキュラムに加え、学生のキャリア形成支援のための以下の取組を行っている。
①１年次から活動時期に応じた進路セミナーの実施、②就職情報の収集・提供、就職の斡旋、③担任教員と連携した進路相談、履歴書、面接指導、④無料職業紹介事業を活用した県内農業法人等からの求人の受付、⑤本学学生と農業法人等の企業・雇用者が直接対話する合同説明会開催、⑥3日～5日程度のインターンシップの実施、⑦資格取得支援（希望者を対象にフォークリフト、農業用ドローン、農業技術検定等の資格講習を学内を会場に実施）等		令和５年度より静岡県立農林環境専門職大学障害学生支援委員会を設置し、学生の修学に必要とされる配慮を実施している。
学生からの事前相談や大学生活全般における相談対応として、カウンセラー、保健師等の専門家による相談を行っている。		283		166		6		453		-		-		-		-		-		-		日本学校農業クラブ全国大会においてブースを出展（年１回、全体参加者約4,000人）

（記載例）
大学見学ツアー（高校2年生、3回、30人）、都道府県勉強会（進路指導担当教員、４回、20人）		　認証評価制度において、本学のような規模の小さい単科の大学では、機関別認証評価と分野別認証評価において多くの重複が想定される。加えて、大学と短期大学部を併設していることから、施設・教員・事務局等、共通事項が多い中、それぞれで評価を受けることとなり、短期間で計４回の認証評価を受けることとなる。これにより、事務作業と受審費用の過大な負担が生じることとなる。
　令和４年３月18日にまとめられた中央教育審議会大学分科会質保証システム部会の「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について（審議まとめ）」において、「評価認証制度の改善・充実の方向性」の【先導性・先進性の確保（柔軟性の向上）】の項目において、「分野別評価と機関別評価のサイクルが異なること等に伴う大学の受審負担を軽減する仕組みや分野別評価の合理化の在り方について、認証評価の実施状況や受審大学の状況も踏まえ引き続き検討する。」とある。
　今後、機関別認証評価及び分野別認証評価の実施方法の簡素化及び合理化、並びに受審大学の特性に合わせた作業負担及び費用負担の軽減を要望する。

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								短期大学部		●●学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		200																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		農林業自営		0		農林業法人		0		農林業関係団体		0		農林業関係企業		0		公務員		0		その他一般企業		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								短期大学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		200																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		農林業自営		0		農林業法人		0		農林業関係団体		0		農林業関係企業		0		公務員		0		その他一般企業		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								短期大学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		200																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		農林業自営		0		農林業法人		0		農林業関係団体		0		農林業関係企業		0		公務員		0		その他一般企業		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								△△△学部		●●学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								△△△学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								△△△学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								□□□学部		●●学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								□□□学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		静岡県立農林環境専門職大学短期大学部																																								□□□学部		学科		0		令和2年度		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学		学校法人　菊武学園		令和3年度		高木　弘恵　（たかぎ　ひろえ）		高木　弘恵　（たかぎ　ひろえ）		https://www.nagoya-su.ac.jp/guide/disclosure/info172_2/		あり		2		女性のためのキャリアアップ実践力プログラム		https://www.nagoya-su.ac.jp/guide/bp/		なし		0		地域における中小企業活性化のための社会人リカレント教育		https://www.nagoya-su.ac.jp/guide/bp/		なし		0		0		0		選択してください		0		現代ビジネス学部		経営専門職学科		2		令和3年度		1		令和4年度		1		令和5年度		0		0		0		就職（１）、他の教育機関への入学（１）		21		20		19		15		40		160		5		0		0		1		0		1		0		0		0		0		8		0		0		0		名古屋産業大学　経営専門職教育課程連携協議会		年１回程度		https://www.nagoya-su.ac.jp/manage2021/wp-content/uploads/2023/04/ac_report_2022.pdf		（審議事項）地域及び産業界との連携に関する近隣の中小企業等の視点から教育課程に対する提案内容


（報告事項）教育課程の進捗状況		教育プログラムに関しては、協議会の委員からは評価を受け、今後の臨地実務実習で、実際に連携できる
状態を期待している声が多くあった。2023年度に長期臨地実務実習が開始することから、開始後に再び審議を行い教育課程の見直しが必要であれば反映する。		今年度の審議内容での大学での教育課程への変更内容はなし		（審議事項）地域及び産業界との連携に関する近隣の中小企業等の視点から教育課程に対する提案内容


（報告事項）教育課程の進捗状況		特になし		今年度の審議内容での大学での教育課程への変更内容はなし		2		2		2		6		0		https://www.nagoya-su.ac.jp/manage2021/wp-content/uploads/2022/07/R04-cal-sen.pdf		http://syb.nagoya-su.ac.jp/		124		【卒業に必要な単位数】
次により、必修科目100単位、選択科目24単位以上を修得すること。
　一般・基礎科目20単位以上　　教養教育科目から4単位以上
　　コミュニケーション・キャリア教育科目・ゼミナールから14単位以上
職業専門科目80単位以上
　　専門基礎教育科目から12単位以上 　　専門教育科目から48単位以上
臨地実務実習から20単位
展開科目20単位以上
総合科目4単位
		2		64		14		なし		0		0		未実施		0		0		未実施		0		未実施		0		未実施		0		○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0		（記載例）
株式会社○○○、□□附属病院・・・		0		0		0		0		0		0		0		0		その他（　　　　　　　　）		0		0		✕		0		0		0		○		0		1年次から3年次のうち、自宅からの通学に合理的な経路による公共交通機関で片道2時間以上を要する者を遠隔地補助の対象とする。なお原則として特待生（授業料等の免除者）及び私費外国人留学生には適用しない。
		0		○		7943750		（１） 初年度経済支援制度
（２） 学業特待生制度　（３） スポーツ特待生制度
（４） その他本学が指定する特待奨学金制度
		47		予定なし		0		教育課程内では必修科目である「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」を通じて一年次から就業意識の醸成、自己分析や業界研究等を行い、教育課程外ではキャリア支援委員会とキャリア支援課が連携して個別面談や資格取得指導等きめ細やかな指導を行っている。
		ゼミナール担当教員が学生の個別指導や相談対応を行うほか、保健室と専門カウンセラーが連携しメンタル面での相談に対応する体制を整えている。
		2204		581		18		498		18		498		3		30		3		30		校内ガイダンス(対象：高校生、年間で約300回開催。参加者総数不明。)
出前授業（商品開発指導など。高校生対象。経営専門職学科で年間で20回実施。参加者総数不明。）
高校生ビジネスデザインコンテスト開催（年一回開催。高校生対象：5校19チームが参加）
		0

		名古屋産業大学																																								現代ビジネス学部		学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		160																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		名古屋産業大学																																								現代ビジネス学部		学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		160																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		名古屋産業大学																																								現代ビジネス学部		学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		160																																																																																0		0														○○学部○○学科		0		0		　関係		0		　関係		0		関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		　　　関係		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		名古屋産業大学																																								△△△学部		▲▲学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学																																								△△△学部		●●学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学																																								△△△学部		学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学																																								△△△学部		学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学																																								□□□学部		▲▲学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学																																								□□□学部		●●学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学																																								□□□学部		学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0

		名古屋産業大学																																								□□□学部		学科		0		令和3年度		0		令和4年度		0		令和5年度		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																																																																																0		0



【機密性○（取扱制限）】		
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３
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１



※その他には、「外国の学校卒」「専門学校、短期大学、大学卒」「高等学校卒業程度認定試験」等を含む

入学者のうち、
専門高校出身者の割合

令和５年度出身高校の学科別入学者数②

令和５年度専門職大学等入学者の出身高校別の割合

10.7%

27.2%

入学者のうち、
専門高校出身者の割合

令和5年度入学者のうち、専門職大学・専門職学科では、10.7％が、専門職短期大学では27.2％が専門高校出身者
となっている。

1583 210 57 82 35

0 500 1000 1500 2000

専門職大学・専門職学科

132 61 5 23 3

0 50 100 150 200 250

専門職短期大学

普通科 専門高校 その他の専門学科 総合学科 その他
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（出典）各専門職大学等への調査に基づき作成



（出典）文部科学省「令和５年度学校基本統計（学校基本調査報告書）」

（参考）高等学校卒業者の学科別進路状況（令和５年３月卒業）

※就職者には就職進学者は含まれない。
※就職者は自営業主等及び常用労働者（無期雇用労働者、有期雇用労働者）

初等中等教育局参事
官（高等学校担当）付
産業教育振興室作成

高等学校卒業者の大学進学者のうち、
専門高校卒業者の割合

７.3%
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専門職大学の在学生の声①

入学したきっかけ
卒業後は信頼されるセラピストになり、将来的には経営者を目指
しています。本学では美容の知識や技術だけでなく、経営学や心
理学、栄養学など幅広く学べるため、お客様に満足してもらえる
施術や的確なアドバイスができると感じ、入学を決めました。

今、頑張っていること
ボディトリートメント実習です。相モデルでお客様の立場が体験で
き、感じ方が分かりやすいです。難しい技術も、先生が多くいて質
問しやすいです。2コマ連続の授業もあっという間で楽しいです。

専門職大学の魅力
元々大阪の美容専門学校を考えていましたが、本学を知り、オー
プンキャンパスに参加するうちに進学したいと思うようになりました。
一人暮らしは勇気が要りましたが、4年間かけて技術と理論を学
べる点に魅力を感じ、進学を決めました。

ビューティ＆ウェルネス
専門職大学

ビューティ＆ウェルネス学部
ビューティ＆ウェルネス学科 １年

立光 咲絵さん

入試区分：総合型選抜
入学したきっかけ
高校時代に得意だった英語を活かしたキャリア形成をしたいと考え、
実務家教員による実践的なカリキュラムと、卒業単位として認めら
れるインターンシップが魅力的でした。貿易という視点で世界と繋
がれるということが入学の決定要因でした。

今、頑張っていること
・英語力の向上（具体的にはTOEIC900点越え）
・在学中に「国家資格である通関士の資格取得」をする。

専門職大学の魅力
１年次からインターンシップを経験することで、将来自分が就く職
業についての適性を確認することが出来ると思いました。自分のや
りたいこと・できること・やらなければいけないことがはっきりするため、
自身のキャリア形成に向けて明確なビジョンを持つ事が出来ます。
また、新しい大学なので、自分自身が大学の歴史を築いていくこ
とを実感します。

グローバルBiz専門職大学

グローバルビジネス学部
グローバルビジネス学科 1年

石川 利樹さん

入試区分：総合型選抜（専願）
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専門職大学の在学生の声②

現在の学習内容
２年次では、主に電気自動車システム全体および構成要素
（電池/車体/モーター・インバータ/自動運転）を中心とした専
門分野にも取り組んでいます。また、実習では実際の車両を分
解・組立・構造解析を行うなど、実機に触れながら学ぶことができ
ます。

専門職大学の魅力
１年時から研究室に入ることができ、電池/車体/モーター・イン
バータ/自動運転から興味のある分野を深く学ぶことができます。
また、１～３年次に臨地実務実習（インターンシップ）があり、
モビリティ関連企業で学べるのも魅力の一つです。バラエティ豊か
な先生方から密度の濃い授業を受けることができ、乗り物・ものづ
くりに興味がある方にはおすすめの大学です。

電動モビリティシステム専門職大学

電気自動車システム工学部
電気自動車システム工学科 ２年

五十嵐 渉 さん

入試区分：総合型選抜

入学したきっかけ
アナログでは実現できない様々な事を可能にしてくれるデジタルデ
バイスが好きで使ってるうちに、仕組みまで知り尽くしてもっと使いこ
なせるようになりたい！と思い、実践的に学べる大学を選びました。

今、頑張っていること
企業からいただいた課題に取り組む企業プロジェクトに参加してい
ます。専門的な知識がなくても、AIを使って情報システムエラーに
対応出来るようになることを目指しています。

専門職大学の魅力
業界の第一線で活躍していた先生が沢山おり、現場を意識した
お話や体験を教えていただけるところがとても魅力的だと思います。
また授業の1/3以上が実習だったり、企業プロジェクトのような授
業外でも実践的に学べる機会が多いのも魅力だと思います。

東京情報デザイン専門職大学

情報デザイン学部
情報デザイン学科 ２年

山來 りんさん

入試区分：一般選抜
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専門職大学の在学生の声③

入学したきっかけ
食べることが大好きなので、進路を考えた際に長く続けられる仕事
は「食」に関することだと思いました。そこで、食について多方面から
学ぶことができ、実践的な学修が充実している点に惹かれ、本学
への入学を決意しました。
今、頑張っていること
講義はもちろん、正課外活動にも積極的に取り組んでおり、地域
や企業とのコラボで商品開発を行うプロジェクトに複数参加しまし
た。また、食に関する情報や流行を収集・察知するため日々アン
テナを張っています。
専門職大学の魅力
さまざまな知識の修得や体験ができる点が魅力です。一見、食に
直接関係ないと思われるような授業もありますが、実は関連性が
あり、今後に活かせることを幅広く学修できます。1つの学部で多
分野の学びが得られるところが従来の大学とは違う魅力だと感じ
ます。

かなざわ食マネジメント
専門職大学

フードサービスマネジメント学部
フードサービスマネジメント学科 ３年

橋本 悠羽さん

入試区分：総合型選抜

入学したきっかけ
説明会でクラス制からなる先生と生徒の距離感の近さを感じ、相
談しやすい環境だと思ったのがきっかけです。また実習単位の割合
の大きさから、実践的に学びが得られると考えました。これらのこと
から、自分の目指す理学療法士に向けての学修ができる環境が
整っていると考えこの大学を選びました。
今、頑張っていること
実際に多くの経験を積んだ先生方の授業を受けられる環境を最
大限活かすことと、積み重ねを意識しています。具体的には、授
業をより深く理解するための予習・復習の徹底と、授業後に先生
に質問しにいくことです。理想の理学療法士像を目指し、努力を
続けていきます。
専門職大学の魅力
同じ夢をもつ同志が集まるので話し合いで疑問点を解消していけ
るところです。学生間で解決できなかった問題は、親しみやすい先
生方に相談することができます。わからないことをそのままにせず、
学べる環境が揃っているのが魅力と感じています。

びわこリハビリテーション
専門職大学

リハビリテーション学部
理学療法学科 2年

谷口 忠獅朗さん

入試区分：指定校推薦
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専門職大学の在学生の声④

入学したきっかけ
高校生の時にAIに興味を持ち始め、また、幼い頃からモノづくりが
好きだったので、AIとロボットの両方を学べる大学を調べた結果、
地元で大阪国際工科専門職大学と出会い、入学しました。
今、頑張っていること
AIの強化学習とロボットアームを用いた最適なルートでの物体の
把持方法をテーマに、卒業研究制作に取り組んでいます。友人
たちや先生方と参加した「ロボカップジャパンオープン」での実践的
な経験も、とても役立っています。
専門職大学の魅力
NTTなどの企業出身の先生方からの直接指導のほか、様々な
企業・自治体と連携した実習や長期インターンシップを数多く経
験できる点が大きな魅力です。実際に社会に出た時に活かせる
知識やスキルが身に付いたと実感しています。また、一般的な大
学では得られない実践的な知識・スキルや実務経験があるので、
就職活動を有利に進められた点も良かったです。

大阪国際工科専門職大学

工科学部
情報工学科 ロボット開発コース 4年

岡﨑 佑陸 さん

入試区分：総合型選抜

入学したきっかけ
AI技術を学べる大学を探していました。また、幼少期からビジネス
にも興味があり、AIを実世界でどう使うかということを意識している
大学にしたいと考えました。いくつかある大学の中でもこの大学はそ
れらの要素を満たしていると思い、入学しました。

今、頑張っていること
AIの技術を脳波解析に役立てるための勉強をしています。脳波か
らその人が考えていることを推定したり、念じることでロボットを動か
すことができるといいなと思っています。

専門職大学の魅力
大学1年生から専門的な知識・技術を深く学び始め、2年生では
それらを使って開発や制作を行い、さらに企業へ実習にも行くとい
う流れがあり、身に付けた専門スキルを実際どのように使うかまでを
理解できるのが魅力だと思います。

名古屋国際工科専門職大学

工科学部
情報工学科 AI戦略コース ３年

加藤 旭 さん

入試区分：総合型選抜
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専門職大学の在学生の声⑤

29

臨地実務実習(インターン)先を志望したきっかけ
旅行することが好きなので、旅行会社でのツアープランナーの企画
力や、添乗員の臨機応変に対応する姿に憧れていました。様々
な旅行会社の中から「琴平バス」を選んだのは自分の好きな旅行
企画や地域振興にも力を入れているからです。

臨地実務実習(インターン)先の主な業務内容
ツアーの企画や、お客様への確認連絡、ツアー当日の添乗して挨
拶やガイド等を行いました。コトバスグループの事業見学や社員さ
んと旅人の方と関わるイベントに参加して交流をする機会もあり、
会社を超えた事業も経験する事が出来ました。

専門職大学の魅力
実習と座学どちらも学べるのが他にはない魅力だと感じます。さら
に、臨地実務実習は合計３回もあり、期間が長いからこそ学べる
要素が多いのがポイントだと思います。

せとうち観光専門職短期大学
観光振興学科 3年

高橋 奈央さん

入試区分：学校推薦型選抜入試（公募
 推薦入試）

入学したきっかけ
実家で農業を営んでおり、その影響で作物を栽培することの楽し
さを実感し、農業に興味を持ちました。高校に引き続き、農業関
係について深く学びたいと思い入学を決めました。

今、頑張っていること
いちごの実習を頑張っています。定植から収穫、販売など一連の
作業を学んでいて、仲間と協力しながらいちごの株管理を行って
います。先生に分からない事を聞き、吸収しながら積極的に取り
組んでいます。

専門職大学の魅力
2ヶ月に渡る企業実習で、実際に現場で働く方と一緒に作業す
る機会があり、実践的な学びを得ることができます。また、実習が
多いため、座学だけでは身につかない専門的な技術を修得できる
ところも、専門職大学ならではの魅力だと思います。

静岡県立農林環境専門職大学
短期大学部

生産科学科 ２年

才茂 茉由 さん

入試区分：学校長推薦選抜



専門職大学の在学生の声⑥

専門職大学を選んだ理由
AIやITに関心を持っていましたが、高校は普通科に通っていたた
め、情報に関する知識がなく不安でした。専門職大学なら、超・
長期の臨地実務実習を通じて体験しながら学び、自分を成長さ
せていけると思ったため、専門職大学を選びました。

就活でアピールしているガクチカ（学生時代に力を入れたこと）
能動的にITのピッチコンテストや3年次のインターンシップに参加し
たこと、臨地実務実習の経験をアピールしています。専門職大学
の学生は、全員が臨地実務実習に参加するため、全員が魅力
的なガクチカを作ることができますが、実習に参加する目的や学ん
だことを整理する必要があると思います。
IT市場が活性化し、多くの学生がIT業界で就職を目指している
中、自分のガクチカは他の就活生と差別化できたため、専門職大
学に進学してよかったと思います。

開志専門職大学
情報学部
情報学科 4年

熊倉 一哉 さん

入試区分：指定校推薦

専門職大学を選んだ理由
専門職大学は、座学だけではなく、臨地実務実習が教育課程
に組み込まれており、座学で学んだ知識を基にどのように実社会
でそれを生かしていけるのかを、業界の人から「リアル」で学ぶことが
できます。こうしたことを通じて、知識をスキルに変えていけると思い、
専門職大学を選びました。

就活でアピールしているガクチカ（学生時代に力を入れたこと）
「企業連携ゼミ」という授業では、チームで商品、売り場のデザイン
やPRについて提案し、学内のコンペティションで選ばれてイオンリ
テール（株）でのインターンシップに参加できました。インターンシッ
プで社員の方と密接に関わりながら、私たちのチームからの提案を
最終的に商品化していただく過程では、多くの刺激を受けました。
これらのことをガクチカとしてアピールしています。

国際ファッション専門職大学
国際ファッション学部
ファッションクリエイション学科 4年

古市 涼 さん

入試区分：編入学

『専門職大学説明会「専門職大学フォーラム2024 
～産業界が期待する、専門職大学人財とは～」
（令和６年５月29日（水））』より
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就職者
93%

その他
7%

令和5年度就職状況
就職者数 972名（93％）
その他   76名（ 7％）
（出典）各専門職大学等への調査をもとに

文部科学省において作成
※令和6年4月1日現在の速報値

開設
年度

大学名

H31 国際ファッション専門職大学
高知リハビリテーション専門職大学

R2 静岡県立農林環境専門職大学
情報経営イノベーション専門職大学
東京国際工科専門職大学
東京保健医療専門職大学
開志専門職大学
びわこリハビリテーション専門職大学
岡山医療専門職大学

開設年度 短期大学名

H31 ヤマザキ動物看護専門職短期大学

R2 静岡県立農林環境専門職大学短期大学部

R3 せとうち観光専門職短期大学

【令和5年度に卒業生を輩出した大学等】

※青字は公立の専門職大学・専門職短期大学

令和5年度就職状況
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令和５年度卒業生の主な就職先①
国際ファッション専門職大学

株式会社ZOZO／株式会社アダストリア／株式会社イッセイ ミヤケ／ディーゼルジャパン株式会社／株式会社マルジェラジャパン
／株式会社モンクレールジャパン／株式会社バロックジャパンリミテッド／東京衣裳株式会社／株式会社TSIホールディングス／
株式会社TOKYO BASE／株式会社ビームス／株式会社ベイクルーズ／株式会社ワコール／瀧定名古屋株式会社／株式会
社ストライプインターナショナル／株式会社デイトナ・インターナショナル／株式会社オンワード樫山／株式会社ユナイテッドアローズ
／株式会社トゥモローランド／株式会社セシール／マガシーク株式会社／DSSR／MNインターファッション株式会社／ATELIER 
AZUMI／トランス・コスモス株式会社／株式会社バンダイナムコアミューズメント

高知リハビリテーション専門職大学

聖マリアンナ医科大学病院／東船橋病院／神戸リハビリテーション病院／八千代リハビリテーション病院／南町田病院／三重大
学医学部附属病院／高知医療センター

静岡県立農林環境専門職大学

【農業法人】河合畜産株式会社／株式会社メンデルジャパン／ホウライ株式会社千本松牧場／(有)ファームズエンジニア福光
【林業法人】株式会社フジイチ【農業関係団体】ＪＡ静岡経済連／ＪＡとぴあ浜松／ＪＡ遠州夢咲／ＪＡ遠州中央／ＪＡ
豊橋【農業関連企業】日本カバヤ・オハヨーホールディングス株式会社 ／農芸環理株式会社 ／トヨタネ株式会社 ／株式会社
セキネ／SCaD株式会社 ／エフシー中央薬理研究所株式会社【公務員】静岡県（林業職）／東京都（林業職）

（出典）各専門職大学等への調査に基づき作成 32



令和５年度卒業生の主な就職先②

情報経営イノベーション専門職大学

富士通株式会社／株式会社ドワンゴ／株式会社サンリオエンターテイメント／ドコモ・データコム株式会社／株式会社NTTデータ
NJK／株式会社ビズリーチ／デロイト トーマツ アクト株式会社／株式会社ベネッセスタイルケア／株式会社テクノスジャパン／東
レACS株式会社／国家公務員（東京国税局）／株式会社M&A総合研究所 ／株式会社USEN-NEXT HOLDINGS／
東京東信用金庫／マンパワーグループ株式会社／株式会社ミライト・ワン・システムズ／株式会社フォーバル／株式会社ハイブ
リッドテクノロジーズ／一般社団法人CiP協議会／スマートアイエンジー株式会社／JTP株式会社／株式会社アイガ／株式会社
wee／株式会社SoLabo／クレアニーズ株式会社／TOMOIKI VENTURES株式会社／株式会社 Piezo Sonic／ヴィップ
システム株式会社／アパテックモーターズ株式会社 ほか

東京国際工科専門職大学

株式会社日立製作所／三菱総研ＤＣＳ株式会社／ソフトバンク株式会社／株式会社セガ／株式会社カプコン／株式会社
NTTデータ バリュー・エンジニア／株式会社ＮＴＴデータフィナンシャルテクノロジー／ソニーネットワークコミュニケーションズ株式会
社／株式会社インターネットイニシアティブ／東京エレクトロンデバイス株式会社／いすゞロジスティクス株式会社／スズキ株式会
社／株式会社ホンダテクノフォート／株式会社総合車両製作所／ウェルスナビ株式会社／株式会社ブレインパッド／株式会社
ドリコム／株式会社トリプルアイズ／岡三証券株式会社／株式会社コジマプロダクション／有限会社オレンジ／株式会社AOI 
Pro. ほか
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令和５年度卒業生の主な就職先③
東京保健医療専門職大学

大倉山記念病院／東京都立病院機構／花はたリハビリテーション病院／いずみ記念病院／平成扇病院／新百合ヶ丘総合病
院／新横浜リハビリテーション病院／苑田第三病院／東京西徳洲会病院／碑文谷病院／練馬光が丘病院／河北医療財団
／筑波学園病院／高円寺整形外科／横浜医療福祉センター港南／葛飾リハビリテーション病院／鶴川記念病院／新東京病
院／最成病院／上尾二ツ宮クリニック／令和あらかわ病院／季美の森リハビリテーション病院／飯田市立病院／葛飾リハビリ
テーション病院／練馬志匠会病院／イムス東京葛飾総合病院／イムスリハビリテーションセンター東京葛飾病院／平塚共済病
院／五香病院／メディカルプラザ平和台病院／在宅総合ケアセンター成城／東京ちどり病院／横浜なみきリハビリテーション病院
／横浜狩場脳神経外科病院／京都大原記念病院／東船橋病院／港区立児童発達支援センターぱお／東京北医療セン
ター／東京都済生会中央病院／亀田メディカルセンター／ネイス株式会社 ほか

開志専門職大学①

株式会社アースリンク／株式会社アイ・シー・アイ／株式会社ITスクエア／アイリスオーヤマ株式会社／アイレット株式会社／株式
会社アグロジャパン／株式会社アヅマ／株式会社アドハウスパブリック／株式会社ARARAT CREWS／株式会社アルコン／株
式会社アルテクナ／株式会社アルトナー／株式会社アルビレックス新潟／株式会社アルプス技研／株式会社アルプスビジネス
サービス／and factory株式会社／株式会社イタリア軒／株式会社Vitalize／株式会社ウイング／エイトビット株式会社／AR
アドバンストテクノロジ株式会社／株式会社SRA東北／株式会社NTTデータニューソン／NTTテクノクロス株式会社／MPアグロ
株式会社／株式会社オーシャンシステム／小片鉄工株式会社／オフィスHanako株式会社／株式会社加賀田組／株式会社
ガゾウAX／株式会社カチタス／株式会社CARTA HOLDINGS／キヤノンイメージングシステムズ株式会社／行政書士きこりた
法務事務所／株式会社クスリのアオキ／株式会社栗山米菓／グローリー株式会社／コネクトラフト／株式会社コプロ・ホールディ
ングス／株式会社コロナ／株式会社コロプラ／GISコンサルティング株式会社／株式会社G.A.P／ＪＲ東日本東北総合サービ
ス株式会社／シスココンサルティング株式会社／株式会社ジョーメイ／新生フィナンシャル株式会社（次ページに続く）
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令和５年度卒業生の主な就職先④
開志専門職大学②

株式会社住居時間／生活協同組合コープデリにいがた／株式会社ゼンショーホールディングス／株式会社ソニックスリサーチディベ
ロップメント／第一工業製薬株式会社／株式会社大光銀行／Zeit株式会社／株式会社ツナググループ・ホールディングス／
TCB 東京中央美容外科 新潟院／デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社／ドクターメイト株式会社／株式会社ト
ラス・テック／新潟綜合警備保障株式会社／新潟トヨタ自動車株式会杜／新潟トヨペット株式会社／株式会社ハードオフコー
ポレーション／株式会社ハイワン／株式会社パトリオット／パナソニックEWエンジニアリング株式会社／株式会社BSNアイネット／
株式会社日野屋玩具店／富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社／江蘇卓頓信息有限公司／株式会社フルキャ
ストホールディングス／株式会社プロシード／株式会社平和／株式会社北越ケーズ／株式会社星野リゾート・マネジメント／
MicroWorld株式会社／株式会社マルス／株式会社三鷹ホールディングス／株式会社ミツエーリンクス／株式会社ミロク情報
サービス／明治安田生命保険相互会社／株式会社横浜銀行／リコージャパン株式会社／株式会社リビングギャラリー

びわこリハビリテーション専門職大学

近江八幡総合医療センター／びわこ中央リハビリテーション病院／公立甲賀病院／名古屋市立大学病院／介護老人福祉施
設あじさいガーデン伏見

岡山医療専門職大学

株式会社アール・ケア／岡村一心堂病院／岡山旭東病院／岡山博愛会病院／岡山リハビリテーション病院／小畑醫院／倉
敷紀念病院／倉敷スイートホスピタル／倉敷平成病院／光生病院／児島中央病院／名越整形外科病院／プライムホスピタ
ル玉島／長久病院／のぞみ整形外科ヒロシマ／阪南中央病院岡山中央福祉会／さくら苑／株式会社かえるコーポレーション
サニーフィールド平島／金田病院／佐藤医院／社会福祉あかり 銀の櫂／玉野医療センター／広島共立病院
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令和５年度卒業生の主な就職先⑤
静岡県立農林環境専門職大学短期大学部

【農業法人】株式会社自然農法杉山農園／株式会社スズキサポート／永田農園／有限会社丸新柴本製茶／株式会社メー
クリヒカイト／御殿場アグリモンスタースペシャル／株式会社和田牧場／株式会社グリーンテック／株式会社袋井高山農園／有
限会社アイエーエフ石塚／株式会社ことぶき農園／磐南ファーム株式会社／株式会社理想園／株式会社増田採種場／株
式会社ヤタローグループ生産部門／株式会社エール／株式会社ザ・ネクウストワン養鶏部／柴田牧場／株式会社松永牧場
／京丸園株式会社／株式会社真大和／どんぐり農園／富丘佐野農園株式会社／株式会社ヌーベルファーム泰阜／株式会
社エルファームサカキバラ一富士農場／株式会社IROHA【林業法人】株式会社エフオン壬生／鈴木林業／有限会社木成／
株式会社ふもとっぱら／株式会社フジイチ【農業関係団体】ＪＡ静岡市／ＪＡふじ伊豆／静岡県経済連畜産バイオセンター
／公益財団法人山梨県子牛育成協会【林業関係団体】西南濃森林組合【農業関係企業】横浜植木株式会社／株式会社
するが花き卸売市／株式会社スカイ／ＥＮボード株式会社／クラギ株式会社／日本エスエルシー株式会社／三好アグリテック
株式会社／株式会社静鉄ストア／静岡VF株式会社／株式会社エンチョー／株式会社石井育種場／株式会社関東甲信ク
ボタ／ナカダ産業株式会社／株式会社サカタのタネ／浜松青果株式会社／株式会社バロー／株式会社理研グリーン／株式
会社岩倉種苗店／株式会社コメリ

ヤマザキ動物看護専門職短期大学

動物病院／ペットフード会社／医療関連会社／ペットショップ／ペットサロン／ペットホテル／犬のしつけ／トレーニング教室 ほか

せとうち観光専門職短期大学

グランドプリンスホテル大阪ベイ／株式会社エスエーエス／伊予鉄道株式会社／株式会社川六／株式会社JR四国ホテルズ／
穴吹エンタープライズ株式会社 ほか 36（出典）各専門職大学等への調査に基づき作成



専門職大学の卒業生の声①

就職先を志望したきっかけ
大学時代にZOZOスタッフによる特別講義を聞いたことがきっかけ
でした。将来的にファッションは課題解決ツールになり得るが、どの
ような時代であっても「ファッションを楽しむ」という感覚だけはあり続
けてほしいという言葉に感銘を受け、この会社に就職したいと思う
ようになりました。
就職した会社の主な業務内容
・ファッションEC「ZOZOTOWN」、ファッションコーディネートアプリ
「WEAR」などの各種サービスの企画・開発・運営。
・パーソナルスタイリング体験施設「niaulab」の運営。
・計測テクノロジーの開発・活用。
専門職大学の魅力
実習時間が多く確保されていることで学びを実践力に昇華するこ
とができます。また、専門的でありながら、ファッションについて多角
的に幅広く学ぶことができるため、感覚と論理の２つの視点からも
のごとを考え、創造する力を身につけられるのが魅力です。

国際ファッション専門職大学

就職先：株式会社ZOZO

国際ファッション学部
名古屋ファッションクリエイション・ビジネス学科
2023年度卒業生

坂 歩乃花 さん

入試区分：総合型選抜

就職先を志望したきっかけ
大企業でありながら常に様々な事業にて挑戦をしている点が自
分の夢とマッチしていると感じ、志望しました。国内外に株式会社
セガの人気コンテンツは多くありますが、自分の手で人気コンテンツ
を新しく生み出したいと考えています。
就職した会社の主な業務内容
現在、プランナー職として働いています。プランナーの業務は新規
企画の提案から仕様書作成、制作の進行管理までと多岐に渡
ります。大学での知識/経験を活かしながら、デザイナーやプログラ
マの方と綿密にコミュニケーションを取って仕事を進めています。
専門職大学の魅力
様々な業界や実務に触れる機会が多いので、もともと関心があっ
た分野も、そうでない分野も理解を深められました。企業内実習
を通して自分のやりたいことが明確になったので、将来進みたい道
を発見することができました。

東京国際工科専門職大学
就職先：株式会社セガ

工科学部
デジタルエンタテインメント学科
2023年度卒業生

扇原 悠斗 さん

入試区分：総合型選抜
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専門職大学の卒業生の声②
情報経営イノベーション
専門職大学 【 iU 】

株式会社推しメーター 代表取締役

情報経営イノベーション学部
情報経営イノベーション学科
2023年度卒業生

福島 翔和 さん

入試区分：総合型選抜
起業したきっかけ
学内で開催された「iUアクセラレーションプログラム」に約6ヶ月間
参加し、メンターの方々からたくさんの事業アドバイスやアイデアなど
支援いただいたのがきっかけでした。
起業した会社の主な業務内容
推し活アプリ「推しマップ」開発運営
eスポーツチーム「VITE」運営
企業様向けVtuber制作事業
推し活ソリューション事業
主な実績：星野リゾートBEB5軽井沢「推し活ルーム」共同プロ
デュースなど
専門職大学の魅力
学んだことを実践しながら定着させることができるのが一番の魅力
と感じています。

就職先を志望したきっかけ
予期せぬ変化への対応力がすごいというのが一番の理由です。コ
ロナ禍でのマスクが不足している状況ですぐにマスクを製造し、供
給していた事は本当にすごいと感じました。また普段の生活でも愛
用している家電が多く、ずっと憧れてたメーカーというのもありますね。
就職した会社の主な業務内容
法人のお客様への「業務用清掃ロボット」の提案営業を行ってお
ります。どの業界も人材不足の中、お客様一社一社の悩みや課
題を解決できる様、日々努めております！
専門職大学の魅力
一番は600時間を超える「長期企業内実習」です。
実際の企業で長期的に学ぶ事で、お客様への提案の仕方など、
実際に仕事をしてみてすぐに役に立つことが多いと改めて感じまし
た。お陰で同期の中でも一番早く一人立ちが出来ています！

開志専門職大学

就職先：アイリスオーヤマ株式会社

事業創造学部 
事業創造学科
2023年度卒業生

紺野 愛貴 さん

入試区分：一般選抜
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専門職大学の卒業生の声③
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就職先を志望したきっかけ
公務員の林業職は川上から川下まで幅広く林業に関する業務
に携わることができる部分に魅力を感じました。また、東京という大
きなフィールドで、多くの人が森林と触れ合う環境づくりに携わって
みたい、自身のキャリアアップにつなげたいと思い、志望しました。
就職した会社の主な業務内容
・財団派遣として(公財)東京都農林水産振興財団に所属
・主に都民との協働による森林整備と、都内連携事業による森
林整備を担当。森林整備委託や森林体験イベントに携わってい
ます。
専門職大学の魅力
栽培・林業・畜産の各コースに分かれて、実習や講義を通して基
礎からマーケティングまで勉強できることが大きな魅力だと思います。

静岡県立農林環境専門職大学

就職先：(公財)東京都農林水産振興財団

生産環境経営学部
生産環境経営学科
2023年度卒業生

長岡 桃子 さん

入試区分：一般選抜



１．文部科学省公式ウェブサイト

【URL】
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index_pc.htm

【掲載内容】
・「在学生の声」
・専門職大学・専門職短期大学って
・何？
・専門職大学・専門職短期大学って
・どんなところ？
・お答えします！よくある質問（Q&A）
・開設している学校が知りたい！

２．スマートフォン向けサイト

【URL】
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index.htm

【掲載内容】
・専門職大学パンフレット
・開学している専門職大学の
・紹介
・制度の概要・特色
・関係法令・各種通知 等

専門職大学をもっとよく知るためには

3．制度周知ポスター

【配布先】
全国の高等学校

【配布枚数】
各高等学校につき１枚、約6,000部

40

専門職大学制度の特色がよく
分かる説明動画も公開中！

ロングバージョン
（3分45秒）

ショートバージョン
（2分）

専門職大学制度への御質問、講演依頼はこちらに御連絡ください。 sen-ps@mext.go.jp 高等教育局 専門教育課 専門職大学院室 専門職大学係

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index_pc.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index.htm
https://youtu.be/SnBjI6BxOuM



